
(様式第 10)

東医大発 249 号

令和 3 年 10 月 5 日

厚生労働大臣 殿

開設者名 学校法人東京医科大学

理事長 矢﨑 義雄

東京医科大学病院の業務に関する報告について

標記について、医療法（昭和 23 年法律第 205 号）第 12 条の 3 第 1 項及び医療法施行規則（昭和 23

年厚生省令第 50 号）第 9 条の 2 の 2 の第 1 項の規定に基づき、令和 2 年度の業務に関して報告します。

記

1 開設者の住所及び氏名

住 所 〒160-8402 東京都新宿区新宿6-1-1

氏 名 学校法人東京医科大学

(注) 開設者が法人である場合は、「住所」欄には法人の主たる事務所の所在地を、「氏名」欄には

法人の名称を記入すること。

2 名 称

東京医科大学病院

3 所在の場所

〒160-0023 東京都新宿区西新宿6-7-1

電話(03)3342－6111

4 診療科名

4-1 標榜する診療科名の区分

①医療法施行規則第六条の四第一項の規定に基づき、有すべき診療科名すべてを標榜

2 医療法施行規則第六条の四第四項の規定により読み替えられた同条第一項の規定に基づき、が

ん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医療を提供する特定機能病院として、十以

上の診療科名を標榜

(注) 上記のいずれかを選択し、番号に○印を付けること。

4-2 標榜している診療科名

(1)内科

内科 〇有 ・ 無

内科と組み合わせた診療科名等

①呼吸器内科 ②消化器内科 ③循環器内科 ④腎臓内科

⑤神経内科 ⑥血液内科 7内分泌内科 8代謝内科

9感染症内科 10アレルギー疾患内科またはアレルギー科 ⑪リウマチ科

診療実績

(注) 1 「内科と組み合わせた診療科名等」欄については、標榜している診療科名の番号に〇印を付

けること。

2 「診療実績」欄については、「内科と組み合わせた診療科名等」欄において、標榜していな

い診療科がある場合、その診療科で提供される医療を、他の診療科で提供している旨を記載す

ること。

(2)外科



外科 〇有 ・ 無

外科と組み合わせた診療科名

①呼吸器外科 ②消化器外科 ③乳腺外科 4心臓外科

5血管外科 ⑥心臓血管外科 7内分泌外科 ⑧小児外科

診療実績

(注) 1 「外科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名の番号に〇印を付け

ること。

2 「診療実績」欄については、「外科」「呼吸器外科」「消化器外科」「乳腺外科」「心臓外

科」「血管外科」「心臓血管外科」「内分泌外科」「小児外科」のうち、標榜していない科が

ある場合は、他の標榜科での当該医療の提供実績を記載すること（「心臓血管外科」を標榜し

ている場合は、「心臓外科」「血管外科」の両方の診療を提供しているとして差し支えないこ

と）。

(3)その他の標榜していることが求められる診療科名

①精神科 ②小児科 ③整形外科 ④脳神経外科 ⑤皮膚科 ⑥泌尿器科 7産婦人科

⑧産科 ⑨婦人科 ⑩眼科 ⑪耳鼻咽喉科 ⑫放射線科 ⑬放射線診断科

⑭放射線治療科 ⑮麻酔科 ⑯救急科

(注） 標榜している診療科名の番号に〇印を付けること。

(4)歯科

歯科 〇有 ・ 無

歯科と組み合わせた診療科名

1小児歯科 ②矯正歯科 ③口腔外科

歯科の診療体制

(注) 1 「歯科」欄及び「歯科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名の番

号に〇印を付けること。

2 「歯科の診療体制」欄については、医療法施行規則第六条の四第五項の規定により、標榜し

ている診療科名として「歯科」を含まない病院については記入すること。

(5)(1)～(4)以外でその他に標榜している診療科名

①臨床検査科 ②形成外科 ③リハビリテーション科 ④病理診断科 ⑤糖尿病内分泌内科

⑥老年内科

(注) 標榜している診療科名について記入すること。

5 病床数

精 神 感染症 結 核 療 養 一 般 合 計

19床 0床 0床 0床 885床 904床



6 医師、歯科医師、薬剤師、看護師及び准看護師、管理栄養士その他の従業者の員数

職 種 常 勤 非常勤 合 計 職 種 員 数 職 種 員 数

医 師 785人 325人 802.5人 看 護 補 助 者 56人 診療エックス線

技師

0人

歯 科 医 師 24人 27人 25.7人 理 学 療 法 士 20人 臨床

検査

臨床検査技

師

135人

薬 剤 師 74人 0人 74.0人 作 業 療 法 士 6人 衛生検査技

師

0人

保 健 師 7人 0人 7.0人 視 能 訓 練 士 15人 そ の 他 0人

助 産 師 50人 1人 50.3人 義 肢 装 具 士 0人 あん摩マッサージ指圧師 0人

看 護 師 1140人 22人 1153.5人 臨 床 工 学 士 30人 医療社会事業従

事者

13人

准 看 護 師 0人 0人 0人 栄 養 士 0人 その他の技術員 20人

歯科衛生士 6人 0人 6.0人 歯 科 技 工 士 2人 事 務 職 員 328人

管理栄養士 24人 1人 24.3人 診療放射線技師 87人 その他の職員 24人

(注) 1 報告書を提出する年度の 10 月１日現在の員数を記入すること。

2 栄養士の員数には、管理栄養士の員数は含めないで記入すること。

3 「合計」欄には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した

員数と常勤の者の員数の合計を小数点以下 2 位を切り捨て、小数点以下 1 位まで算出して記入

すること。それ以外の欄には、それぞれの員数の単純合計員数を記入すること。

7 専門の医師数

専門医名 人 数 専門医名 人 数

総合内科専門医 59 人 眼 科 専 門 医 17 人

外 科 専 門 医 50 人 耳鼻咽喉科専門医 17 人

精 神 科 専 門 医 6 人 放射線科専門医 16 人

小 児 科 専 門 医 22 人 脳神経外科専門医 10 人

皮 膚 科 専 門 医 10 人 整形外科専門医 12 人

泌尿器科専門医 10 人 麻 酔 科 専 門 医 24 人

産婦人科専門医 18 人 救 急 科 専 門 医 13 人

合 計 284 人

(注) 1 報告書を提出する年度の 10 月１日現在の員数を記入すること。

2 人数には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した

員数と常勤の者の員数の合計を小数点以下 1 位を切り捨て、整数で算出して記入すること。

8 管理者の医療に係る安全管理の業務の経験

管理者名（ 山本 謙吾 ） 任命年月日 令和 3 年 9 月 1 日

医療安全管理委員会

委員

平成30年９月～令和３年８月（副院長として）

委員長

令和３年９月～継続中（病院長として）

院内病因死因（Ｍ＆Ｍ）検討会

委員

令和２年１月～令和３年８月（整形外科として）

委員長

令和３年９月～継続中（病院長として）



9 前年度の平均の入院患者、外来患者及び調剤の数

歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科の前年度の平均の入院患者及び外来患者の数

歯 科 等 以 外 歯 科 等 合 計

１日当たり平均入院患者数 662人 8人 670 人

１日当たり平均外来患者数 2,169人 100人 2,269 人

１日当たり平均調剤数 1,770.7 剤

必要医師数 191.135人

必要歯科医師数 5.980人

必要薬剤師数 23.0人

必要（准）看護師数 411.0人

（注)1 「歯科等」欄には、歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科を受診した患者数を、「歯

科等以外」欄にはそれ以外の診療料を受診した患者数を記入すること。

2 入院患者数は、前年度の各科別の入院患者延数(毎日の 24 時現在の在院患者数の合計)を暦

日で除した数を記入すること。

3 外来患者数は、前年度の各科別の外来患者延数をそれぞれ病院の年間の実外来診療日数で除

した数を記入すること。

4 調剤数は、前年度の入院及び外来別の調剤延数をそれぞれ暦日及び実外来診療日数で除した

数を記入すること。

5 必要医師数、必要歯科医師数、必要薬剤師数及び必要（准）看護師数については、医療法

施行規則第二十二条の二の算定式に基づき算出すること。

10 施設の構造設備

施 設 名 床面積 主要構造 設 備 概 要

集中治療室 1,437.97㎡ 鉄骨造 病 床 数 32床 心 電 計 〇有・無

人工呼吸装置 〇有・無 心細動除去装置 〇有・無

その他の救急蘇生装置 〇有・無 ペースメーカー 〇有・無

無菌病室等 ［固定式の場合］ 床面積 178.99m 2 病床数 11床

［移動式の場合］ 台 数 台

医 薬 品

情報管理室

［専用室の場合］ 床面積 46.81m 2

［共用室の場合］ 共用する室名

化学検査室 149.84㎡ 鉄骨造 （主な設備）生化学自動分析装置

全自動化学発光免疫測定装置

細菌検査室 96.36㎡ 鉄骨造 （主な設備）微生物感受性分析装置

血液培養全自動分析装置

病理検査室 431.12㎡ 鉄骨造 （主な設備）排気機能付切出しシンク、自動染色装置など

病理解剖室 75.02㎡ 鉄骨造 （主な設備）排気装置付 L型解剖台など

研 究 室 1,470.26㎡ 鉄骨造 （主な設備）顕微鏡、フリーザー、遠心分離機等

講 義 室 1,294.05㎡ 鉄骨造 室数 14室 収容定員 991人

図 書 室 678.69㎡ 鉄骨造 室数 1 室 蔵 書 数 133,945 冊程度

(注) 1 主要構造には、鉄筋コンクリート、簡易耐火、木造等の別を記入すること。

2 主な設備は、主たる医療機器、研究用機器、教育用機器を記入すること。



11 紹介率及び逆紹介率の前年度の平均値

紹 介 率 ８２．7％ 逆 紹 介 率 ５６．３％

算

出

根

拠

Ａ：紹 介 患 者 の 数 ２１，２４３人

Ｂ：他の病院又は診療所に紹介した患者の数 １６，３６０人

Ｃ：救急用自動車によって搬入された患者の数 ２，７８６人

Ｄ：初 診 の 患 者 の 数 ２９，０３９人

(注) 1 「紹介率」欄は、Ａ、Ｃの和をＤで除した数に 100 を乗じて小数点以下第 1 位まで記入する

こと。

2 「逆紹介率」欄は、ＢをＤで除した数に 100 を乗じて小数点以下第 1 位まで記入すること。

3 Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄは、それぞれの前年度の延数を記入すること。

12 監査委員会の委員名簿及び委員の選定理由（注）

氏名 所属 委員長

（○を付す）

選定理由 利害関係 委員の要件

該当状況

落合 和徳 医療法人社団

三成会 新百

合ヶ丘総合病

院 常勤顧問

○ 医師としての実

績と医療安全に

関する豊富な経

験を持ち合わせ

ているため

有・〇無 医療に係る安全

管理に関する識

見を有する者

安原 幸彦 東京南部法律

事務所 弁護

士

弁護士として医

療の法律に関す

る豊富な実績と

経験を持ち合わ

せているため

有・〇無 法律に関する識

見を有する者

桑原 公平 西新宿六丁目

町会 会長

医療を受ける者

として長年当院

を受診されてい

るため

有・〇無 医療を受ける者

（注） 「委員の要件該当状況」の欄は、次の1～3のいずれかを記載すること。

1. 医療に係る安全管理又は法律に関する識見を有する者その他の学識経験を有する者

2. 医療を受ける者その他の医療従事者以外の者（1.に掲げる者を除く。）

3. その他

13 監査委員会の委員名簿及び委員の選定理由の公表の状況

委員名簿の公表の有無 〇有・無

委員の選定理由の公表の有無 〇有・無

公表の方法

大学・病院ホームページ



1 承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数

11人

29人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

(注） 1 「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

第百二十九号）第二各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注） 2 「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

高度の医療の提供の実績

先 進 医 療 の 種 類

ウイルスに起因する難治性の眼感染疾患に対する迅速診断（PCR法） 豚脂様角膜後面沈着物若しくは眼
圧上昇の症状を有する片眼性の前眼部疾患（ヘルペス性角膜内皮炎又はヘルペス性虹彩炎が疑われるも
のに限る。）又は網膜に壊死病巣を有する眼底疾患（急性網膜壊死、サイトメガロウイルス網膜炎又は進行
性網膜外層壊死が疑われるものに限る。）

MRI撮影及び超音波検査融合画像に基づく前立腺針生検法 前立腺がんが疑われるもの（超音波により病
変の確認が困難なものに限る。）

（様式第2）



2 承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数

0人

0人

1人

4人

0人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

(注) 1 「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

第百二十九号）第三各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注) 2 「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

先 進 医 療 の 種 類

ペメトレキセド静脈内投与及びシスプラチン静脈内投与の併用療法 肺がん（扁平上皮肺がん及び小細胞
肺がんを除き、病理学的見地から完全に切除されたと判断されるものに限る。）

内視鏡下手術用ロボットを用いた腹腔鏡下広汎子宮全摘術 子宮頸がん（FIGOによる臨床進行期分類が
IB期以上及びIIB期以下の扁平上皮がん又はFIGOによる臨床進行期分類がIA2期以上及びIIB期以下の
腺がんであって、リンパ節転移及び腹腔内臓器に転移していないものに限る。）

術後のアスピリン経口投与療法 下部直腸を除く大腸がん（ステージがIII期であって、肉眼による観察及び
病理学的見地から完全に切除されたと判断されるものに限る。）

不可逆電気穿孔法 肝細胞がん（肝内における長径三センチメートル以下の腫瘍が三個以下又は長径五
センチメートル以下の腫瘍が一個であって、肝切除術又はラジオ波焼灼療法による治療が困難であり、か
つChild-Pugh分類による点数が九点以下のものに限る。)

コレステロール塞栓症に対する血液浄化療法 コレステロール塞栓症

高度の医療の提供の実績

（様式第2）



3 その他の高度の医療

医療技術名 樹状細胞を用いて免疫療法 取扱患者数 0人

当該医療技術の概要

がん細胞に存在するWT1ペプチドやMUC1ペプチドと呼ばれるがん抗原をターゲットとした樹状細胞ワクチン療法

医療技術名 切除不能局所進行膵癌に対する高密度焦点式超音波療法 取扱患者数 7人

当該医療技術の概要

切除不能局所進行膵癌に対する高密度焦点式超音波療法

医療技術名 悪性十二指腸閉塞に対する超音波内視鏡下胃空腸吻合術 取扱患者数 0人

当該医療技術の概要

悪性胃・十二指腸狭窄に対してHot AXIOSシステムを用いて超音波内視鏡下胃空腸吻合術を施行する。

医療技術名 取扱患者数 人

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人

当該医療技術の概要

高度の医療の提供の実績

（注） 1 当該医療機関において高度の医療と判断するものが他にあれば、前年度の実績を記入すること。

（注） 2 医療法施行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医療
を提供する特定機能病院として十以上の診療科名を標榜する病院については、他の医療機関での実施状況を含め、当該
医療技術が極めて先駆的であることについて記入すること（当該医療が先進医療の場合についても記入すること）。

（様式第2）



疾 患 名 患者数 疾 患 名 患者数
1 球脊髄性筋萎縮症 2 56 下垂体性ゴナドトロピン分泌亢進症 5
2 筋萎縮性側索硬化症 12 57 下垂体性成長ホルモン分泌亢進症 1
3 進行性核上性麻痺 4 58 下垂体前葉機能低下症 35
4 パーキンソン病 205 59 アジソン病 3
5 大脳皮質基底核変性症 4 60 サルコイドーシス 116
6 ハンチントン病 2 61 特発性間質性肺炎 26
7 シャルコー・マリー・トゥース病 1 62 肺動脈性肺高血圧症 2
8 重症筋無力症 147 63 肺静脈閉塞症／肺毛細血管腫症 1
9 多発性硬化症／視神経脊髄炎 122 64 慢性血栓塞栓性肺高血圧症 51

10
慢性炎症性脱髄性多発神経炎／多巣性運

動ニューロパチー
4 65 リンパ脈管筋腫症 2

11 多系統萎縮症 11 66 バッド・キアリ症候群 4
12 脊髄小脳変性症(多系統萎縮症を除く。) 22 67 特発性門脈圧亢進症 6
13 ミトコンドリア病 3 68 原発性胆汁性肝硬変 17
14 もやもや病 8 69 原発性硬化性胆管炎 6
15 進行性多巣性白質脳症 2 70 自己免疫性肝炎 26
16 HTLV-1関連脊髄症 2 71 クローン病 33
17 全身性アミロイドーシス 3 72 潰瘍性大腸炎 115
18 遠位型ミオパチー 2 73 好酸球性消化管疾患 15
19 神経線維腫症 6 74 慢性特発性偽性腸閉塞症 1
20 天疱瘡 4 75 ルビンシュタイン・テイビ症候群 2
21 スティーヴンス・ジョンソン症候群 9 76 チャージ症候群 5
22 高安動脈炎 8 77 全身型若年性特発性関節炎 2
23 巨細胞性動脈炎 8 78 先天性ミオパチー 2
24 結節性多発動脈炎 2 79 筋ジストロフィー 1
25 顕微鏡的多発血管炎 21 80 遺伝性周期性四肢麻痺 3
26 多発血管炎性肉芽腫症 13 81 脊髄空洞症 4
27 好酸球性多発血管炎性肉芽腫症 7 82 脊髄髄膜瘤 1
28 悪性関節リウマチ 8 83 遺伝性ジストニア 1
29 バージャー病 10 84 脳表ヘモジデリン沈着症 1
30 原発性抗リン脂質抗体症候群 1 85 前頭側頭葉変性症 1
31 全身性エリテマトーデス 184 86 痙攣重積型（二相性）急性脳症 2
32 皮膚筋炎／多発性筋炎 65 87 ウエスト症候群 8
33 全身性強皮症 27 88 片側痙攣・片麻痺・てんかん症候群 49
34 混合性結合組織病 12 89 結節性硬化症 23
35 シェーグレン症候群 167 90 類天疱瘡（後天性表皮水疱症を含む。） 11
36 成人スチル病 7 91 特発性後天性全身性無汗症 1
37 再発性多発軟骨炎 2 92 眼皮膚白皮症 1
38 ベーチェット病 84 93 マルファン症候群 17
39 特発性拡張型心筋症 23 94 エーラス・ダンロス症候群 14
40 肥大型心筋症 58 95 ウィルソン病 23
41 再生不良性貧血 15 96 コフィン・シリス症候群 2
42 自己免疫性溶血性貧血 16 97 歌舞伎症候群 1
43 発作性夜間ヘモグロビン尿症 4 98 プラダー・ウィリ症候群 6
44 特発性血小板減少性紫斑病 39 99 ヌーナン症候群 1
45 血栓性血小板減少性紫斑病 2 100 総動脈幹遺残症 1
46 原発性免疫不全症候群 6 101 三尖弁閉鎖症 1
47 IgＡ 腎症 24 102 ファロー四徴症 1
48 多発性嚢胞腎 23 103 エプスタイン病 2
49 黄色靱帯骨化症 2 104 急速進行性糸球体腎炎 32
50 後縦靱帯骨化症 6 105 抗糸球体基底膜腎炎 4
51 広範脊柱管狭窄症 2 106 一次性ネフローゼ症候群 3
52 特発性大腿骨頭壊死症 18 107 紫斑病性腎炎 7
53 下垂体性ADH分泌異常症 11 108 間質性膀胱炎（ハンナ型） 5
54 下垂体性PRL分泌亢進症 4 109 閉塞性細気管支炎 7
55 クッシング病 3 110 副甲状腺機能低下症 21

4 指定難病についての診療

高度の医療の提供の実績
（様式第2）



4 指定難病についての診療

高度の医療の提供の実績
（様式第2）

疾 患 名 患者数 疾 患 名 患者数
111 ビタミンＤ抵抗性くる病/骨軟化症 10 166
112 脂肪萎縮症 2 167
113 家族性地中海熱 28 168

114
化膿性無菌性関節炎・壊疽性膿皮症・アク

ネ症候群
11 169

115 強直性脊椎炎 8 170
116 骨形成不全症 2 171
117 後天性赤芽球癆 1 172
118 ダイアモンド・ブラックファン貧血 1 173
119 エプスタイン症候群 1 174
120 自己免疫性出血病XIII 2 175
121 先天性横隔膜ヘルニア 1 176
122 胆道閉鎖症 1 177
123 ＩｇＧ４関連疾患 84 178
124 黄斑ジストロフィー 7 179
125 若年発症型両側性感音難聴 2 180
126 遅発性内リンパ水腫 3 181
127 好酸球性副鼻腔炎 36 182
128 進行性ミオクローヌスてんかん 1 183

129
先天性グリコシルホスファチジルイノシトー

ル（GPI）欠損症
1 184

130 先天性気管狭窄症 1 185
131 186
132 187
133 188
134 189
135 190
136 191
137 192
138 193
139 194
140 195
141 196
142 197
143 198
144 199
145 200
146 201
147 202
148 203
149 204
150 205
151 206
152 207
153 208
154 209
155 210
156 211
157 212
158 213
159 214
160 215
161 216
162 217
163 218
164 219
165 220

（注） 「患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。



5 届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（基本診療科）

高度の医療の提供の実績

施 設 基 準 の 種 類 施 設 基 準 の 種 類

・地域歯科診療支援病院歯科初診料

・歯科外来診療環境体制加算

・歯科診療特別対応連携加算

・特定機能病院入院基本料（一般: 7対1、精神：13対1）

・救急医療管理加算

・超急性期脳卒中加算

・診療録管理体制加算１

・医師事務作業補助体制加算1 40対1

・急性期看護補助体制加算 25対１（看護補助者5割以上）

・看護職員夜間配置加算 12対1イ

・看護補助加算 13対1

・療養環境加算

・精神科急性期医師配置加算2イ

・排尿自立支援加算

・地域医療体制確保加算

・医療安全対策加算

・感染防止対策加算1 ・
感染防止対策地域連携加算・ 抗菌薬適正使用支援加算

・患者サポート体制充実加算

・重症者等療養環境特別加算

・無菌治療室管理加算1

・緩和ケア診療加算

・精神科身体合併症管理加算

・病棟薬剤業務実施加算1

・病棟薬剤業務実施加算2

・データ提出加算2 イ

・入退院支援加算２・３
入院支援加算・注8 総合機能評価加算

・認知症ケア加算 １

・せん妄ハイリスク患者ケア加算

・救命救急入院料4

・特定集中治療室管理料１ 小児加算
注4早期離床・リハビリテーション加算

・新生児特定集中治療室管理料1

・小児入院医療管理料1

・摂食障害入院医療管理加算

・精神疾患診療体制加算

・ハイリスク妊娠管理加算

・ハイリスク分娩管理加算

・総合周産期特定集中治療室管理料

・入院時食事療養（1）・入院時生活療養（1）・精神科リエゾンチーム加算

・栄養サポートチーム加算

・後発医薬品使用体制加算1

・呼吸ケアチーム加算

・褥瘡ハイリスク患者ケア加算

（様式第2）



6 届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療科）

高度の医療の提供の実績

・外来迅速検体検査加算 ・BRCA 1／2遺伝子検査

・輸血適正使用加算

・輸血管理料（Ⅰ）

・ウイルス疾患指導料

・国際標準検査管理加算

施 設 基 準 の 種 類 施 設 基 準 の 種 類

・検体検査管理加算（Ⅰ）
・持続血糖測定器加算（間歇注入シリンジポンプと連動しない持続血糖測

定器を用いる場合）及び皮下連続式グルコース測定

・検体検査管理加算（Ⅳ） ・遺伝学的検査

・がん患者指導管理料イ

・がん患者指導管理料ハ

・がん患者指導管理料ロ

・遠隔モニタリング加算（ペースメーカー指導管理料）

・がん性疼痛緩和指導管理料

・糖尿病合併症管理料

・がん患者指導管理料ニ

・移植後患者指導管理料（造血幹細胞移植後）

・外来緩和ケア管理料

・糖尿病透析予防指導管理料

・婦人科特定疾患治療管理料

・乳腺炎重症化予防・ケア指導料

・院内トリアージ実施料

・ニコチン依存症管理料

・外来放射線照射診療料

・肝炎インターフェロン治療計画料 ・精密触覚機能検査

・歯科疾患管理料の注11に掲げる総合医療管理加算及び歯科治療時医
療管理料

・コンタクトレンズ検査料１

・がん治療連携計画策定料 ・小児食物アレルギー負荷検査

・外来排尿自立指導料 ・内服･点滴誘発試験

・薬剤管理指導料 ・腫瘍脊椎骨全摘術

・ＨＰＶ核酸検出及びＨＰＶ核酸検出（簡易ジェノタイプ判定）

・ウイルス・細菌核酸多項目同時検出

・先天性代謝異常症検査

・がんゲノムプロファイリング検査

・検体検査管理加算（Ⅳ）

・国際標準検査管理加算

・検体検査管理加算（Ⅰ）

・遺伝カウンセリング加算

・ヘッドアップティルト試験

・静脈圧迫処置（慢性静脈不全に対するもの）

・時間内歩行試験及びシャトルウォーキングテスト

・光トポグラフィー

・遺伝性腫瘍カウンセリング加算

・神経学的検査

・長期継続頭蓋内脳波検査

・黄斑局所網膜電図及び全視野精密網膜電図

・ロービジョン検査判断料

・補聴器適合検査

・心臓カテーテル法による諸検査の血管内視鏡検査加算

（様式第2）



・医療機器安全管理料1 ・原発性悪性脳腫瘍光線力学療法加算

・医療機器安全管理料2 ・脊髄刺激装置植込術及び脊椎刺激装置交換術

・医療機器安全管理料（歯科） ・角膜移植術（内皮移植加算）

・在宅腫瘍治療電場療法指導管理料 ・羊膜移植術

・持続血糖測定器加算（間歇注入シリンジポンプと連動する持続血糖測定
器を用いる場合）及び皮下連続式グルコース測定

・緑内障手術（緑内障治療用インプラント挿入術（プレートのあるもの））

・画像診断管理加算１ ・緑内障手術(水晶体再建術併用眼内ドレーン挿入術)

・ポジトロン断層・コンピュータ断層複合撮影 ・網膜付着組織を含む硝子体切除術（眼内内視鏡を用いるもの）

・ＣＴ撮影及びＭＲＩ撮影 ・網膜再建術

・冠動脈ＣＴ撮影加算
・人工中耳植込術、人工内耳植込術、植込型骨導補聴器移植術及び植込

型骨導補聴器交換術

・心臓ＭＲＩ撮影加算 ・内視鏡下鼻・副鼻腔手術V型（拡大副鼻腔手術）

・抗悪性腫瘍剤処方管理加算 ・鏡視下咽頭悪性手術（軟口蓋悪性手術を含む）

・外来化学療法加算1 ・鏡視下咽頭悪性手術

・無菌製剤処理料 ・喉頭形成手術（甲状軟骨固定用器具を用いたもの）

・心大血管疾患リハビリテーション料（Ⅰ） 初期加算

・脳血管疾患等リハビリテーション料（Ⅰ） 初期加算

・運動器リハビリテーション料（Ⅰ） 初期加算

・呼吸器リハビリテーション料（Ⅰ） 初期加算

・上顎骨形成術（骨移動を伴う場合に限る。）(歯科診療以外の診療に係る
ものに限る。)、下顎骨形成術（骨移動を伴う場合に限る。）(歯科診療以外の
診療に係るものに限る。)

・上顎骨形成術（骨移動を伴う場合に限る。）(歯科診療に係るものに限
る。)、下顎骨形成術（骨移動を伴う場合に限る。）(歯科診療に係るものに限
る。)

・がん患者リハビリテーション料
・乳がんセンチネルリンパ節加算1及び乳がんセンチネルリンパ節生検（併

用）

・集団コミュニケーション療法料
・乳腺悪性腫瘍手術（乳輪温存乳房切除術（腋窩郭清を伴わないもの）及

び乳輪温存乳房切除術（腋窩郭清を伴うもの））

・歯科口腔リハビリテーション料２

・抗精神病特定薬剤治療指導管理料（治療抵抗性統合失調症治療指導管
理料に限る。）

・ゲル充填人工乳房を用いた乳房再建術（乳房切除後）

・胸腔鏡下縦隔悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合）

・エタノールの局所注入（甲状腺）

・エタノールの局所注入（副甲状腺）

・人工腎臓（慢性維持透析を行った場合1） ・内視鏡下筋層切除術

・透析水質確保加算及び慢性医事透析濾過加算

・胸腔鏡下良性縦隔腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合）

・胸腔鏡下食道悪性腫瘍手術(内視鏡手術用支援機器を用いる場合)

・CAD／CAM冠

・有床義歯修理及び有床義歯内面適合法の歯科技工加算

・皮膚悪性腫瘍切除術(センチネルリンパ節加算を算定する場合に限る。) ・経皮的冠動脈形成術（特殊カテーテルによるもの）

・食道縫合術(穿孔、損傷)(内視鏡によるもの)、内視鏡下胃・十二指腸穿孔
瘻孔閉鎖術、胃瘻閉鎖術(内視鏡によるもの)、小腸瘻閉鎖術(内視鏡による
もの)、結腸瘻閉鎖術(内視鏡によるもの)、腎(腎孟)腸瘻閉鎖術(内視鏡による
もの)、尿管腸瘻閉鎖術(内視鏡によるもの)、膀胱腸瘻閉鎖術(内視鏡による
もの)及び膣腸瘻閉鎖術(内視鏡によるもの)

・皮膚移植術(死体) ・腹腔鏡下仙骨膣固定術

・組織拡張器による再建手術（一連につき）（乳房（再建手術）の場合に限
る。）

・腹腔鏡下仙骨膣固定術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合）

・処理骨再建加算 ・腹腔鏡下膣式子宮全摘術(内視鏡手術用支援機器を用いる場合)



・強度変調放射線治療（ＩＭＲＴ）

・画像誘導放射線治療加算（ＩＧＲＴ）

・体外照射呼吸性移動対策加算

・外来放射線治療加算

・高エネルギー放射線治療

・1回線量増加加算

・麻酔管理料（Ⅰ）

・麻酔管理料（Ⅱ）

・放射線治療専任加算

・レーザー機器加算

・口腔粘膜血管腫凝固術

・広範囲顎骨支持型装置埋入手術

・骨移植術（軟骨移植術を含む。）（自家培養軟骨移植術に限る。）

・椎間板内酵素注入療法
・腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術(子宮体がんに対して内視鏡下手術用支援

機器を用いる場合)

・腹腔鏡下弁形成術及び腹腔鏡下弁置換術
・胃瘻造設術（経皮的内視鏡下胃瘻造設術、腹腔鏡下胃瘻造設術を含

む。）

・腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮体がんに限る。）

・腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮頸がんに限る。）・後縦靭帯骨化症手術(前方進入によるもの)

・経カテーテル大動脈弁置換術 ・輸血管理料（Ⅰ）

・経皮的中隔心筋焼灼術 ・輸血適正使用加算

・ペースメーカー移植術及びペースメーカー交換術 ・自己生体組織接着剤作成術

・両心室ペースメーカー移植術（経静脈電極の場合）及び両心室ペース
メーカー交換術（経静脈電極の場合）

・人工肛門・人工膀胱造設術前処置加算

・植込型除細動器移植術及び植込型除細動器交換術及び経静脈電極抜
去術

・胃瘻造設時嚥下機能評価加算

・両室ペーシング機能付き植込型除細動器移植術及び 両室ペーシング機
能付き植込型除細動器交換術

・歯周組織再生誘導手術

・経皮的下肢動脈形成術

・腹腔鏡下十二指腸局所切除術（内視鏡処置を併施するもの）

・バルーン閉塞下逆行性経静脈的塞栓術

・大動脈バルーンパンピング法（ＩＡＢＰ法）

・経皮的循環補助法（ポンプカテーテルを用いたもの）

・補助人工心臓

・腹腔鏡下膵腫瘍摘出術及び腹腔鏡下膵体尾部腫瘍切除術

・腹腔鏡下膵体尾部腫瘍切除術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合）

・腹腔鏡下膵頭部腫瘍切除術

・胆管悪性腫瘍手術（膵頭十二指腸切除及び肝切除（葉以上）を伴うもの
に限る。）

・腹腔鏡下肝切除術

・体外衝撃波膵石破砕術

・悪性腫瘍病理組織標本加算

・口腔病理診断管理加算2

・体外衝撃波腎・尿管結石破砕術

・腹腔鏡下腎悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用いるもの）

・腹腔鏡下膀胱悪性腫瘍術 （内視鏡手術用支援機器を用いるもの）

・腹腔鏡下膵頭部腫瘍切除術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合）

・早期悪性腫瘍大腸粘膜下層剥離術

・腹腔鏡下直腸切除・切断術(内視鏡手術用支援機器を用いる場合)

・クラウン・ブリッジ維持管理料

・歯科矯正診断料

・膀胱水圧拡張術

・コーデイネート体制充実加算

・脳刺激装置植込術及び脳刺激交換術

・腹腔鏡下前立腺悪性腫瘍術 （内視鏡手術用支援機器を用いるもの）

・画像誘導密封小線源治療加算

・腎代替療法指導管理料

・定位放射線治療

・定位放射線治療呼吸性移動対策加算



・保険医療機関間の連携による病理診断

・病理診断管理加算2

・乳がんセンチネルリンパ節加算2及びセンチネルリンパ節生検（単独）

・導入期加算2及び腎代替療法実積加算



7 診療報酬の算定方法に先進医療から採り入れられた医療技術

8 病理・臨床検査部門の概要

①．臨床検査部門と病理診断部門は別々である。

２．臨床検査部門と病理診断部門は同一部門にまとめられている。

・

・

・

・

・

・

・

・

・

高度の医療の提供の実績

施 設 基 準 等 の 種 類 施 設 基 準 等 の 種 類

・該当なし ・

・

・

・

・ ・

・

・

・

・

・

・

・

・ ・

(注) 1 特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入しなくともよいこと。
(注) 2 「施設基準等の種類」欄には、特定機能病院の名称の承認申請又は業務報告を行う３年前の４月以降に、診療報酬の算定
方法(平成二○年厚生労働省告示第五九号)に先進医療（当該病院において提供していたものに限る。）から採り入れられた医療技
術について記入すること。

臨床検査及び病理診断を実施する部門の状況

・

・

・

(注） 「症例検討会の開催頻度」及び「剖検の状況」欄には、前年度の実績を記入すること。

臨床部門が病理診断部門或いは臨床検査部門と開催
した症例検討会の開催頻度

エキスパートパネル：週4回、皮膚科カンファレンス：週1回
乳腺科カンファレンス：週1回、リンパ腫カンファレンス：年3回
腎生検カンファレンス：年4回、CPC：年11回

剖 検 の 状 況

・

・

剖検症例数 25 例 ／ 剖検率 3 %

（様式第2）



1 研究費補助等の実績

金 額

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

研 究 課 題 名 研 究 者 氏 名 所 属 部 門 補助元又は委託元

メタゲノム解析からみた長期プロトンポンプ阻
害薬使用が消化管細菌叢に及ぼす影響

永田 尚義 消化器内視鏡学 390,000
独立行政法人

日本学術振興会

セラミック製人工股関節ライナーの体内破損
機序解明と安全性向上に向けた提言

宍戸 孝明 整形外科学 1,170,000
独立行政法人

日本学術振興会

ERストレスを介した新規骨髄線維症腫瘍ク
ローン廃絶法の開発

後藤 明彦 血液内科学 1,430,000
独立行政法人

日本学術振興会

高齢者の認知症・脳血管障害での「分子制御
された細胞死・オ－トファジ－」包括研究

馬原 孝彦 高齢総合医学 520,000
独立行政法人

日本学術振興会

糖尿病性認知症の治療法探索研究 金高 秀和 高齢総合医学 910,000
独立行政法人

日本学術振興会

筋萎縮性側索硬化症の分子病態研究 相澤 仁志 神経学 1,170,000
独立行政法人

日本学術振興会

栄養維持に関連した腸内細菌叢形成におけ
るピロリ菌感染の意義の検討

杉本 光繁 消化器内視鏡学 1,430,000
独立行政法人

日本学術振興会

自己拡張性と易抜去性が両立されたハイドロ
ゲルステントの創出とその有用性の実証

土屋 貴愛 消化器内科学 1,430,000
独立行政法人

日本学術振興会

肺癌遠隔転移における播種性腫瘍細胞由来
エクソソームの役割と休眠化維持機構の解明

嶋田 善久 呼吸器・甲状腺外科学 1,040,000
独立行政法人

日本学術振興会

リンカーリン酸化SMAD2による非小細胞肺癌
EGFR-TKI抵抗性誘導機序

牧野 洋二郎 呼吸器・甲状腺外科学 1,300,000
独立行政法人

日本学術振興会

冷凍保存ブタ臓器による外傷手術手技研修
の開発応用

本間 宙 救急・災害医学 1,430,000
独立行政法人

日本学術振興会

前立腺癌におけるFUSE binding protein制御
による治療戦略の確立

橋本 剛 泌尿器科学 1,950,000
独立行政法人

日本学術振興会

子宮体癌の新規バイオマーカーとしての血清
中miRNAの探索と解析

西 洋孝 産科婦人科学 1,300,000
独立行政法人

日本学術振興会

糖尿病患者の認知機能低下を予測する新規
バイオマーカーの探索とメカニズムの解明

鈴木 亮
糖尿病・代謝・内分泌内

科学
1,690,000

独立行政法人
日本学術振興会

モデルマウスを用いた孤発性筋萎縮性側索
硬化症の上位運動ニューロン障害の原因解
明

日出山 拓人 神経学 1,040,000
独立行政法人

日本学術振興会

近赤外線レーザーを用いた心筋炎の非侵襲
的治療法の探求

小菅 寿徳 循環器内科学 1,430,000
独立行政法人

日本学術振興会

肺癌術後再発の克服を目指した網羅的遺伝
子発現解析と再発予測アルゴリズムの確立

工藤 勇人 呼吸器・甲状腺外科学 1,950,000
独立行政法人

日本学術振興会

ヒト椎間板性疼痛病態形成における慢性微小
炎症制御を目指した研究

遠藤 健司 整形外科学 1,430,000
独立行政法人

日本学術振興会

初期胚培養環境が哺乳類受精卵・子孫に及
ぼす遺伝子変化に関する研究

久慈 直昭 産婦人科学 2,210,000
独立行政法人

日本学術振興会

トランスオミックス解析によるぶどう膜炎の新規
バイオマーカーの確立と治療法の開発

臼井 嘉彦 眼科学 1,690,000
独立行政法人

日本学術振興会

（様式第3）



金 額

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委
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委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

独立行政法人
日本学術振興会

研 究 課 題 名 研 究 者 氏 名 所 属 部 門 補助元又は委託元

独立行政法人
日本学術振興会

眼部悪性腫瘍におけるメタボローム解析～新
たなバイオマーカーの創出

後藤 浩 眼科学 1,690,000
独立行政法人

日本学術振興会

コラーゲン添加とマクロファージ誘導による新
しい脂肪移植の方法の確立

松村 一 形成外科学 1,430,000

独立行政法人
日本学術振興会

ヒト歯髄幹細胞の骨芽細胞分化におけるヘッ
ジホッグ関連遺伝子制御システムの解明

近津 大地 口腔外科学 1,170,000
独立行政法人

日本学術振興会

新規がん治療法開発に向けた口腔がん幹細
胞における上皮間葉転換抑制因子の機能解
明

渡辺 正人 口腔外科学 1,560,000

独立行政法人
日本学術振興会

低酸素下にある慢性骨髄性白血病幹細胞に
対する新規治療法の構築

岡部 聖一 血液内科学 1,690,000
独立行政法人

日本学術振興会

認知症治療における睡眠障害治療からのア
プローチーオレキシン作動系の重要性ー

清水 聰一郎 高齢総合医学 3,640,000

独立行政法人
日本学術振興会

睡眠の問題の改善によるアブセンティズム・プ
レゼンティズムの改善

志村 哲祥 精神医学 1,040,000
独立行政法人

日本学術振興会

ヒト微生物叢と代謝物質の相互作用に着眼し
たアスピリン性腸粘膜傷害のメカニズム解明

河合 隆 消化器内視鏡学 2,600,000

独立行政法人
日本学術振興会

完全自家血管新生療法における間葉系細胞
培養に係るシグナル伝達に関する検討

福田 尚司 心臓血管外科学 1,690,000
独立行政法人

日本学術振興会

NCDデータを利用した急性大動脈解離外科
治療の全国規模実態調査研究

荻野 均 心臓血管外科学 2,470,000

独立行政法人
日本学術振興会

敗血症性脳症誘発機序とシクロフィリンD情報
伝達系の連関及びMPT孔構造解析の試み

内野 博之 麻酔科 2,080,000
独立行政法人

日本学術振興会

屈筋腱・腱鞘障害に対する機能再建法の開
発：生体工学的観点から

西田 淳 整形外科学 910,000

独立行政法人
日本学術振興会

若年がん男児の妊孕性温存に向けた精巣凍
結保存・自家移植による生殖回復モデルの開
発

本橋 秀之 疾患モデル研究センター 1,560,000
独立行政法人

日本学術振興会

黄熱ワクチン接種の効果に関する研究 福島 慎二 渡航者医療センター 1,560,000

独立行政法人
日本学術振興会

口腔機能低下症およびロコモティブシンドロー
ムと動脈硬化の関連

松本 知沙
トータルヘルスケアセン

ター
910,000

独立行政法人
日本学術振興会

入院が高齢者の栄養・認知・体力に及ぼす影
響

佐藤 友彦 高齢総合医学 1,170,000

独立行政法人
日本学術振興会

複合セラミック製人工股関節の耐用性検証と
その予測精度向上を目指した新たな提言

高橋 康仁
骨・関節バイオマテリア

ル研究寄附講座
2,210,000

独立行政法人
日本学術振興会

骨肉腫の脂肪分化転換を制御する遺伝子転
写リプログラミングの分子機構解明

山田 哲司 消化器・小児外科学 12,350,000

独立行政法人
日本学術振興会

幼児期から学齢期における人工内耳装用児
の言語能力と対人関係能力の縦断研究

白井 杏湖
耳鼻咽喉科・頭頸部外

科学
1,040,000

独立行政法人
日本学術振興会

新しいヒト胎盤モデルを用いた妊娠高血圧症
候群の分子生物学的な解明

小島 淳哉 産科婦人科学 1,300,000

腫瘍微小環境のCO2による抗癌剤耐性とその
制御方法

菊池 亮太 呼吸器内科学 1,950,000
独立行政法人

日本学術振興会

骨髄細胞の経時的遺伝子解析による悪性リン
パ腫治療後の治療関連骨髄性腫瘍の発症予
測

片桐 誠一朗 血液内科学 1,300,000
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独立行政法人
日本学術振興会

910,000
独立行政法人

日本学術振興会

研 究 課 題 名 研 究 者 氏 名 所 属 部 門 補助元又は委託元

出血傾向と血栓傾向の判別が困難なAPTT延
長症例における鑑別法の確立と応用

近澤 悠志 臨床検査医学 910,000

2,210,000
独立行政法人

日本学術振興会

血液透析患者における低栄養状態と神経栄
養因子の関連

長井 美穂 腎臓内科学 780,000
独立行政法人

日本学術振興会

敗血症関連脳障害におけるシクロフィリン
D/Surtuin3情報伝達系の連関解析

石田 裕介 麻酔科

2,080,000
独立行政法人

日本学術振興会

唾液メタボローム解析を用いた放射線感受性
予測法の確立

白石 沙眞 放射線医学 1,690,000
独立行政法人

日本学術振興会

眼内悪性腫瘍における免疫治療抵抗性メカ
ニズム解析と新たな治療法の開発応用

坪田 欣也 眼科学

1,040,000
独立行政法人

日本学術振興会

後部硝子体剥離と眼内炎の重症度の相関に
ついて

馬場 良 眼科学 2,210,000
独立行政法人

日本学術振興会

細菌性角膜炎における角膜リンパ管新生誘導
による新規治療法の開発

成松 明知 眼科学

390,000
独立行政法人

日本学術振興会

インプラント治療におけるヒト歯髄幹細胞由来
骨芽細胞シートによる新規骨造成法の開発

村田 拓也 口腔外科学 1,950,000
独立行政法人

日本学術振興会

ヒト歯髄幹細胞由来の力学的強度を有する三
次元軟骨再生法の開発にむけた前臨床試験

菅野 勇樹 口腔外科学

1,560,000
独立行政法人

日本学術振興会

口腔粘膜の炎症性疾患に対する半夏瀉心湯
含嗽液と粘膜保護剤による併用療法の開発

安田 卓史 口腔外科学 910,000
独立行政法人

日本学術振興会

楽器奏者に生じる筋骨格系障害の実態調査 永井 太朗 整形外科学

2,210,000
独立行政法人

日本学術振興会

血中エクソソーム解析による乳癌骨転移バイ
オマーカーの開発

宮原 か奈 乳腺科学 2,210,000
独立行政法人

日本学術振興会

ミオシン重鎖11の動脈硬化の早期診断マー
カーとしての有用性の検証

高橋 梨紗 循環器内科学

780,000
独立行政法人

日本学術振興会

脳組織酸素代謝を指標とした新しい早産児管
理法の確立

奈良 昇乃助 小児科・思春期科学 1,300,000
独立行政法人

日本学術振興会

敗血症関連脳症の機序解明およびグルタチ
オンによる抗酸化作用関与の解析

小林 賢礼 麻酔科学

650,000
独立行政法人

日本学術振興会

脳内炎症伝播の司令塔ペリサイトから「熱性け
いれんのてんかん原性」に挑む

森地 振一郎 小児科・思春期科学 1,040,000
独立行政法人

日本学術振興会

人工知能による骨粗鬆症性椎体骨折の画像
診断

村田 寿馬 整形外科学

1,430,000
独立行政法人

日本学術振興会

日本における精神医療改革の実装科学研究
を用いた政策評価

本屋敷 美奈 精神医学 1,300,000
独立行政法人

日本学術振興会

海外の高所観光地に滞在する旅行者の高山
病対策に関する研究

栗田 直 渡航者医療センター

ODMにおける学習障害の分子生物学的機序
の解明と新規バイオマーカーの探索

佐々木 徹 産婦人科学 1,430,000
独立行政法人

日本学術振興会

活性イオウ分子種の破骨細胞分化における
作用機序の解明

杉崎 リサ 口腔外科学

エイズ対策研究事業の企画と評価に関する研
究

福武 勝幸 臨床検査医学 3,250,000 厚生労働省
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皮膚科学 3,250,000
国立研究開発法
人日本医療研究

開発機構

研 究 課 題 名 研 究 者 氏 名

神経学 29,160,348
国立研究開発法
人日本医療研究

開発機構

インフルエンザ監視・応答システム(GISRS)と
連携した国内RSウイルスサーベイランスシステ
ムの構築と重症化メカニズムの病態解明

河島 尚志 小児科・思春期科学 16,950,000
国立研究開発法
人日本医療研究

開発機構

梅毒の迅速診断法に資する研究開発 齋藤 万寿吉

精神医学 3,960,000
国立研究開発法
人日本医療研究

開発機構

昆虫媒介性ウイルス感染症の世界的流行状
況に基づく我が国の総合的対策に資する開
発研究

濱田 篤郎 渡航者医療センター 1,950,000
国立研究開発法
人日本医療研究

開発機構

孤発性筋萎縮性側索硬化症を対象とした
E2007（perampanel）の多施設共同、二重盲
検、無作為化、プラセボ対照、並行群間比較
試験

相澤 仁志

小児科・思春期科 29,900,000
国立研究開発法
人日本医療研究

開発機構

Stage II大腸癌に対する術後補助化学療法の
有用性に関する研究

勝又 健次 消化器・小児外科学 390,000
国立研究開発法
人日本医療研究

開発機構

発達障害者の緊急時支援のチーム支援活動
に関するマニュアル開発のための研究

桝屋 二郎

消化器内視鏡学 2,000,000
公益財団法人喫
煙科学研究財団

国内未承認エイズ治療薬等を用いたＨＩＶ感
染症治療薬及びＨＩＶ感染症至適治療法の開
発に係る応用研究

福武 勝幸 臨床検査医学 100,000,000
国立研究開発法
人日本医療研究

開発機構

RNA抽出不要なSARS-CoV-2の簡易迅速遺
伝子検出法の開発

河島 尚志

国、地方公共団体又は公益法人から補助金の交付又は委託を受け、当該医療機関に所属する医師等が申 請
の前年度に行った研究のうち、高度の医療技術の開発及び評価に資するものと判断される主なものを記入するこ
と。

「研究者氏名」欄は、1つの研究について研究者が複数いる場合には、主たる研究者の氏名を記入すること。

「補助元又は委託元」欄は、補助の場合は「補」に、委託の場合は「委」に、○印をつけた上で、補助元又は委託
元を記入すること。

West症候群の後遺症克服に向けて―脳内炎
症伝播の司令塔ペリサイトとアポトーシスの検
討―

山中 岳 小児科・思春期科学 1,600,000
公益財団法人て
んかん治療研究

振興財団

喫煙と消化管マイクロバイオームの相互作用
から紐解く動脈硬化性疾患発症メカニズム

永田 尚義



2 論文発表等の実績

(1)高度の医療技術の開発及び評価を行うことの評価対象となる論文

番
号

論文種別

1 Original Article

2 Case report

3 Review

4 Letter

5 Others

6

～

70

～ 計 件

(注) 1

2

3

4

5

6

(2)高度の医療技術の開発及び評価を行うことの評価対象とならない論文（任意）

番
号

論文種別

1 Original Article

2 Case report

3

～ 計 件

(注) 1

2 記載方法は、前項の「高度の医療技術の開発及び評価を行うことの評価対象となる論文」の記載方法に
準じること。

当該医療機関に所属する医師等が前年度に発表したもののうち、高度の医療技術の開発および評価に資
するものと判断される主なものを記入すること。

当該特定機能病院に所属する医師等が前年度に発表した英語論文のうち、高度の医療技術の開発およ
び評価に資するものと判断されるものを七十件以上記入すること。七十件以上発表を行っている場合には、
七十件のみを記載するのではなく、合理的な範囲で可能な限り記載すること。

「雑誌名・出版年月等」欄には、「雑誌名. 出版年月（原則雑誌掲載月とし、Epub ahead of printやin press
の掲載月は認めない）; 巻数: 該当ページ」の形式で記載すること
（出版がオンラインのみの場合は雑誌名、出版年月（オンライン掲載月）の後に（オンライン）と明記するこ
と）。

記載例： Lancet. 2015 Dec; 386: 2367-9 / Lancet. 2015 Dec (オンライン）

雑誌名・
出版年月等

「筆頭著者の所属」については、和文で、筆頭著者の特定機能病院における所属を記載すること。

題名

「論文種別」欄には、Original Article、Case report, Review, Letter, Othersから一つ選択すること。

発表者氏名
筆頭著者の

特定機能病院における所属

雑誌名・
出版年月等

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

発表者氏名
筆頭著者の

特定機能病院における所属
題名

【資料１】

報告の対象とするのは、筆頭著者の所属先が当該特定機能病院である論文であり、査読のある学術雑誌
に掲載されたものに限るものであること。ただし、実態上、当該特定機能病院を附属している大学の講座等
と当該特定機能病院の診療科が同一の組織として活動を行っている場合においては、筆頭著者の所属先
が大学の当該講座等であっても、論文の数の算定対象に含めるものであること（筆頭著者が当該特定機能
病院に所属している場合に限る。）

「発表者氏名」に関しては、英文で、筆頭著者を先頭に論文に記載された順に3名までを記載し、それ以上
は、他、またはet al.とする。

（様式第3）



（1）高度の医療技術の開発及び評価を行うことの評価対象となる論文 【資料1】

番号
発表者
氏名

筆頭著者の
特定機能病院における

所属
題名 雑誌名・出版年月等

論文
種別

1 Watanabe Y 感染制御部
Case of sexually transmitted recurrent
pharyngotonsillitis caused by group A
streptococcus. 

Sex Transm Infect.
2021
Mar;97(2):118.

Case
Report

2 Nakamura I 感染制御部
Universal PCR screening for coronavirus disease
2019 in asymptomatic patients on admission

Microbiol Infect.
2021
Apr;27(4):658-659.
 

Others

3 Machida M 感染制御部
Hypertrophic pachymeningitis caused by
Schizophyllum sp.: a novel case report.

Infection. 2021
Aug;49(4):775-779.

Case
Report

4 Shimizu G, 感染制御部

Disseminated Bacillus Calmette-Guérin (BCG)
infection and acute exacerbation of
interstitial pneumonitis: an autopsy case
report and literature review.

BMC Infect Dis.
2020 Sep
29;20(1):708.

Case
Report

5 Kikuchi H 感染制御部
Changes in Psychological Distress During the
COVID-19 Pandemic in Japan: A Longitudinal
Study.

J Epidemiol. 2020
Nov 5;30(11):522-
528.

Original
Article

6 Nakamura I 感染制御部
Imipenem plus Fosfomycin as Salvage Therapy for
Vertebral Osteomyelitis.

Antimicrob Agents
Chemother. 2020
Dec
16;65(1):e01746-
20.

Case
Report

7 Machida M 感染制御部
The actual implementation status of self-
isolation among Japanese workers during the
COVID-19 outbreak.

Trop Med Health.
2020 Aug 3;48:63.

Original
Article

8 Nakamura I 感染制御部
Painful proctitis with mixed infection due to
herpes simplex virus types 1 and 2 and
Chlamydia trachomatis.

Int J Infect Dis.
2020 Sep;98:406-
407.

Others

9 Nakamura I 感染制御部
The Legionella contamination of tap water in a
brand-new hospital in Japan before patients
move in.

Infect Control
Hosp Epidemiol.
2020
Aug;41(8):998-999.

Others

10 Machida M 感染制御部

Changes in implementation of personal
protective measures by ordinary Japanese
citizens: A longitudinal study from the early
phase to the community transmission phase of
the COVID-19 outbreak.

Int J Infect Dis.
2020 Jul;96:371-
375. 

Original
Article

11 Machida M 感染制御部
Adoption of personal protective measures by
ordinary citizens during the COVID-19 outbreak
in Japan.

Int J Infect Dis.
2020 May;94:139-
144.

Original
Article

12 Nakamura I 感染制御部
Persistent Legionella contamination of water
faucets in a tertiary hospital in Japan.

Int J Infect Dis.
2020 Apr;93:300-
304.

Original
Article

小計12

1/30



（1）高度の医療技術の開発及び評価を行うことの評価対象となる論文 【資料1】

番号
発表者
氏名

筆頭著者の
特定機能病院における

所属
題名 雑誌名・出版年月等

論文
種別

13 Kanno Y. 腎臓内科学分野
Blood pressure management in patients receiving
renal replacement therapy

Hypertens Res
44(1): 7-12, 2021

Review

14 Tezuka A. 循環器内科学分野
Efficacy of combined estrogen-progestin hormone
contraception therapy for refractry coronary
spastic angina in very young women

JC Cases 21(5):
200-203, 2020

Case
Report

15 Morinaga K. 循環器内科学分野

Warning regarding thrombosis-in-transit across
the patent foramen ovale associated with
pulmonary embolism: ultrasonographic imaging
analysis

Acute Med & Surg
7(1):
e505, 2020

Others

16 Nakano H. 循環器内科学分野
Prognostic value of base excess as indicator of
acid-base balance in acute heart failure

Eur Heart J Acute
Cardiovasc Care
9(5): 399-405,
2020

Original
Article

17 Nakano H. 循環器内科学分野
Refractory In-Stent Restenosis Attributable to
Eruptive Calcified Nodule

J Am Coll Cardiol
Case Rep 2(12):
1872–1878, 2020

Case
Report

18 Tomiyama H. 循環器内科学分野
Arterial stiffness and pressure wave reflection
in the development of isolated diastolic
hypertension

Hypertens 38(10):
2000-2007, 2020

Original
Article

19 Tomiyama H. 循環器内科学分野
Does arterial stiffness reflect cardiovascular
risk in the very elderly?

J Clin Hypertens
22(7): 1216-1217,
2020

Review

20 Tomiyama H. 循環器内科学分野
Usefulness of the SAGE score to predict
elevated values of brachial-ankle pulse wave
velocity in Japanese subjects with hypertension

Hypertens Res
43(11): 1284-1292,
2020

Original
Article

21 Tomiyama H. 循環器内科学分野 State of the art review: brachial-ankle PWV
J Atheroscler
Thromb 27(7): 621-
636, 2020

Review

22 Shiina K. 循環器内科学分野
Aortic knob width: a possible marker of
vascular remodeling in obstructive sleep apnea

J Atheroscler
Thromb 27(6): 499-
500, 2020

Review

23
Matsumoto
C.

循環器内科学分野
Modulation of blood pressure-lowering effects
of dark chocolate according to an insulin
sensitivity-randomized crossover study

Hypertens Res
43(6): 575-578,
2020

Original
Article

24 Nakayama M. 循環器内科学分野
Confirmation of maximal hyperemia by the
incremental dose of intracoronary papaverine

Cardiovasc Interv
Ther 35(4): 371–
378, 2020

Original
Article

小計12

2/30



（1）高度の医療技術の開発及び評価を行うことの評価対象となる論文 【資料1】

番号
発表者
氏名

筆頭著者の
特定機能病院における

所属
題名 雑誌名・出版年月等

論文
種別

25 Ito R. 循環器内科学分野

Clinical differences of recent myocardial
infarction compared with acute myocardial
infarction ―Insights from the Tokyo CCU
Network Multicenter Registry―

Circ J 84(9):
1511-1518, 2020

Original
Article

26
Komatsu I.

循環器内科学分野

Technical considerations and pitfalls of
BASILICA: bioprosthetic or native aortic
scallop intentional laceration to prevent
iatrogenic coronary artery obstruction

Structural Heart
4(3): 169-178,
2020

Review

27 Komatsu I. 循環器内科学分野
Coronary ostial eccentricity in severe aortic
stenosis: guidance for BASILICA transcatheter
leaflet laceration

J Cardiovasc
Comput Tomogr
14(6): 516-519,
2020

Original
Article

28 Komatsu I. 循環器内科学分野
Coronary artery obstruction risk with redo
TAVR: a word of caution

J Am Coll Cardiol
76(8): 1004, 2020

Review

29 Komatsu I. 循環器内科学分野

Preprocedural valvuloarterial impedance as a
predictor of left ventricular ejection fraction
improvement after transcatheter aortic valve
replacement in patients with reduced left
ventricular ejection fraction

Heart Ves 35(9):
1209-1217, 2020

Original
Article

30 Satomi K. 循環器内科学分野
Statement for electrophysiological procedures
under the COVID-19 pandemic from the Japanese
heart rhythm society task force

Arrhythm 36(6):
1117-1121, 2020

Original
Article

31 Tomiyama H 循環器内科学分野
The relationships between micro- and
macrovascular damages: Their functional and
morphological aspects.

J Atheroscler
Thromb 28: 2021

Review

32 Komatsu I 循環器内科学分野

Distribution of C-arm projections in native and
bioprosthetic aortic valves cusps: implication
for BASILICA procedures.

Catheter
Cardiovasc Interv
97(4): E580-E587,
2021

Original
Article

33 Fujii M 循環器内科学分野

Differences in longitudinal associations of
cardiovascular risk factors with arterial
stiffness and pressure wave reflection in
middle-aged Japanese men.

Hypertens Res
44(1): 98–106,
2021

Original
Article

34 Nakano H 循環器内科学分野
Current practice and effects of intravenous
anticoagulant therapy in hospitalized acute
heart failure patients with sinus rhythm

Sci Rep 11(1):
1202, 2021

Original
Article

35 Nakano H 循環器内科学分野
Mediation of Arterial Stiffness for
Hyperuricemia-Related Decline of Cardiac
Systolic Function in Healthy Men.

Circ rep 18(4):
227-233, 2021

Original
Article

36 Takahashi T 循環器内科学分野

Association of pulse wave velocity and pressure
wave reflection with the ankle-brachial
pressure index in Japanese men not suffering
from peripheral artery disease.

Atherosclerosis
317: 29-35, 2021

Original
Article

小計12

3/30
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番号
発表者
氏名

筆頭著者の
特定機能病院における

所属
題名 雑誌名・出版年月等

論文
種別

37 Miyazaki H 微生物学分野

Genetic characteristics of piliated
Streptococcus pneumoniae serotype 35B,
increased after introduction of pneumococcal
vaccines in Japan.

J Infect
Chemother. 2020
26(11):1198-1204.

Original
Article

38 Komaki S 微生物学分野
Unexpected effect of probiotics by Lactococcus
lactis subsp. lactis against colitis induced by
dextran sulfate sodium in mice.

J Infect
Chemother. 2020
26(6):549-553

Original
Article

39 Shibata T 微生物学分野
Respiratory syncytial virus infection
exacerbates pneumococcal pneumonia via
Gas6/Axl-mediated macrophage polarization

J Clin Invest 2020
130(6):3021-3037

Original
Article

40 Chisa M 健診予防医学センター

Sex Difference in Effects of Low-Dose Aspirin
on Prevention of Dementia in Patients With Type
2 Diabetes: A Long-term Follow-up Study of a
Randomized Clinical Trial.

Diabetes Care.
2020;43(2):314-20.

Original
Article

41 Chisa M 健診予防医学センター
Modulation of blood pressure-lowering effects
of dark chocolate according to an insulin
sensitivity-randomized crossover study.

Hypertens Res.
2020;43(6):575-8.

Original
Article

42 Katagiri S 血液内科学分野

Predisposed genomic instability in pre-
treatment bone marrow evolves to therapy-
related myeloid neoplasms in malignant
lymphoma.

Haematologica 105:
e337-e339, 2020

Original
Article

43 Okabe S 血液内科学分野
Targeting phosphoinositide 3-kinases and
histone deacetylases in multiple myeloma.

Exp Hematol Oncol.
2021 Mar
4;10(1):19. doi:
10.1186/s40164-
021-00213-6.

Original
Article

44 Okamoto I,
耳鼻咽喉科・

頭頚部外科学分野

Post-operative complications due to salvage
total laryngectomy for recurrent laryngeal
cancer after radiotherapy - a multicentre
retrospective study.

Acta Otolaryngol
140: 170-174, 2020

Original
Article

45 Okamoto I,
耳鼻咽喉科・

頭頚部外科学分野

Overall survival and PD-L1 expression in
patients with recurrent or metastatic head and
neck cancer treated with nivolumab.

Auris Nasus Larynx
47: 676-686, 2020

Original
Article

46 Sato H,
耳鼻咽喉科・

頭頚部外科学分野

Investigation of the Efficacy and Safety of
Nivolumab in Recurrent and Metastatic
Nasopharyngeal Carcinoma

In Vivo. Sep-Oct
34: 2967-2972,
2020

Original
Article

47 Katsube Y,
耳鼻咽喉科・

頭頚部外科学分野

Safety of S-1 as Adjuvant Chemotherapy after
Curative Treatment in Head and Neck Cancer
Patients who are >75 years old.

Journal of Tokyo
Medical University
78: 307-311, 2020

Original
Article

48 Ueda Y,
耳鼻咽喉科・

頭頚部外科学分野

Combination Treatment With Paclitaxel,
Carboplatin, and Cetuximab (PCE) as First-Line
Treatment in Patients With Recurrent and/or
Metastatic Nasopharyngeal Carcinoma.

Frontiers in
Oncology 7 doi:
10.3389/fonc.2020.
571304.
eCollection 2020

Original
Article

小計12
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49 Maruyama R,
耳鼻咽喉科・

頭頚部外科学分野

Prediction of therapeutic effects from one
course of TPF chemotherapy for advanced
hypopharyngeal laryngeal cancer.

In Vivo 34: 2891-
2896, 2020

Original
Article

50 Miyake K,
耳鼻咽喉科・

頭頚部外科学分野
Cochlear implantation in patient with a POU4F3
mutation.

Clinical Case
Reports 9: 298-
303, 2020

Case
Report

51 Miyake K,
耳鼻咽喉科・

頭頚部外科学分野

Simultaneous metastasized primary unknown
signet ring cell carcinoma of the cervical
lymph node and mucoepidermoid carcinoma of the
parotid gland as double cancers.

Auris Nasus Larynx
47: 163-167, 2020

Original
Article

52
Yamashita
G,

耳鼻咽喉科・
頭頚部外科学分野

Occult Papillary Thyroid Carcinomawithout
Detection of the Primary Tumoron Preoperative
Ultrasonography orPostoperative Pathological
Examination:

Case Rep Oncol.
13:105-112,2020.

Case
Report

53 Shimizu H. 医学総合研究所
Serum Metabolomic Profiling of Patients with
Non-Infectious Uveitis

J. Clin. Med.
9(12): 3955, 2020

Original
Article

54 Udo R. 医学総合研究所
Urinary charged metabolite profiling of
colorectal cancer using capillary
electrophoresis-mass spectrometry

ci Rep.
10(1):21057, 2020

Original
Article

55 Fuse S. 医学総合研究所
Relationships between plasma lipidomic profiles
and brown adipose tissue density in humans

Int J Obes (Lond)
44(6):1387-1396,
2020

Original
Article

56 Sugimoto M. 医学総合研究所
Sensory properties and metabolomic profiles of
dry-cured ham during the ripening process

Food Res Int.
129:108850, 2020

Original
Article

57 Chiba N. 医学総合研究所
Overexpression of hydroxyproline via EGLN/HIF1A
is associated with distant metastasis in
pancreatic cancer

Am J Cancer Res.
10(8):2570-2581,
2020

Original
Article

58 Tadokoro H. 医学総合研究所
Adenosine leakage from perforin-burst
extracellular vesicles inhibits perforin
secretion by cytotoxic T-lymphocytes

PLoS One
15(4):e0231430,
2020

Original
Article

59 Sugimoto M. 医学総合研究所 Salivary metabolomics for cancer detection
Expert review of
proteomics 17(9):
639-648, 2020

Review

60 Sugimoto M. 医学総合研究所
Quantification of Salivary Charged Metabolites
using Capillary Electrophoresis Time-of-flight-
mass Spectrometry

Bio-Protocol
10(20): e3797,
2020

Review

小計12
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61 Hasegawa H. 医学総合研究所

IL-23p19 and CD5 antigen-like form a possible
heterodimeric cytokine and contribute to
experimental autoimmune encephalomyelitis
development

Sci Rep.
11(1):5266, 2021

Original
Article

62 Yamanaka G. 医学総合研究所
Interleukin-1β in peripheral monocytes is
associated with seizure frequency in pediatric
drug-resistant epilepsy

J Neruoimmunol
15:352-577475,
2021

Original
Article

63 Ito T. 医学総合研究所

Microbial antigen-presenting extracellular
vesicles derived from genetically modified tumor
cells promote antitumor activity of dendritic
cells

Pharmaceutics
13(1):57, 2021

Original
Article

64
Mizoguchi
I.

医学総合研究所
EBV-induced gene 3 augments IL-23Rα protein 
expression through a chaperone calnexin

J Clin Invest
130(11):6124-6140,
2020

Original
Article

65 Saiki I. 医学総合研究所
Functional Expression of CholineTransporter-
Like Protein 1 in LNCaP Prostate Cancer Cells:
A Novel Molecular Target

Biomol Ther
28:195-201, 2020

Original
Article

66 Ishikawa T. 医学総合研究所

Protein kinase C promotes choline transporter‑
like protein 1 function via improved cell
surface expression in immortalized human
hepatic cells

Molecular Medicine
Reports 21:777-
785, 2020

Original
Article

67 Hirai K. 医学総合研究所

Molecular and Functional Analysis of Choline
Transporters and Antitumor Effects of Choline
Transporter-Like Protein 1 Inhibitors in Human
Pancreatic Cancer Cells

Int J Mol Sci
doi:10.3390/ijms21
155190, 2020

Original
Article

68 Watanabe S. 医学総合研究所
Anticancer Activity of Amb4269951, a Choline
Transporter-Like Protein 1 Inhibitor, in Human
Glioma Cells

Pharmaceuticals
doi:10.3390/ph1305
0104, 2020

Original
Article

69 Kumagai S. 医学総合研究所

An Oncogenic Alteration Creates a
Microenvironment that Promotes Tumor
Progression by Conferring a Metabolic Advantage
to Regulatory T Cells

Immunity 53: 187-
203 e8, 2020

Original
Article

70 Sugie T. 医学総合研究所

Multispectral quantitative immunohistochemical
analysis of tumor-infiltrating lymphocytes in
relation to programmed death-ligand 1
expression in triple-negative breast cancer

Breast Cancer 27:
519-526, 2020

Original
Article

71 Sugiyama E. 医学総合研究所
Blockade of EGFR improves responsiveness to PD-
1 blockade in EGFR-mutated non-small cell lung
cancer

Sci Immunol 43;
eaav3937, 2020

Original
Article

72 Teraoka S. 医学総合研究所
Neoadjuvant Chemotherapy With Anthracycline-
Based Regimen for BRCAness Tumors in Triple-
Negative Breast Cancer

J Surg Res 250:
143-147, 2020

Original
Article

小計12
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73 Yamamoto K. 医学総合研究所
Tumor-infiltrating M2 macrophage in
pretreatment biopsy sample predicts response to
chemotherapy and survival in esophageal cancer

Cancer Sci 111:
1103-1112, 2020

Original
Article

74 Yamamoto Y. 医学総合研究所
Immunotherapeutic potential of CD4 and CD8
single-positive T cells in thymic epithelial
tumors

Sci Rep 10: 4064
Original
Article

75 Otsuka K. 医学総合研究所
Uncovering temperature-dependent extracellular
vesicle secretion in breast cancer

J Extracell
Vesicles
10(2):e12049, 2020
Dec

Original
Article

76
Prieto-Vila
M.

医学総合研究所
Quercetin Inhibits Lef1 and Resensitizes
Docetaxel-Resistant Breast Cancer Cells

Molecules
25(11):2576, 2020
Jun 1

Original
Article

77 Miyazawa S. 医学総合研究所
Vitamin K2 induces non-apoptotic cell death
along with autophagosome formation in breast
cancer cell lines

Breast Cancer
27(2):225-235,
2020 Mar

Original
Article

78 Tanaka H. 医学総合研究所

Comparison of autophagy inducibility in various
tyrosine kinase inhibitors and their enhanced
cytotoxicity via inhibition of autophagy in
cancer cells in combined treatment with
azithromycin

Biochem Biophys
Rep 17;22:100750,
2020 Mar

Original
Article

79 Hino H. 医学総合研究所
Abemaciclib induces atypical cell death in
cancer cells characterized by formation of
cytoplasmic vacuoles derived from lysosomes

Cancer Sci
111(6):2132-2145,
2020 Jun

Original
Article

80 Yokota A. 医学総合研究所
Sequestosome 1 (p62) accumulation in breast
cancer cells suppresses progesterone receptor
expression via argonaute 2

Biochem Biophys
Res Commun
531(2):256-263,
2020 Oct 15

Original
Article

81 Takeda A. 医学総合研究所
Macrolide antibiotics enhance the antitumor
effect of lansoprazole resulting in lysosomal
membrane permeabilization‑associated cell death

Int J Oncol
57(6):1280-1292,
2020 Dec

Original
Article

82 Murakami M. 医学総合研究所
Clinicopathologic characteristics of 342
patients with multicentric Castleman disease in
Japan

Mod Rheumatol
30(5):843-851,
2020 Sep

Original
Article

83
Shimodaira
K

ロボット手術支援センター
Prognostic Value of Platelet Counts in Patients
with Metastatic Prostate Cancer Treated with
Endocrine Therapy.

Urol J. 2020 Jan
26;17(1):42-49

Original
Article

84 Hashimoto T ロボット手術支援センター

Predicting factors for progression to
castration resistance prostate cancer after
biochemical recurrence in patients with
clinically localized prostate cancer who
underwent radical prostatectomy.

Int J Clin Oncol.
2020
Sep;25(9):1704-
1710

Original
Article

小計12

7/30



（1）高度の医療技術の開発及び評価を行うことの評価対象となる論文 【資料1】

番号
発表者
氏名

筆頭著者の
特定機能病院における

所属
題名 雑誌名・出版年月等

論文
種別

85 Hashimoto T ロボット手術支援センター

The significance of micro-lymphatic invasion
and pathological Gleason score in prostate
cancer patients with pathologically organ-
confined disease and negative surgical margins
after robot-assisted radical prostatectomy.

Int J Clin Oncol.
2020
Feb;25(2):377-383.

Original
Article

86
Shimodaira
K

泌尿器科学分野
Prognostic Value of Platelet Counts in Patients
with Metastatic Prostate Cancer Treated with
Endocrine Therapy.

Urol J. 2020 Jan
26;17(1):42-49

Original
Article

87 Hashimoto T 泌尿器科学分野

Predicting factors for progression to
castration resistance prostate cancer after
biochemical recurrence in patients with
clinically localized prostate cancer who
underwent radical prostatectomy.

Int J Clin Oncol.
2020
Sep;25(9):1704-
1710

Original
Article

88 Hashimoto T 泌尿器科学分野

The significance of micro-lymphatic invasion
and pathological Gleason score in prostate
cancer patients with pathologically organ-
confined disease and negative surgical margins
after robot-assisted radical prostatectomy.

Int J Clin Oncol.
2020
Feb;25(2):377-383.

Original
Article

89 Tsuchida N. 産科・婦人科学分野
Transcriptomic features of trophoblast lineage
cells derived from human induced pluripotent
stem cells treated with BMP4

Placenta 89: 20-
32, 2020

Original
Article

90 Hasegawa T. 産科・婦人科学分野
Separate transfer of two frozen-thawed embryos
reduces multiple gestations in assisted
reproductive technology

Clin Exp Obstet
Gyneco l47(2):
215-219, 2020

Original
Article

91 Yuka Y シミュレーションセンター
Assessment of blood pressure measurement skills
in second-year medical students after ongoing
simulation-based education and practice

Medical Education
Online2020
Dec;26(1)

Original
Article

92 Goto H 眼科学分野
Clinical features and prognosis of sebaceous
carcinoma arising in the eyelid or conjunctiva.

Jpn J Ophthalmol
64:549-554, 2020.

Original
Article

93 Usui Y 眼科学分野
Elucidation of pathophysiology and novel
treatment for diabetic macular edema derived
from the concept of neurovascular unit.

JMA journal 3:
201-207, 2020

Original
Article

94 Minezaki T 眼科学分野
High-Throughput MicroRNA Profiling of
Vitreoretinal Lymphoma: Vitreous and Serum
MicroRNA Profiles Distinct from Uveitis.

J Clin Med. 2020
Jun
12;9(6):1844.doi:
10.3390/jcm9061844
.

Original
Article

95 Narimatsu A 眼科学分野
Blockade of costimulatory CD27/ CD70 pathway
promotes corneal allograft survival.

Exp Eye Res. 2020
Oct;199:108190.
doi:
10.1016/j.exer.202
0.108190. Epub
2020 Aug 14.

Original
Article

96 Tsubota K 眼科学分野
Identification of Prognostic Markers in
Patients with Primary Vitreoretinal Lymphoma by
Clustering Analysis Using Clinical Data.

J Clin Med. 2020
Jul 20;9(7):2298.
doi: 10.3390/
jcm9072298.

Original
Article

小計12
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97 Tsubota K 眼科学分野
Identification of Markers Predicting Clinical
Course in Patients with IgG4-Related Ophthalmic
Disease by Unbiased Clustering Analysis.

J Clin Med. 2020
Dec; 9(12): 4084.
doi:
10.3390/jcm9124084

Original
Article

98 Nezu N 眼科学分野
Distinctive Tissue and Serum MicroRNA Profile
of IgG4-Related Ophthalmic Disease and MALT
Lymphoma,

J Clin Med. 2020
Aug; 9(8): 2530.
doi:
10.3390/jcm9082530

Original
Article

99 Kunimi K 眼科学分野

Anti-TNF-α Therapy for Refractory Uveitis
Associated with Behçet’s Syndrome and
Sarcoidosis: A Single Center Study of 131
Patients.

Ocul Immunol
Inflamm. 2020 Aug
20;1-8. doi:
10.1080/09273948.2
020.1791346.
Online ahead of
print.

Original
Article

100 Mizui T 眼科学分野

Intravitreal ranibizumab reduced ocular blood
flow and aqueous cytokine levels and improved
retinal morphology in patients with diabetic
macular edema.

Sci Rep. 2020 Dec
10;10(1):21713.
doi:
10.1038/s41598-
020-78792-3.

Original
Article

101 Shimizu H 眼科学分野
Serum Metabolomic Profiling of Patients with
Non-Infectious Uveitis.

J Clin Med. 2020
Dec 6;9(12):3955.
doi:
10.3390/jcm9123955

Original
Article

102 Asakage M 眼科学分野
Comprehensive miRNA Analysis Using Serum From
Patients With Noninfectious Uveitis.

Invest Ophthalmol
Vis Sci. 2020 Sep
1;61(11):4. doi:
10.1167/iovs.61.11
.4.

Original
Article

103 Asakage M 眼科学分野
Comprehensive Gene Analysis of IgG4-Related
Ophthalmic Disease Using RNA Sequencing.

J Clin Med. 2020
Oct 27;9(11):3458.
doi:
10.3390/jcm9113458
.

Original
Article

104 Imazeki M 眼科学分野
Anti-VEGF Therapy Reduces Inflammation in
Diabetic Macular Edema.

Ophthalmic Res.
2021;64(1):43-49.
doi:
10.1159/000508953.
PMID: 32454504.

Original
Article

105 Merrill PT* 眼科学分野
Efficacy of Adalimumab in non-infectious
uveitis across different etiologies: A post hoc
analysis of the VISUAL I and VISUAL II trials.

Ocul Immunol
Inflamm. 2020 May
29;1-7. doi:
10.1080/09273948.2
020.1757123.

Original
Article

106 Takase H* 眼科学分野
Clinical characteristics, management, and
factors associated with poor visual prognosis
of acute retinal necrosis.

Ocul Immunol
Inflamm. 2020 Sep
18;1-6. doi:
10.1080/09273948.2
020.1789179.

Original
Article

107 Suhler EB* 眼科学分野
Long-Term safety and efficacy of Adalimumab in
patients with noninfectious intermediate
uveitis, posterior uveitis, or panuveitis.

Ophthalmology.
2021
Jun;128(6):899-
909. doi:
10.1016/j.ophtha.2
020.10.036.

Original
Article

108 Ouchi A* 眼科学分野
Retinal microglia are critical for subretinal
neovascular formation.

JCI insight. 5:
e137315, 2020

Original
Article

小計12
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109 Numata T 眼科学分野
Correlation of the clinical severity of atopic
dermatitis with ocular comorbidities.

Journal of
cutaneous
immunology and
allergy. 3: 109-
110, 2020

Original
Article

110
Azusa
Nagano*

臨床検査医学分野

Discrepancies between the one-stage clotting
assay and chromogenic assay in patients with
hemophilia A receiving standard or extended
half-life factor Ⅷ products in clinical
settings

Thrombosis
Research
185(2020)150-152

Original
Article

111 Yokota K 臨床検査医学分野

Long-term administration of pegylated liposomal
doxorubicin at almost twice the recommended
lifetime dose in 10 years without
cardiotoxicity in a Japanese patient with HIV-
associated Kaposi sarcoma

Journal of
Infection and
Chemotherapy(J
Infect Chemother)
26(2):289-291,
2020 Feb

Original
Article

112 Fukutake K 臨床検査医学分野

Recombinant FIX Fc fusion protein activity
assessment with the one-stage clotting assay:A
multicenter, assessorblinded, prospective study
in Japan（J-Field Study）

International
Journal of
Laboratory
Hematology（Int J
Lab Hematol.）
42(2):162-169,
2020 Apr

Original
Article

113
Mihoko
Yotsumoto

臨床検査医学分野
Second-generation integrase strand inhibitors
can be effective against elvitegravir-derived
multiple integrase gene substitutions

AIDS 34(14):2155-
2175, 2020 Nov

Original
Article

114 Yushi C 臨床検査医学分野
Safety and blood loss in spinal surgery for
haemophiliacs: Case series of Japanese
haemophiliacs

Haemopilia. 27
（1）：e143-e146,
2021

Others

115 Shimada Y. 呼吸器・甲状腺外科学分野
Profiles of lung adenocarcinoma with multiple
ground glass opacities and the fate of residual
lesion

Annals of Thoracic
Surgery 109(6):
1722-1730, 2020

Original
Article

116 Shimada Y. 呼吸器・甲状腺外科学分野
Reply to Zhao et al., Thoracic oncologic,
Letter to the editor response

European Journal
of Cardio-Thoracic
Surgery 57(5):
1013-1014, 2020

Others

117 Shimada Y. 呼吸器・甲状腺外科学分野
Significant prognostic determinants in lung
cancers of the superior sulcus: comparable
analysis of resected and unresected cases

Gen Thorac
Cardiovasc Surg
68(8): 801-811,
2020

Original
Article

118 Setojima Y. 呼吸器・甲状腺外科学分野
Prognostic impact of solid-part tumor volume
doubling time in patients with radiological
part-solid or solid lung cancer

European Journal
of Cardio-Thoracic
Surgery 57(4):
763-770, 2020

Original
Article

119 Ikeda N. 呼吸器・甲状腺外科学分野
Current status of surgery for clinical stage IA
lung cancer in Japan: analysis of the national
clinical database

Surgery Today
50(12): 1644-1651,
2020

Original
Article

120 Ikeda N. 呼吸器・甲状腺外科学分野
Photodynamic therapy for central‑type early‑
stage lung cancer

Gen Thorac
Cardiovasc Surg
68(7): 679-683,
2020

Review

小計12

10/30



（1）高度の医療技術の開発及び評価を行うことの評価対象となる論文 【資料1】

番号
発表者
氏名

筆頭著者の
特定機能病院における

所属
題名 雑誌名・出版年月等

論文
種別

121 Kanai H. 呼吸器・甲状腺外科学分野
Comparison of the amino acid profile between
the nontumor and tumor regions in patients with
lung cancer

Am J Cancer Res
10(7): 2145-2159,
2020

Original
Article

122 Yoneyama R. 呼吸器・甲状腺外科学分野
Lung cancer and obstructive lung disease in
never smokers

J Thorac Dis
12(8): 3934-3939,
2020

Review

123 Murakami K. 呼吸器・甲状腺外科学分野
Sub-centimeter adenocarcinoma arising from
mature mediastinal teratoma during 11 years of
follow-up

Gen Thorac
Cardiovasc Surg
68(12): 1543-1546,
2020

Case
Report

124 Murakami K. 呼吸器・甲状腺外科学分野
Prolonged air leak after reoperative pulmonary
resection (with prior ipsilateral chest
surgery)

Interact
Cardiovasc Thorac
Surg 31(4): 544-
546, 2020

Others

125 Murakami K. 呼吸器・甲状腺外科学分野
Ciliated muconodular papillary tumor with a
growing cavity shadow that mimicked colorectal
metastasis to the lung: a case report

Surg Case Rep
6(1): 231, 2020

Case
Report

126
Yamamichi
T.

呼吸器・甲状腺外科学分野

F-18 fluorodeoxyglucose uptake in lymph nodes
and sonographic features on endobronchial
ultrasonography predict lymph node metastasis
in lung cancer patients

J Thorac Dis
12(10): 5420-5429,
2020

Original
Article

127
Shigefuku
S,

呼吸器・甲状腺外科学分野
Prognostic significance of ground-glass opacity
components in 5-year survivors with resected
lung adenocarcinoma

Ann Surg Oncol
28(1): 148-156,
2021

Original
Article

128 Tanaka T, 呼吸器・甲状腺外科学分野

Comparative analysis of the results of video-
assisted thoracic surgery lobectomy simulation
using the three-dimensional-printed Biotexture
wet-lung model and surgeons' experience

Interact
Cardiovasc Thorac
Surg 32(2): 284-
290, 2021

Original
Article

129 Murakami K, 呼吸器・甲状腺外科学分野
Salvage pulmonary metastasectomy with auto-
transplantation after nivolumab

Eur J Cardiothorac
Surg 59(2): 497-
499, 2021

Case
Report

130 Nakajima E, 呼吸器・甲状腺外科学分野
Ruptured mediastinal mature teratoma causing
severe mediastinitis: report of a surgically
resected case and a literature review

Surg Case Rep
7(1): 48, 2021

Case
Report

131 Shimada Y, 呼吸器・甲状腺外科学分野

Powered articulation by the Signia TM stapling
system for stapling position adjustments:
optimizing safe surgical margins in
thoracoscopic sublobar resection

Surgery Today
51(3): 447-451,
2021

Others

132 Amemiya R, 呼吸器・甲状腺外科学分野
Prognostic impact of the tumor immune
microenvironment in pulmonary pleomorphic
carcinoma

Lung Cancer 153:
56-65, 2021

Original
Article

小計12
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133 Shimada Y, 呼吸器・甲状腺外科学分野
Small RNA sequencing to differentiate lung
squamous cell carcinomas from metastatic lung
tumors from head and neck cancers

PLoS One 16(3):
e0248206, 2021

Original
Article

134
Yamamichi
T,

呼吸器・甲状腺外科学分野
Correlation between smoking status and short-
term outcome of thoracoscopic surgery for lung
cancer

Ann Thorac Surg
Online ahead of
print: , 2021

Original
Article

135 Suwanai H. 形成外科学分野

DPP-4 Inhibitor Reduces the Risk of Developing
Hypertrophic Scars and Keloids following Median
Sternotomy in Diabetic Patients: A nationwide
retrospective cohort study using the National
Database of Health Insurance Claims of Japan

Plast Reconstr
Surg 146: 83-89,
2020

Original
Article

136 Ogino H 心臓血管外科学分野
Acute type A aortic dissection:the role of
frozen elephant trunk

Annals of
Cardiothoracic
Surgery,

Original
Article

137 Nishibe T 心臓血管外科学分野
Simple renal cyst and its association with sac
shrinkage after endovascular aneurysm repair
for abdominal aortic aneurysms.

J Vasc Surg. 2020
71: 1890-1898,
2020.

Original
Article

138 Matsumoto R 心臓血管外科学分野

Emergency thromboembolectomy for impending
paradoxical embolism through a patent foramen
ovale owing to venous thromboembolism in a
severely obese patient.

Gen Thorac
Cardiovasc Surg.
68: 1465-1468,
2020.

Case
Report

139 Nishibe T 心臓血管外科学分野
Bioelectrical impedance analysis of leg edema
and its association with venous functions in
patients with saphenous varicose veins.

Int Angiol. 39:
284-289. 2020.

Original
Article

140 Kano M 心臓血管外科学分野

Successful Treatment of Bronchial Artery
Aneurysms Associated With Racemose Hemangioma
by Combined Therapy of Transcatheter Bronchial
Artery Embolization and Thoracic Endovascular
Aortic Repair.

Vasc Endovascular
Surg. 54:540-543,
2020.

Case
Report

141 Nishibe T 心臓血管外科学分野
Influence of Superficial Venous Ablation on
Deep Venous Dilation and Reflux in Patients
With Saphenous Varicose Veins.

Vasc Endovascular
Surg. 54:687-691,
2020.

Original
Article

142 Nishibe T 心臓血管外科学分野

Relationship Between Serum Eicosapentaenoic
Acid to Arachidonic Acid Ratio and
Atherosclerotic Risk Factors in Patients With
Peripheral Artery Disease.

Vasc Endovascular
Surg.55:112-116,
2020.

Original
Article

143 Otaka J* 心臓血管外科学分野
Coil embolization of renal artery aneurysms:
Simultaneous delivery of three microdevices
with a novel 6-Fr guiding sheath.

Radiol Case Rep.
16:579-584, 2020

Case
Report

144 Haga M 心臓血管外科学分野
Treatment of prosthetic vascular graft
infection in the groin with ultrasound
debridement

Annals of Medicine
and Surgery 60:68-
71,2020

Case
Report

小計12
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145 Kikuno M 神経学分野
Underlying embolic and pathologic
differentiation by cerebral microbleeds in
cryptogenic stroke

CHALLENGE
ESUS/C.S.
collaborators.
J Neurol. 2020
May;267(5):1482-
1490. doi:
10.1007/s00415-

Original
Article

146 Aihara T 整形外科学分野

Long-term outcomes following lumbar
microendoscopic decompression for lumbar spinal
stenosis with and without degenerative
spondylolisthesis: Minimum 10-year follow-up

World Neurosurg
S1878-8750(20):
32516-X, 2020

Original
Article

147 Tateiwa T 整形外科学分野
Impact of surgical clothing and footwear on
operating room contamination during standstill
and intraoperative stepping motion

J Orthop Surg
(Hong Kong) 28(3):
230949902097623,
2020

Original
Article

148 Nishimura H 整形外科学分野
Risk factors of dysphagia in patients with
ossification of the anterior longitudinal
ligament

J Orthop Surg
(Hong Kong) 28(3):
2309499020960564,
2020

Original
Article

149 Murata K 整形外科学分野
The factors related to the poor ADL in the
patients with osteoporotic vertebral fracture
after instrumentation surgery

Eur Spine J 29(7):
1597-1605, 2020

Original
Article

150 Kamada K 整形外科学分野
Influence of liner offset and locking mechanism
on fatigue durability in highly cross-linked
polyethylene total hip prostheses

J Biomed Mater Res
B Appl Biomater
108(5): 1993-2004,
2020

Original
Article

151 Kimura A* 整形外科学分野

Effectiveness of surgical treatment for
degenerative cervical myelopathy in preventing
falls and fall-related neurological
deterioration: a prospective multi-
institutional study.

SPINE 45(11):
E631-E638、2020
doi:
10.1097/BRS.000000
0000003355

Original
Article

152 Ishida T 整形外科学分野
Do Polyethylene Supra-Macroparticles Lead to
Pseudotumor Formation in Metal-on-Polyethylene
Total Hip Arthroplasty?

Arthroplasty Today
6(3): 526-531,
2020

Original
Article

153 Yorifuji M 整形外科学分野

Wear Simulation of Ceramic-on-Crosslinked
Polyethylene Hip Prostheses: A New Non-Oxide
Silicon Nitride versus the Gold Standard
Composite Oxide Ceramic Femoral Heads

Materials (Basel)
13(13): 2917, 2020

Original
Article

154 Konishi T 整形外科学分野
Global sagittal spinal alignment at cervical
flexion in patients with dropped head syndrome.

Journal of
Orthopaedic
Surgery 28(3):
2309499020948266,
2020

Original
Article

155 Murata K 整形外科学分野
Artificial intelligence for the detection of
vertebral fractures on plain spinal radiography

Sci Rep 10(1):
20031, 2020

Original
Article

156 Yajima C 呼吸器内科学分野
A case of imatinib-related obstructive
bronchiolitis followed long term.

Respir Med Case
Rep 30:101052,2020

Case
Report

小計12
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157 Yamaguchi K 呼吸器内科学分野
What are appropriate values of relative krogh
diffusion Constant of NO against CO and of
theta-NO in alveolar septa?

Respir Physiol
Neurobiol
276:103415,2020

Original
Article

158 Yamaguchi K 呼吸器内科学分野
Can DLNO/DLCO ratio offset prejudicial effects
of functional heterogeneities in acinar
regions?

Respir Physiol
Neurobiol,282:1035
17,2020

Original
Article

159 Kikuchi R 呼吸器内科学分野
Pulmonary intravascular lymphoma mimicking
hypersensitivity pneumonitis.

Pulmonology
26:409-412,2020

Case
Report

160
Yamamichi
T*

呼吸器内科学分野

Association between F-18 fluorodeoxyglucose
uptake of noncancerous lung area and acute
exacerbation of interstitial pneumonia in
patients with lung cancer after resection.

J Thorac
Cardiovasc Surg
159:1111-
1118.e2,2020

Original
Article

161 Ogawa K* 呼吸器内科学分野

Characteristics of non-small-cell lung cancer
with interstitial pneumonia: variation in
cancer location, histopathology, and frequency
of postoperative acute exacerbations in
interstitial pneumonia.

BMC Pulm Med
20:307,2020

Original
Article

162 Takoi H 呼吸器内科学分野
Favipiravir-induced fever in coronavirus
disease 2019: A report of two cases.

Int J Infect Dis
101:188-190,2020

Case
Report

163 Ishiwari M 呼吸器内科学分野
Polymyxin B haemoperfusion treatment for
respiratory failure and hyperferritinaemia due
to COVID-19.

Respirol Case Rep
8:e00679,2020

Case
Report

164 Kono Y 呼吸器内科学分野
Pulmonary emphysema is associated with fungal
sensitization in asthma.

J Thorac Dis
12(10):5879-
5886,2020

Original
Article

165 Yamanaka G 小児科・思春期科学分野
A Review on the Triggers of Pediatric Migraine
with the Aim of Improving Headache Education

J Clin Med.
9(11):3717, 2020

Review

166 Kawashima H 小児科・思春期科学分野
Serum 25-hydroxy vitamin D levels in Japanese
infants younger than 3-months old with
respiratory syncytial virus infection

Jpn J Infect Dis.
73(6):443-446,
2020

Original
Article

167 Numabe H 小児科・思春期科学分野
Prevalence of Hallermann-Streiff Syndrome in a
Japanese

Pediatr Int
63(4):474-475 2020

Original
Article

168 Yamanaka G 小児科・思春期科学分野
Granzyme A Participates in the Pathogenesis of
Infection-Associated Acute Encephalopathy

J Child Neurol.
35(3):208-214.
2020

Original
Article

小計12

14/30



（1）高度の医療技術の開発及び評価を行うことの評価対象となる論文 【資料1】

番号
発表者
氏名

筆頭著者の
特定機能病院における

所属
題名 雑誌名・出版年月等

論文
種別

169 Yamanaka G 小児科・思春期科学分野
Clinical Features and Burden Scores in Japanese
Pediatric Migraines With Brainstem Aura,
Hemiplegic Migraine, and Retinal Migraine

J Child Neurol.
35(10):667-673.
2020

Original
Article

170 Yamanaka G 小児科・思春期科学分野
Effectiveness of Low-Dose Riboflavin as a
Prophylactic Agent in Pediatric Migraine

Brain Dev.
42(7):523-528,
2020

Original
Article

171 Go S 小児科・思春期科学分野
Orthostatic Headache in Children Including
Postural Tachycardia Syndrome and Orthostatic
Hypotension: A Near-Infrared Spectroscopy Study

J Clin Med.
9(12):4125, 2020

Original
Article

172 Go S 小児科・思春期科学分野
Retrospective observation of children with the
diagnosis of postural tachycardia syndrome
while on atomoxetine

Clin Auton Res
30(4):351-353,
2020

Original
Article

173 Morichi S 小児科・思春期科学分野

Increased Platelet-Derived Growth Factor and
Cytokine Levels in the Cerebrospinal Fluid of
Patients of Sudden Unexpected Death with or
without Viral Infection

Indian J Pediatr.
2020, in print

Original
Article

174 Hanyu N 小児科・思春期科学分野
Cytokine profiles of newborns exposed to
chorioamnionitis who developed chronic lung
disease

Journal of Tokyo
Medical University
78(3):239-245,
2020

Original
Article

175
Kashiwagi
Y

小児科・思春期科学分野 Severe Respiratory Syncytial Virus Infection
Indian J
Pediatr.87(5)：
399, 2020

Case
Report

176 Morichi S 小児科・思春期科学分野
Epileptic encephalopathy patients with SCN2A
variant initiated by neonatal seizure

Pediatr Int. 2020,
in print

Case
Report

177 Morichi S 小児科・思春期科学分野
A new pathogenic variant of CAKUTHED diagnosed
based on intellectual disability

Indian J Pediatr
87(6): 480-481,
2020

Case
Report

178 Sugimoto M 小児科・思春期科学分野

A case of respiratory syncytial virus-
associated encephalopathy in which the virus
was detected in cerebrospinal fluid and
intratracheal aspiration despite neg ative
rapid test results

J Infect Chemother
26(4):393-396,
2020

Case
Report

179 Takamatsu T 小児科・思春期科学分野

Improvement in recurrent anti-myelin
oligodendrocyte glycoprotein antibody-positive
cerebral cortical encephalitis not requiring
anti-inflammatory therapy following the
decrease in cytokine/chemokine levels

Mult Scler Relat
Disord 43:102168,
2020

Case
Report

180 Kano K 小児科・思春期科学分野
Beta-propeller protein-associated
neurodegeneration presenting Rett-like
features: A case report and literature review

Am J Med Genet A.
Nov 30, 2020.
Online ahead of
print

Case
Report

小計12
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181 Yamada H 小児科・思春期科学分野
A familial case of overgrowth syndrome caused
by a 9q22.3 microdeletion in a mother and
daughter

Eur J Med Genet
63(5):103872, 2020

Case
Report

182 Naomiya-C R 小児科・思春期科学分野
Hearing impairment improved after treatment
with asfotase alfa in a case of perinatal
hypophosphatasia

Mol Genet Metab
Rep 24:100612,
2020

Case
Report

183 Tsuboi R. 皮膚科学分野

Autologous cell-based therapy for male and
female pattern hair loss using dermal sheath
cup cells: A randomized placebo-controlled
double-blinded dose-finding clinical study

J Am Acad Dermatol
83:109-116, 2020.

Original
Article

184 Okubo Y. 皮膚科学分野
Patient and physician preferences for atopic
dermatitis injection treatments in Japan

J Dermatolog Treat
31: 821-830, 2020.

Original
Article

185 Harada K. 皮膚科学分野
Case of onychomycosis due to Candida tropicalis
successfully treated using fosravuconazole

J Dermatol 47:
e348-e349, 2020.

Original
Article

186 Kato Y. 皮膚科学分野
Role of Microbiota in Atopic Dermatitis and
Bronchial Asthma -Triangular Cross-Talk among
Skin, Airway and Gut

Arch Clin Biomed
Res 4: 169-183,
2020.

Original
Article

187 Ito T. 皮膚科学分野
A case of food allergy due to three different
mushroom species

Allergol Int 69:
152-153, 2020.

Original
Article

188 Ito T. 皮膚科学分野

A case of Japanese pediatric cutaneous
mastocytosis with disparate clinical
classifications of maculopapular cutaneous
mastocytosis and mastocytoma

J Cutan Immunol
Allergy 3: 136-
138, 2020.

Original
Article

189 Abe N. 皮膚科学分野
A case of anaphylaxis due to fish collagen in a
gummy candy

Allergol Int 69:
146-147, 2020.

Original
Article

190 Numata T. 皮膚科学分野
Correlation of the clinical severity of atopic
dermatitis with ocular comorbidities

J Cutan Immunol
Allergy 3: 109–
110, 2020.

Original
Article

191
Matsumoto
Y.

皮膚科学分野
Molecular Detection of Fungal and Bacterial DNA
From Pustules in Patients With Palmoplantar
Pustulosis: Special Focus on Malassezia Species

Clin Exp Dermatol
45, 36-40, 2020.

Original
Article

192
Matsumoto
Y.

皮膚科学分野
The risk of interstitial lung disease during
biological treatment in Japanese patients with
psoriasis

Clin Exp Dermatol
45: 853-858, 2020.

Original
Article

小計12
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193 Hobo A. 皮膚科学分野

IL-17-positive mast cell infiltration in the
lesional skin of lichen planopilaris: possible
role of mast cells in inducing inflammation and
dermal fibrosis in cicatricial alopecia

Exp Dermatol 29:
273-277, 2020.

Original
Article

194 Nogita A. 皮膚科学分野
A case of microscopic polyangiitis initially
presented with erythema multiforme-like skin
eruptions

J Cutan Immunol
Allergy 3:64–65,
2020.

Original
Article

195 Hisae T. 皮膚科学分野
Microbiota analysis of pustules in acne
vulgaris patients : special focus on Malassezia
species

The Journal of
Tokyo Medical
University 78(1):
48-54, 2020.

Original
Article

196 Uchiyama M. 皮膚科学分野
Histopathologic and dermoscopic features of 42
cases of folliculitis decalvans: A case series

J Am Acad Dermatol
April 06, 2020.
DOI:https://doi.or
g/10.1016/j.jaad.2
020.03.092

Review

197 Hiruma J. 皮膚科学分野
Blockade of the IL-17 signaling pathway
increasedsusceptibility of psoriasis patients
to superficial fungal infections.

J Dermatol Sci.
2021
Feb;101(2):145-
146. doi:
10.1016/j.jdermsci
.2020.12.003.
Epub2020 Dec 14.

Original
Article

198 Shimada Y 放射線医学分野
Profiles of lung adenocarcinoma with multiple
ground-glass opacities and the fate of residual
lesions

Ann Thorac Surg
109(6): 1722-
1730,2020

Original
Article

199 Abe K 放射線医学分野
Low-dose radioiodine therapy for patients with
intermediate-to high-risk differentiated
thyroid cancer

Ann Nucl Med
34(2): 144-
151,2020

Original
Article

200 Setojima Y 放射線医学分野
Prognostic impact of solid-part tumour volume
doubling time in patients with radiological
part-solid or solid lung cancer

Eur J Cardiothorac
surg 57(4): 763-
770,2020

Original
Article

201 Itonaga T 放射線医学分野

Prognostic impact of solid tumor component
diameter in early-stage non -small cell lung
carcinoma treated with intensity-modulated
fractionated radiotherapy: a retrospective
analysis impact of solid tumor component
diameter in NSCLC treated with IMRT

Br J Radiol
93(1109):
doi;1.1259/bjr2019
1027, 2020

Original
Article

202 Yamamichi T 放射線医学分野

Association between F-18 fluorodeoxyglucose
uptake of noncancerous lung area and acute
exacerbation of interstitial pneumonia in
patients with lung cancer after resection

J Thorac
Cardiovasc Surg
159(3): 1111-1118,
2020

Original
Article

203 Saito K 放射線医学分野

Validation study of perfusion parameter in
hypervascular hepatocellular carcinoma and
focal nodular hyperplasia using dynamic
susceptibility magnetic resonance imaging with
superparamagnetic iron oxide: comparison with
single level dynamic CT arteriography

Quant Imaging Med
Surg 10(6): 1298-
1306,2020

Original
Article

204 Yoshimaru D 放射線医学分野
Evaluation of abdominal hemodynamics through
compressed sensing accelerated functional
imaging

Magn Reson Imaging
73: 186-191,2020

Original
Article

小計12
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205 Abe K 放射線医学分野
The 2020 national diagnostic reference levels
for nuclear medicine in Japan

Ann Nucl Med
34(11): 799-
806,2020

Original
Article

206 Okubo M 放射線医学分野
Predictive factors for local control of early
glottic squamous cell carcinomas after
definitive radiotherapy

Mol Clin Oncol
12(6): 541-
550,2020

Original
Article

207 Kano M 放射線医学分野

Successful treatment of bronchial artery
aneurysms associated with racemose hemangioma
by combined therapy of transcatheter bronchial
artery embolization and thoracic endovascular
aortic repair

Vasc Endovasc Surg
54(6): 540-
543,2020

Case
Report

208 Ikenaga S 放射線医学分野
A case of a patient who underwent transcatheter
arterial embolization for unruptured splenic
aneurysm during pregnancy

Radiol Case Rep
16(1): 78-83,2020

Case
Report

209 Tanaka T 放射線医学分野
Diffusion-weighted imaging might be useful for
reactive lymphoid hyperplasia diagnosis of the
liver: a case report

World J Clin Cases
8(21): 5313-
5319,2020

Case
Report

210 Saito k 放射線医学分野
Abdominal organ enhancement in dynamic MRI
using 1 M gadobutrol versus 0.5 M meglumine
gadoterate in patients having liver hemangioma

Curr Med Imaging
doi:
10.2174/1573405616
999201109215827,20
20

Case
Report

211 Otaka J 放射線医学分野
Coil embolization of renal artery aneurysms:
simultaneous delivery of three microdevices
with a novel 6-Fr guiding sheath

Radiol Case Rep
16(3): 579-
584,2020

Case
Report

212
Mizoguchi
I.

疾患モデル研究センター
EBV-induced gene 3 augments IL-23Rα protein
expression through a chaperone calnexin

J Clin Invest
130(11): 6124-
6140, 2020

Original
Article

213 Ueda S. 疾患モデル研究センター
miR-27a ameliorates chemoresistance of breast
cancer cells by disruption of reactive oxygen
species homeostasis and impairment of autophagy

Lab Invest 100(6):
863-873, 2020

Original
Article

214
Tsujimaru
K.

疾患モデル研究センター

Extracellular microvesicles that originated
adipose tissue derived mesenchymal stem cells
have the potential ability to improve
rheumatoid arthritis on mice

Regen Ther 15:
305-311, 2020

Original
Article

215 Yamazaki Y. 医学教育学分野
Assessment of blood pressure measurement skills
in second-year medical students after ongoing
simulation-based education and practice

Medical Education
Online 26(1);
1841982. 2021

Original
Article

216 Yamazaki Y. 医学教育学分野
Prevalence and curriculum of sexual and gender
minority education in Japanese medical school
and future direction

Med Educ Online
25(1): 1710895,
2020

Original
Article

小計12
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217 Shibata T 微生物学分野
Respiratory syncytial virus infection
exacerbates pneumococcal pneumonia via
Gas6/Axl-mediated macrophage polarization

J Clin Invest.
130(6):3021-3037

Original
Article

218 Miyazaki H 微生物学分野

Genetic characteristics of piliated
Streptococcus pneumoniae serotype 35B,
increased after introduction of pneumococcal
vaccines in Japan.

J Infect
Chemother.
26(11):1198-1204.

Original
Article

219 Okanda T 微生物学分野

Characteristics of Carbapenemase-Producing
Klebsiella pneumoniae Isolated in the Intensive
Care Unit of the Largest Tertiary Hospital in
Bangladesh

Front Microbiol.
11: 612020

Original
Article

220 Okanda T 微生物学分野

Rapid detection assay of toxigenic
Clostridioides difficile through PathOC
RightGene, a novel high-speed polymerase chain
reaction device

Diagn Microbiol
Infect Dis.
99(2):115247

Original
Article

221 Okanda T 微生物学分野
In vitro effect of an antimicrobial combination
therapy without colistin and tigecycline for
CPE and non-CPE

J Infect
Chemother.
26(4):322-330

Original
Article

222 Komaki S 微生物学分野
Unexpected effect of probiotics by Lactococcus
lactis subsp. lactis against colitis induced by
dextran sulfate sodium in mice.

J Infect
Chemother.
26(6):549-553

Original
Article

223 Ito S. 細胞生理学分野
Fibulin-1 Integrates Subendothelial
Extracellular Matrices and Contributes to
Anatomical Closure of the Ductus Arteriosus

Arterioscler
Thromb Vasc Biol
40(9): 2212-2226,
2020

Original
Article

224 Tashiro M. 細胞生理学分野
TRPM7 silencing attenuates Mg2+ influx in
cardiac myoblasts, H9c2 cells

J Physiol Sci
70(1): 47, 2020

Others

225 Hiromi T. 細胞生理学分野
Excessive EP4 Signaling in Smooth Muscle Cells
Induces Abdominal Aortic Aneurysm by Amplifying
Inflammation

Arterioscler
Thromb Vasc Biol
40(6): 1559-1573,
2020

Original
Article

226 Umezu T. 分子病理学分野
Comprehensive analysis of liver and blood miRNA
in precancerous conditions

Sci Rep 10 1-11,
2020

Original
Article

227 Ueda S. 分子病理学分野
miR-27a ameliorates chemoresistance of breast
cancer cells by disruption of reactive oxygen
species homeostasis and impairment of autophagy

Laboratory
Investigation 100
(6) 863-873, 2020

Original
Article

228 Kurata A. 分子病理学分野
Strategy for postmortem diagnosis of myocardial
infarction

Virchows Arch 476
177-178, 2020

Others

小計12
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229 Watanabe N. 分子病理学分野

Generation of induced pluripotent stem cells
from a female patient with a Xq27.3-q28
deletion to establish disease
models and identify therapies

Cellular
Reprogramming
22(4) 179-188,
2020

Original
Article

230
Tsujimaru
K.

分子病理学分野

Extracellular microvesicles that originated
adipose tissue derived mesenchymal stem cells
have the potential ability to improve
rheumatoid arthritis on mice

Regen Ther
9;15:305-311, 2020

Original
Article

231 Saito A. 分子病理学分野

Prediction of early recurrence of
hepatocellular carcinoma after resection using
digital pathology images assessed by machine
learning

Mod Pathol 34 417–
425, 2020

Original
Article

232 Saito A. 人工知能応用医療講座

Prediction of early recurrence of
hepatocellular carcinoma after resection using
digital pathology images assessed by machine
learning

Mod Pathol 34 417–
425, 2020

Original
Article

233 Umezu T. 人工知能応用医療講座
Comprehensive analysis of liver and blood miRNA
in precancerous conditions

Sci Rep
10(1):21766, 2020

Original
Article

234
Saitoh Y,
Umezu T.

先端核酸医療講座

Downregulation of extracellular vesicle
microRNA-101 derived from bone marrow
mesenchymal stromal cells in myelodysplastic
syndrome with disease progression

Oncol Lett 19(3):
2053-2061, 2020

Original
Article

235
Gladkova
N*, Umezu
T.

先端核酸医療講座

Effect of the extracellular component of bone
marrow mesenchymal stromal cells from healthy
donors on hematologic neoplasms and their
angiogenesis

Hum Cell 33(3):
599-609, 2020

Original
Article

236 Umezu T. 先端核酸医療講座
Comprehensive analysis of liver and blood miRNA
in precancerous conditions

Sci Rep 10(1):
21766, 2020

Original
Article

237 Ueda S. 先端核酸医療講座
miR-27a ameliorates chemoresistance of breast
cancer cells by disruption of reactive oxygen
species homeostasis and impairment of autophagy

Laboratory
Investigation
100(6):863-873,
2020

Original
Article

238
Tsujimaru
K.

先端核酸医療講座

Extracellular microvesicles that originated
adipose tissue derived mesenchymal stem cells
have the potential ability to improve
rheumatoid arthritis on mice

Regen Ther 15:305-
311, 2020

Original
Article

239 Saito A. 先端核酸医療講座

Prediction of early recurrence of
hepatocellular carcinoma after resection using
digital pathology images assessed by machine
learning

Mod Pathol 34 417–
425, 2020

Original
Article

240 Hara S. 法医学分野
Blockade of the renin-angiotensin system
suppresses hydroxyl radical production in the
rat striatum during carbon monoxide poisoning.

Scientific reports
10:2602,2020

Original
Article

小計12
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241 Haseumi A. 法医学分野
Analyzing cannabinoid-induced abnormal
behavior in a zebrafish model.

Plos one
13(10):e0236606,20
20

Original
Article

242 Kawahara G 法医学分野
Antagonists for serotonin receptors ameliorate
rhabdomyolysis induced by 25D-NBOMe, a
psychoactive designer drug

Forensic
Toxicology 38:122–
128,2020

Original
Article

243
Yamamoto,
J.

ケミカルバイオロジー講座
ARID2 is a pomalidomide-dependent CRL4CRBN
substrate in multiple myeloma cells.

Nat. Chem. Biol.,
16, 1208-1217,
2020.

Original
Article

244 Ito, T ケミカルバイオロジー講座
Molecular mechanisms of thalidomide and its
derivatives.

Proc. Jpn. Acad.
Ser. b, 96, 189-
203, 2020.

Review

245
Asatsuma-
Okumura, T.

ケミカルバイオロジー講座
Molecular mechanisms of the teratogenic effects
of thalidomide.

Pharmaceuticals,
13, 95, 2020.

Review

246 Saiki I. 分子予防医学寄付講座
Functional Expression of CholineTransporter-
Like Protein 1 in LNCaP Prostate Cancer Cells:
A Novel Molecular Target

Biomol Ther
28:195-201, 2020

Original
Article

247 Ishikawa T. 分子予防医学寄付講座

Protein kinase C promotes choline transporter‑
like protein 1 function via improved cell
surface expression in immortalized human
hepatic cells

Molecular Medicine
Reports 21:777-
785, 2020

Original
Article

248 Fuse S. 健康増進スポーツ医学分野
Relationships between plasma lipidomic profiles
and brown adipose tissue density in humans

Int J Obes (Lond)
44(6): 1387-1396,
2020

Original
Article

249 Hamaoka T. 健康増進スポーツ医学分野
Near-infrared time-resolved spectroscopy for
assessing brown adipose tissue density in
humans: a review

Front Endocrinol
(Lausanne) 11:
261, 2020

Original
Article

250 Tanaka R. 健康増進スポーツ医学分野
Vigorous-intensity physical activities are
associated with high brown adipose tissue
density in humans

Int J Environ Res
Public Health
17(8): 2796, 2020

Original
Article

251 Fuse S. 健康増進スポーツ医学分野

Effects of capsinoid intake on brown adipose
tissue vascular density and resting energy
expenditure in healthy, middle-aged adults: A
randomized, double-blind, placebo-controlled
study

Nutrients 12(9):
2676, 2020

Original
Article

252 Takagi S. 健康増進スポーツ医学分野
Differences in muscle O2 dynamics during
treadmill exercise between aerobic capacity-
matched overweight and normal-weight adults

Adv Exp Med Biol
1232: 223-229,
2020

Original
Article

小計12
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253 Endo T. 健康増進スポーツ医学分野
Reduced Optical Path Length in the Vastus
Lateralis During Ramp Cycling Exercise

Adv Exp Med Biol
1232: 239-244,
2020

Original
Article

254 Fuse S. 健康増進スポーツ医学分野
Identificaion of human brown/beige adipose
tissue using near-infrared time-resolved
spectroscopy

Proc. SPIE 11237,
Biophotonics in
Exercise Science,
Sports Medicine,
Health Monitoring
Technologies, and
Wearables;

Others

255 Kime R. 健康増進スポーツ医学分野
Limited muscle oxygen diffusive transport
during exercise in humans

Proc. SPIE 11237,
Biophotonics in
Exercise Science,
Sports Medicine,
Health Monitoring
Technologies, and
Wearables,

Others

256
Shimomura
M*,

健康増進スポーツ医学分野

Relationship between plasma asymmetric
dimethylarginine and nitric oxide levels
affected aerobic exercise training-induced
reduction of arterial stiffness in middle-aged
and older adults.

Phys Act Nutr
25(1):16-22, 2021

Original
Article

257 Iwasaki E* 消化器・小児外科学分野
Impact of electrical pulse cut mode during
endoscopic papillectomy: a pilot randomized
clinical trial

Dig Endosc 32(1):
127-135, 2020

Original
Article

258 Kawakami H* 消化器・小児外科学分野
A novel integrated inside biliary stent and
nasobiliary drainage catheter system for
biliary drainage (with video)

J Hepatobiliary
Pancreat Sci
27(3): 149-150,
2020

Original
Article

259 Yamaguchi H 消化器内科学分野

The relationship between post-colonoscopy
colorectal cancer and quality indicators of
colonoscopy: the latest single-center cohort
study with a review of the literature

Intern Med 59(12):
1481-1488, 2020

Original
Article

260 Sugimoto K 消化器内科学分野
The role of multiparametric US of the liver for
the evaluation of nonalcoholic steatohepatitis

Radiology 296(3):
532-540, 2020

Original
Article

261 Tonozuka R 消化器内科学分野
Endoscopic ultrasonography-guided
gastroenterostomy techniques for treatment of
malignant gastric outlet obstruction

Clin Endosc 53(5):
510-518, 2020

Original
Article

262 Yamaguchi H 消化器内科学分野

Predictive factors of postendoscopic submucosal
dissection electrocoagulation syndrome and the
utility of computed tomography scan after
esophageal endoscopic submucosal dissection

Digestion 101(5):
579-589, 2020

Original
Article

263 Sugimoto M 消化器内科学分野
Endoscopic reflux esophagitis and reflux-
related symptoms after helicobacter pylori
eradication therapy: meta-analysis

J Clin Med 9(9):
E3007, 2020

Original
Article

264 Furuichi Y 消化器内科学分野

Thrombopoietin receptor agonist is more
effective than platelet transfusion for chronic
liver disease with thrombocytopenia, shown by
propensity score matching

Hepatol Res 50(9):
1062-1070, 2020

Original
Article

小計12
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265 Sugimoto K 消化器内科学分野
Usefulness of modified CEUS LI-RADS for the
diagnosis of hepatocellular carcinoma using
sonazoid

Diagnostics
(Basel) 10(10):
E828, 2020

Original
Article

266 Sugimoto K 消化器内科学分野
Clinical utilization of shear wave dispersion
imaging in diffuse liver disease

Ultrasonography
39(1): 3-10, 2020

Review

267 Sugimoto K 消化器内科学分野
Irreversible electroporation of hepatocellular
carcinoma: the role of ultrasonography

Ultrasonography
39(3): 229-237,
2020

Review

268 Sofuni A 消化器内科学分野 Ultrasound diagnosis of pancreatic solid tumors
J Med Ultrason
(2001) 47(3): 359-
376, 2020

Review

269 Yamamoto K 消化器内科学分野 Insights and updates on endoscopic papillectomy

Expert Rev
Gastroenterol
Hepatol 14(6):
435-444, 2020

Review

270 Kagawa Y 消化器内科学分野

Novel dedicated plastic cube for infection
prevention during gastrointestinal endoscopy
and endoscopic retrograde
cholangiopancreatography

Dig Endosc 32(6):
991, 2020

Review

271 Itoi T 消化器内科学分野
EUS-guided gastrojejunostomy: Double-balloon
occlusion theory with experimental study (with
video)

J Hepatobiliary
Pancreat Sci
27(10): 791-792,
2020

Review

272 Tsuchiya T 消化器内科学分野
Endoscopic ultrasonography-guided
gastroenterostomy using lumen-apposing metal
stents

Techniques and
innovations in
Gastrointestinal
Endoscopy 22: 27-
32, 2020

Review

273 Tonozuka R 消化器内科学分野
The Role of artificial intelligence in
endoscopic ultrasound for pancreatic disorders

Diagnostics
(Basel) 11(1):
E18, 2020

Review

274 Mukai S 消化器内科学分野

Endoscopic ultrasonography-guided
hepaticogastrostomy with novel two-step
puncture technique following peroral
cholangioscopy-assisted stone removal

Dig Endosc 32(3):
e32-e33, 2020

Case
Report

275 Koyama Y 消化器内科学分野
Endoscopic submucosal dissection of early
gastric cancer in a patient with situs inversus
totalis

VideoGIE 5(8):
347-349, 2020

Case
Report

276 Yamaguchi H 消化器内科学分野
"Pulley type" countertraction for colonic
endoscopic submucosal dissection of laterally
spreading tumors involving a diverticulum

Endosc Int Open
8(9): E1183-E1184,
2020

Case
Report

小計12

23/30



（1）高度の医療技術の開発及び評価を行うことの評価対象となる論文 【資料1】

番号
発表者
氏名

筆頭著者の
特定機能病院における

所属
題名 雑誌名・出版年月等

論文
種別

277 Shimai S 消化器内科学分野
Three cases of ampullary neuroendocrine tumor
treated by endoscopic papillectomy: a case
report and literature review

Intern Med 59(19):
2369-2374, 2020

Case
Report

278 Yamaguchi H 消化器内科学分野

Successful resection of a giant pedunculated
pharyngeal liposarcoma by endoscopic submucosal
dissection with countertraction using grasping
forceps

VideoGIE
5(12):643-645,
2020

Case
Report

279 Yamamoto K 消化器内科学分野
Pre-aspiration of a large retention cyst
followed by EUS-FNB for the successful
diagnosis of a patient with pancreatic cancer

J Hepatobiliary
Pancreat Sci
27(12): e20-e21,
2020

Case
Report

280 Ishizaki T 消化器・小児外科学分野

Comparison of Intra-Abdominal Infection Risk
Between Intracorporeal and Extracorporeal
Anastomosis in Laparoscopic Right Hemicolectomy
for Colon Cancer: A Single-Center Retrospective
Study

Am Surg・87・341-
346・2021

Original
Article

281 Mazaki J 消化器・小児外科学分野
Long-Term Outcomes of Laparoscopic Versus Open
Surgery for Colon Cancer in Noncancer-Specific
Hospital: Propensity Score Analysis

J Laparoendosc Adv
Surg Tech A・31・
433-442・2021

Original
Article

282 Enomoto M 消化器・小児外科学分野
Laparoscopic complete mesocolic excision with
true central vascular ligation for right-sided
colon cancer

Surg Endosc・34・
5640-5641・2020

Original
Article

283 Nagakawa Y 消化器・小児外科学分野

Precise anatomical resection based on
structures of nerve and fibrous tissue around
the superior mesenteric artery for mesopancreas
dissection in pancreaticoduodenectomy for
pancreatic cancer

J Hepatobiliary
Pancreat Sci・27・
342-351・2020

Original
Article

284 Tanaka H. 生科学分野

Comparison of autophagy inducibility in various
tyrosine kinase inhibitors and their enhanced
cytotoxicity via inhibition of autophagy in
cancer cells in combined treatment with
azithromycin

Biochem Biophys
Rep 17;22:100750,
2020 Mar

Original
Article

285 Yokota A. 生科学分野
Sequestosome 1 (p62) accumulation in breast
cancer cells suppresses progesterone receptor
expression via argonaute 2

Biochem Biophys
Res Commun
531(2):256-263,
2020 Oct 15

Original
Article

286 Takeda A. 生科学分野
Macrolide antibiotics enhance the antitumor
effect of lansoprazole resulting in lysosomal
membrane permeabilization‑associated cell death

Int J Oncol
57(6):1280-1292,
2020 Dec

Original
Article

287 Teraoka S. 生科学分野

Association of BRCA Mutations and BRCAness
Status With Anticancer Drug Sensitivities in
Triple-Negative Breast Cancer Cell Lines

J Surg Res. 2020
Jun;250:200-208.
doi:
10.1016/j.jss.2019
.12.040. Epub 2020
Feb 21.
PMID: 32092597

Original
Article

288 Fumiyoshi Y 糖尿病代謝内分泌科
A novel homozygous mutation of thyroid
peroxidase gene abolishes a disulfide bond
leading to congenital hypothyroidism

International
Journal of
Endocrinology・
2020

Original
Article

小計12
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289 Ito Y 糖尿病代謝内分泌科

Development of a high-performance liquid
chromatography-tandem mass spectrometric method
for the determination of Methimazole in human
blood matrices.

J Chromatogr B
Analyt Technol
Biomed Life Sci.
Mar
27;1144:122083.
doi:
10.1016/j.jchromb.

Original
Article

290 Takuya I 糖尿病代謝内分泌科

Protein kinase C promotes choline transporter‑
like protein 1 function via improved cell
surface expression in immortalized human
hepatic cells

Mol Med Rep. 2020
Feb;21(2):777-785.
doi:
10.3892/mmr.2019.1
0894.

Original
Article

291 Hironori A 糖尿病代謝内分泌科
A Rare Case of Ectopic Adrenocorticotropic
Hormone Syndrome with Recurrent Olfactory
Neuroblastoma

Intern Med 2020
Sep 12

Case
Report

292 Odawara M 糖尿病代謝内分泌科
[Evaluation of Intervention
by an Antimicrobial Stewardship Team for
Patients with Bacteremia].

Yakugaku
Zasshi.
2020;140(2):319-
328. Japanese.

Original
Article

293 Abe H 糖尿病代謝内分泌科
A Rare Case of Ectopic Adrenocorticotropic
Hormone Syndrome with Recurrent Olfactory
Neuroblastoma.

internalmedicine.2
897-19. Epub 2020
Sep 12.

Original
Article

294 Yakou F 糖尿病代謝内分泌科
A Novel Homozygous Mutation of Thyroid
Peroxidase Gene Abolishes a Disulfide Bond
Leading to Congenital Hypothyroidism.

Int J Endocrinol.
2020 Aug 30

Original
Article

295 Odawara M 糖尿病代謝内分泌科

Effectiveness and safety of insulin glargine
300 unit/mL in Japanese type 2 diabetes
mellitus patients: a 12-month post-marketing
surveillance study (X-STAR study).

Expert Opin
Pharmacother. 2020
Oct;21(14):1771-
1780.

Original
Article

296 Suwanai H 糖尿病代謝内分泌科

Dipeptidyl Peptidase-4
Inhibitor Reduces the Risk of Developing
Hypertrophic Scars and Keloids
following Median Sternotomy in Diabetic
Patients: A Nationwide Retrospective
Cohort Study Using the National Database of
Health Insurance Claims of Japan.

Plast Reconstr
Surg. 2020
Jul;146(1):83-89.

Original
Article

297 Kayaba M 睡眠学寄付講座
Impact of sleep problems on daytime function in
school life: a cross-sectional study involving
Japanese university students

BMC Public Health
20(1): 371, 2020

Original
Article

298
Sasai-
Sakuma, T

睡眠学寄付講座
Prevalence and clinical characteristics of REM
sleep behavior disorder in Japanese elderly
people

SLEEP Aug
12;43(8):zsaa024,
2020

Original
Article

299
Sasai-
Sakuma, T

睡眠学寄付講座
Prevalence, clinical symptoms and
polysomnographic findings of REM-related sleep
disordered breathing in Japanese population

Sleep Med Apr 80:
52-56, 2020

Original
Article

300 Machida M. 公衆衛生学分野
Adoption of personal protective measures by
ordinary citizens during the COVID-19 outbreak
in Japan

Int J Infect Dis
94: 139-144, 2020

Original
Article

小計12
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301 Machida M. 公衆衛生学分野

Changes in implementation of personal
protective measures by ordinary Japanese
citizens: A longitudinal study from the early
phase to the community transmission phase of
the COVID-19 outbreak

Int J Infect Dis
96: 371-375, 2020

Original
Article

302
Sameshima
H.

公衆衛生学分野
Combined effects of parenting in childhood and
resilience on work stress in nonclinical adult
workers from the community

Front Psychiatry
11: 776, 2020

Original
Article

303 Machida M. 公衆衛生学分野
The actual implementation status of self-
isolation among Japanese workers during the
COVID-19 outbreak

Trop Med Health
48: 63, 2020

Original
Article

304 Amagasa S. 公衆衛生学分野

Changes in rural older adults’ sedentary and
physically-active behaviors between a non-
snowfall and a snowfall season: compositional
analysis from the NEIGE study

BMC Public Health
20: 1248, 2020

Original
Article

305 Kikuchi H. 公衆衛生学分野

Intensity-specific validity and reliability of
the Japan Public Health Center-based
prospective study-physical activity
questionnaire

Preventive
Medicine Reports
20: 101169, 2020

Original
Article

306 Miyama H. 公衆衛生学分野

Association of chronotypes and sleep
disturbance with perceived job ｓtressors and
stress response: A covariance structure
analysis

Neuropsychiatr Dis
Treat 16: 1997-
2005, 2020

Original
Article

307 Seki T. 公衆衛生学分野

Influence of parenting quality and neuroticism
on perceived job stressors and psychological
and physical stress response in adult workers
from the community

Neuropsychiatric
Disease and
Treatment 16:
2007-2015, 2020

Original
Article

308 Machida M. 公衆衛生学分野
Incorrect use of face masks during the current
COVID-19 pandemic among the general public in
Japan

Int J Environ Res
Public Health 17:
6484, 2020

Original
Article

309 Amagasa S. 公衆衛生学分野

Associations of sedentary and physically-active
behaviors with cognitive-function decline in
community-dwelling older adults: compositional
data analysis from the NEIGE study

J Epidemiol
30(11): 503-508,
2020

Original
Article

310 Kikuchi H. 公衆衛生学分野
Changes in psychological distress during the
COVID-19 pandemic in Japan: a longitudinal
study

J Epidemioll
30(11): 522-528,
2020

Original
Article

311 Hamaoka T. 公衆衛生学分野
Near-infrared time-resolved spectroscopy for
assessing brown adipose tissue density in
humans: A review

Front Endocrinol
11: 261, 2020

Review

312 Amagasa S. 公衆衛生学分野
Long-term care and the coronavirus disease 2019
challenge in Japan

J Gen Fam Med
21(6): 292-293,
2020

Others

小計12
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313 Amagasa S. 公衆衛生学分野
Preventing infectious diseases outbreaks at
exercise facilities

Managing Sport and
Leisure 1-4, 2020

Others

314 Amagasa S. 公衆衛生学分野
Mobility trends reports revealed “Self-
isolation Fatigue” in Japan: Use of mobility
data for coronavirus disease control

JMA Journal: 3
（3): 272-273,
2020

Others

315 Murata K. 公衆衛生学分野
Artificial intelligence for the detection of
vertebral fractures on plain spinal radiography

Sci Rep 10(1):
20031, 2020

Original
Article

316 Nagata S*. 公衆衛生学分野

Objective scoring of streetscape walkability
related to leisure walking: Statistical
modeling approach with semantic segmentation of
Google Street View images

Health Place
66:102428, 2020

Original
Article

317 Fukami S 脳神経外科学分野
Clinical application of the mirror irradiation
technique in photodynamic therapy for malignant
glioma

Photodiagnosis and
Photodynamic
Therapy, doi:
10.1016/j.pdpdt.20
20.101956, [Epub
ahead of print],
2020

Original
Article

318 Tanaka Y 脳神経外科学分野
Arterial spin labeling imaging correlates with
the angiographic and clinical vascularity of
vestibular schwannomas

Neuroradiology
62(4): 463-471,
2020

Original
Article

319 Ichimasu N 脳神経外科学分野
Long-term prognosis of preserved useful hearing
after surgery in patients with vestibular
schwannoma: a study of 91 cases

Acta
Neurochirurgica
(Wien) 162(11):
2619-2628, 2020

Original
Article

320 Ichimasu N 脳神経外科学分野
Microvascular decompression for trigeminal
neuralgia caused by trigeminocerebellar artery

Neurosurgical
Focus Video 3(2):
V4, 2020

Others

321
Matsushima
K

脳神経外科学分野

Management of sigmoid sinus injury:
Retrospective study of 450 consecutive
surgeries in the cerebellopontine angle and
intrapetrous region

Operative
Neurosurgery
(Hagerstown)
19(6): 721-729,
2020

Original
Article

322
Matsushima
K

脳神経外科学分野
Middle fossa approach for facial nerve
schwannoma aiming for functional improvement:
2-dimensional operative video

Operative
Neurosurgery
(Hagerstown)
18(5): E167-E168,
2020

Others

323
Matsushima
K

脳神経外科学分野
Preoperative radiological investigation and
intraoperative measurement with a microscale

Acta
Neurochirurgica
(Wien) 162(1): 73-
74, 2020

Others

324
Matsushima
K

脳神経外科学分野
Intraoperative continuous vagus nerve
monitoring with repetitive direct stimulation
in surgery for jugular foramen tumors

Journal of
Neurosurgery,
[post acceptance],
2020

Original
Article

小計12
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325 Umahara T 脳神経外科学分野
Essential autophagic protein Beclin 1 localizes
to atherosclerotic lesions of human carotid and
major intracranial arteries

Journal of the
Neurological
Sciences 414:
116836, 2020

Original
Article

326 Umahara T 脳神経外科学分野

Frontotemporal dementia-associated protein
"phosphorylated TDP-43" localizes to
atherosclerotic lesions of human carotid and
main cerebral arteries

Histology and
Histopathology
35(2): 159-167,
2020

Original
Article

327 Murata K 脳神経外科学分野
Salvage carbon ion radiotherapy for recurrent
solitary fibrous tumor: A case report and
literature review

Journal of
Orthopaedic
Surgery (Hong
Kong) 28(1):
2309499019896099,
2020

Case
Report

328 Koge J 脳神経外科学分野

Impact of thrombus migration on clinical
outcomes in patients with internal carotid
artery occlusions and patent middle cerebral
artery

J Neurol Sci 412:
116737, 2020

Original
Article

329 Kikuno M 脳神経外科学分野
Underlying embolic and pathologic
differentiation by cerebral microbleeds in
cryptogenic stroke

Journal of
Neurology 267(5):
1482-1490, 2020

Original
Article

330 Nagakawa Y. 人体病理学分野

Precise anatomical resection based on
structures of nerve and fibrous tissue around
the superior mesenteric artery for mesopancreas
dissection in pancreaticoduodenectomy for
pancreatic cancer

J Hepatobiliary
Pancreat Sci
27(6): 342-351,
2020

Original
Article

331 Itoi T. 人体病理学分野
EUS-guided gastrojejunostomy: double-balloon
occlusion theory with experimental study (with
video)

J Hepatobiliary
Pancreat Sci
27(10): 791-792,
2020

Review

332 Yamamoto K. 人体病理学分野
Pre-aspiration of a large retention cyst
followed by EUS-FNB for the successful
diagnosis of a patient with pancreatic cancer

J Hepatobiliary
Pancreat Sci
27(12): e20-e21,
2020

Case
Report

333 Nakamura I. 人体病理学分野
Painful proctitis with mixed infection due to
herpes simplex virus types 1 and 2 and
chlamydia trachomatis

Int J Infect Dis
98: 406-407, 2020

Case
Report

334 Yorozu T. 人体病理学分野
HER2 status in molecular subtypes of urothelial
carcinoma of the renal pelvis and ureter

Clinical
Genitourinary
Cancer 18(4):
e443-e449, 2020

Original
Article

335 Tanaka T. 人体病理学分野
Diffusion-weighted imaging might be useful for
reactive lymphoid hyperplasia diagnosis of the
liver: a case report

World J Clin Cases
8(21): 5313-5319,
2020

Case
Report

336 Shimai S. 人体病理学分野
Three cases of ampullary neuroendocrine tumor
treated by endoscopic papillectomy: a case
report and literature review

Intern Med 59(19):
2369-2374, 2020

Case
Report

小計12
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（1）高度の医療技術の開発及び評価を行うことの評価対象となる論文 【資料1】

番号
発表者
氏名

筆頭著者の
特定機能病院における

所属
題名 雑誌名・出版年月等

論文
種別

337 Yajima C. 人体病理学分野
A case of imatinib-related obstructive
bronchiolitis followed long term

Respir Med Case
Rep 30: 101052,
2020

Case
Report

338 Abe H. 人体病理学分野
A rare case of ectopic adrenocorticotropic
hormone syndrome with recurrent olfactory
neuroblastoma.

Intern Med.2021
Jan 1;60(1):105-
109. doi:10. 2169/
internalmedicine.2
897-19. Epub 2020
Sep 12.

Case
Report

339
Nakaguro
M*.
Tanigawa M.

人体病理学分野
The diagnostic utility of RAS Q61R mutation-
specific immunohistochemistry in epithelial-
myoepithelial carcinoma

Am J Surg Pathol
. 2021 Jul
1;45(7):885-894.

Original
Article

340 Yorozu T. 人体病理学分野
Myoepithelioma-like hyalinizing epithelioid
tumor of the foot harboring an OGT-FOXO1 fusion

Am J Surg Pathol
. 2021 Feb
1;45(2):287-290.
doi:
10.1097/PAS.000000
0000001539.

Original
Article

341 Masuno R. 人体病理学分野
Magnetic resonance imaging of orbital solitary
fibrous tumors: radiological-pathological
correlation analysis

J Belg Soc Radiol
. 2021 Mar
16;105(1):14. doi:
10.5334/jbsr.2097.

Original
Article

342 Nakajima E. 人体病理学分野
Ruptured mediastinal mature teratoma causing
severe mediastinitis: report of a surgically
resected case and a literature review

Surg Case Rep
. 2021 Feb
16;7(1):48. doi:
10.1186/s40792-
021-01132-8.

Case
Report

343
Yunaiyama
D.

人体病理学分野

Use of gadoxetic acid-enhanced MRI to predict
the development of postoperative pancreatic
fistulas by estimating the degree of pancreatic
fibrosis

Curr Med Imaging
. 2021 Mar 10.
doi: 10.2174 /
157340561766621031
1114017. Online
ahead of print.

Original
Article

344 Yamamoto K. 人体病理学分野
Novel method for evaluating the indication for
endoscopic papillectomy in patients with
ampullary adenocarcinoma

Sci Rep
. 2021 Jan
12;11(1):600. doi:
10.1038/s41598-
020-79836-4.

Original
Article

345 Shimada Y. 人体病理学分野
Small RNA sequencing to differentiate lung
squamous cell carcinomas from metastatic lung
tumors from head and neck cancers

PLoS One. 2021 Mar
5;16(3):e0248206.
doi:10.1371/journa
l.pone.0248206.eCo
llection 2021.

Original
Article

346 Yoshimura M 看護部

High body mass index is a strong predictor of
intraoperative acquired pressure injury in
spinal surgery patients when prophylactic film
dressings are applied: A retrospective analysis
prior to the BOSS Trial

Int Wound
J.17(3):660-669,
2020

Original
Article

347 Inoue T 精神医学分野

A randomized, double-blind, placebo-controlled
study to assess the efficacy and safety of
vortioxetine in japanese patients with major
depressive disorder

Psychiatry and
Clinical
Neurosciences 74:
140-148, 2020

Original
Article

348 Shimura A 精神医学分野

Which sleep hygiene factors are important?
Comprehensive assessment of lifestyle habits
and job environment on sleep among office
workers

Sleep Health 6(3):
288-298, 2020

Original
Article

小計12
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番号
発表者
氏名

筆頭著者の
特定機能病院における

所属
題名 雑誌名・出版年月等

論文
種別

349 Ichiki M 精神医学分野 Current pharmacotherapy of mania in Japan

Clinical
Neuropsychopharmac
ology and
Therapeutics 11:
9-14, 2020

Others

350 Morishita C 精神医学分野
Utility of TEMPS-A in differentiation between
major depressive disorder, bipolar I disorder,
and bipolar II disorder

PLoS ONE 15(5):
e0232459, 2020

Original
Article

351 Inoue T 精神医学分野
Prevalence of comorbid anxiety disorders and
their associated factors in patients with
bipolar disorder or major depressive disorder

Neuropsych Dis
Treat 16: 1695-
1704, 2020

Original
Article

352 Furuichi W 精神医学分野
Effects of job stressors, stress response, and
sleep disturbance on presenteeism in office
workers

Neuropsych Dis
Treat 15: 1827-
1833, 2020

Original
Article

353 Miyama H 精神医学分野

Association of chronotypes and sleep
disturbance with perceived job stressors and
stress response: a covariance structure
analysis

Neuropsych Dis
Treat 16: 1997-
2005, 2020

Original
Article

354 Sameshima H 精神医学分野
Combined effects of parenting in childhood and
resilience on work stress in nonclinical adult
workers from the community

Frontiers in
Psychiatry 11:
776, 2020

Original
Article

355 Seki T 精神医学分野

Influence of parenting quality and neuroticism
on perceived job stressors and psychological
and physical stress response in adult workers
from the community

Neuropsych Dis
Treat 16: 2007-
2015, 2020

Original
Article

356 Ichiki M 精神医学分野
Treatment-resistant depression and clinical
implications of its association with comorbid
anxiety disorders

Clinical
Neuropsychopharmac
ology and
Therapeutics 11:
54-60, 2020

Others

357 Murakoshi A 精神医学分野
Personality traits mediate the association
between perceived parental bonding and well-
being in adult volunteers from the community

Biopsychosoc Med
14: 28, 2020

Original
Article

小計9

計357件
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(様式第 3)

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

3 高度の医療技術の開発及び評価の実施体制

(1)倫理審査委員会の開催状況

① 倫理審査委員会の設置状況 〇有・無

② 倫理審査委員会の手順書の整備状況 〇有・無

・ 手順書の主な内容

東京医科大学医学倫理審査委員会に関する規程、東京医科大学医学倫理審査委員会運用手順

（委員会の業務、委員会の組織、審査手数料、教育・研修、事務局に関する事項 等）

③ 倫理審査委員会の開催状況 年 12 回

（注） 1 倫理審査委員会については、「臨床研究に関する倫理指針」に定める構成である場合に

「有」に○印を付けること。

2 前年度の実績を記載すること。

(2)利益相反を管理するための措置

① 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委員

会の設置状況

〇有・無

② 利益相反の管理に関する規定の整備状況 〇有・無

・ 規定の主な内容 教職員が研究活動及び業務活動を行ううえでの利益相反の審査、判定の

運用について定めている。

③ 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委員

会の開催状況

年１回

(注）前年度の実績を記載すること。

(3)臨床研究の倫理に関する講習等の実施

① 臨床研究の倫理に関する講習等の実施状況 年 4 回

・研修の主な内容

2020.07.20 演題：観察研究の計画で間違えやすいポイントとひな形の活用

2020.10.21 演題：看護研究スタートの第一歩

2021.01.21 演題：個人情報保護と研究倫理～トラブル回避のための留意点～

(注）前年度の実績を記載すること。



(様式第 4)

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類

1 研修の内容

【資料2】参照

（注）上記の研修内容は医師法及び歯科医師法の規定による臨床研修を終了した医師及び歯科医師

に対する専門的な研修について記載すること。

2 研修の実績

上記研修を受けた医師数 166.3 人

（注）前年度の研修を受けた医師の実績を記入すること。

3 研修統括者

研修統括者氏名 診 療 科 役 職 等 臨床経験年数 特 記 事 項

平山 陽示 総合診療科 臨床教授 37 年

後藤 明彦 血液内科 主任教授 33 年

阿部 信二 呼吸器内科 主任教授 28 年

近森 大志郎 循環器内科 主任教授 39 年

鈴木 亮 糖尿病・代謝・内分泌内科 主任教授 25 年

沢田 哲治 リウマチ・膠原病内科 教授 33 年

糸井 隆夫 消化器内科 主任教授 30 年

菅野 義彦 腎臓内科 主任教授 30 年

相澤 仁志 脳神経内科 主任教授 39 年

清水 聰一郎 高齢診療科 主任教授 21 年

井上 猛 メンタルヘルス科 主任教授 37 年

池田 徳彦 呼吸器外科・甲状腺外科 主任教授 35 年

荻野 均 心臓血管外科 主任教授 39 年

土田 明彦 消化器外科・小児外科 主任教授 39 年

石川 孝 乳腺科 主任教授 34 年

河野 道宏 脳神経外科 主任教授 34 年

山本 謙吾 整形外科 主任教授 38 年

松村 一 形成外科 主任教授 33 年

西 洋孝 産科・婦人科 主任教授 27 年

河島 尚志 小児科・思春期科 主任教授 40 年

後藤 浩 眼科 主任教授 37 年

塚原 清彰 耳鼻咽喉科・頭頸部外科 主任教授 23 年

大野 芳正 泌尿器科 主任教授 31 年

内野 博之 麻酔科 主任教授 34 年

齋藤 和博 放射線科 主任教授 31 年

木内 英 臨床検査医学科 主任教授 22 年

織田 順 救命救急センター 主任教授 28 年

上野 竜一 リハビリテーション科 臨床講師 31 年

原田 和俊 皮膚科 主任教授 27 年

渡邉 秀裕 感染症科 教授 35 年

長尾 俊孝 病理診断部 主任教授 29 年



(注) 1 医療法施行規則第六条の四第一項又は第四項の規定により、標榜を行うこととされている

診療科については、必ず記載すること。

(注) 2 内科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべ

てのサブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。

(注) 3 外科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべ

てのサブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。
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高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類

4 医師、歯科医師以外の医療従事者等に対する研修

① 医師、歯科医師以外の医療従事者に対する研修の実施状況（任意）

〇看護部

1. 集中ケア

1）看護専門領域研修「集中ケアシリーズ」全9回

・研修の主な内容：呼吸ケアナース養成講座アドバンス②③ 急性期せん妄を見逃さない、

敗血症患者を見逃さない、ICUを退出した敗血症患の継続ケア、病棟急変を防ごう、

急性心不全患者のケア、補助循環装置を使用する患者のケア①②

・研修の期間：2020年7月17日、8月17日、8月28日、9月11日、9月18日、10月30日、

11月20日、12月15日、2021年1月14日

・実施回数：9回 ・研修の参加人数：計149名

2）新人看護師研修「人工呼吸器装着中の看護」

・研修の主な内容：人工呼吸器の操作方法、アラームや表示パネルの確認方法、

NPPV・ネーザルハイフローの装着体験と皮膚ケアの必要性と方法、

人工呼吸器装着中の患者の看護（シチュエーション・ベースド・トレーニング）、

呼吸リハビリテーション（シミュレーター使用の演習）

・研修の期間：2020年11月9日（2回）、11月12日（2回）、11月13日

・実施回数：5回 ・研修の参加人数：計142名

2. 救急看護

1）看護専門領域研修「救急看護」全9回

・研修の主な内容：災害対応に必要な知識、患者さんの変化に気付くためのフィジカル

アセスメントを身につけよう 新人のためのフィジカルアセスメント

①～④、「急変OODA」院内急変の原因と対策 リーダーのための急変対



応①②

・研修の期間：2020年8月14日、9月4日、10月23日、11月6日、2021年1月8日、1月15日

1月29日、2月2日、3月5日

・実施回数：9回 ・研修の参加人数：83名

3. 新人看護師研修「急変時の看護」

・研修の主な内容：一次救命処置シミュレーション、CPR+AEDの手技確認、救急カート内の

医療器具の名称と用途、二次救命処置デモンストレーション（急変時に

おける新人看護師の役割）

・研修の期間：2020年10月1日（2回）、10月12日（2回）、10月19日（2回）

・実施回数：6回 ・研修の参加人数：計144名

4. がん看護

1）看護専門領域研修「がん看護シリーズ」全8回

・研修の主な内容：がん患者さんに多くみられる症状Ⅰ消化器症状に対する看護、

がん患者さんのアピアランスケア、がん患者さんに多くみられる症状Ⅱ

倦怠感に対する看護、がん患者さんに多くみられる症状Ⅲ がん疼痛看護

①②③④、がん患者さんのライフサイクルと意思決定支援

・研修の期間：2020年8月17日、8月25日、9月25日、11月27日、12月11日、12月17日、

12月23日、2021年1月22日

・実施回数：8回 ・研修の参加人数：69名

2）ラダーレベルⅡ研修「がん看護」

・研修の主な内容：がん化学療法薬の種類と作用機序、抗がん薬の暴露対応策、副作用と支

持療法、抗がん薬投与前・中・後の看護、レジメンのアセスメントと

セルフケア

・研修の期間：2020年12月24日

・実施回数：１回 ・研修の参加人数：13名



5. 慢性心不全看護

1）看護専門領域研修「慢性心不全看護」全3回

・研修の主な内容：心不全看護に必要な心電図の基礎知識、心不全急性期憎悪時のケアのポ

イント、慢性心不全患者の療養支援

・研修の期間：2020年8月27日、10月23日、11月27日

・実施回数：3回 ・研修の参加人数：48名

6. 皮膚・排泄ケア

1）看護専門領域研修「皮膚・排泄ケア」全2回

・研修の主な内容：ストーマケアの基本①②

・研修の期間：2020年7月15日、8月21日

・実施回数：2回 ・研修の参加人数：31名

7. 糖尿病看護

1）看護専門領域研修「糖尿病看護シリーズ」全4回

・研修の主な内容：安全にインスリン療法を実施しよう、周手術期の糖尿病看護、透析予防

のための患者指導、糖尿病患者のための食事指導

・研修の期間：2020年8月13日、9月25日、11月13日、2021年3月19日

・実施回数：4回 ・研修の参加人数：23名

8. 摂食・嚥下障害看護

1）看護専門領域研修「摂食・嚥下障害看護シリーズ」全5回

・研修の主な内容：看護師が行う口腔ケア、摂食・嚥下障害の病態と評価方法、安全な食事

に必要な看護①～③

・研修の期間：2020年7月7日、8月6日、9月18日、10月2日、11月5日

・実施回数：5回 ・研修の参加人数：44名

9. 排尿自立ケア

1）看護専門領域研修「排尿ケアシリーズ」全1回



・研修の主な内容：事例で学ぼう排尿ケア

・研修の期間：2020年9月4日

・実施回数：1回 ・研修の参加人数：5名

10. 小児救急看護

1）看護専門領域研修「小児救急看護シリーズ」全3回

・研修の主な内容：子どものトリアージを学ぼう、子供の救急対応（基礎編・中級編）

・研修の期間：2020年10月2日、11月26日、12月11日

・実施回数：3回 ・研修の参加人数：35名

11. 認知症看護

1）看護専門領域研修「認知症看護シリーズ」全1回

・研修の主な内容：老年期うつと認知症

・研修の期間：2020年10月16日

・実施回数：1回 ・研修の参加人数：8名

12. 臨床倫理

1）看護専門領域研修「臨床倫理シリーズ」全１回

・研修の主な内容：事例で学ぼう代理意思決定

・研修の期間：2020年12月4日

・実施回数：1回 ・研修の参加人数：10名

〇薬剤部

1. ・研修の主な内容：臨床感染症セミナー

・研修の期間・実施回数：2020年9月7日(1回目)、2021年3月5日(2回目)

・研修の参加人数：49人(1回目)、60人(2回目)

2. ・研修の主な内容：抗菌薬の使用状況・薬剤耐性対策

・研修の期間・実施回数：2020年12月7日



・研修の参加人数：121人

3. ・研修の主な内容：微生物検体の採取・提出について、環境ラウンド報告

・研修の期間・実施回数：2021年3月6日

・研修の参加人数：99人

〇中央検査部

1. ・研修の主な内容：患者さん対応に役立つアンガーマネジメントの基礎知識

・研修の期間：2020年9月28日

・実施回数：1回

・研修の参加人数：91名（臨床検査技師）

2. ・研修の主な内容：多職種連携のためのコミュニケーション

・研修の期間：2020 年 10 月 29 日

・実施回数：1 回

・研修の参加人数：64 名（臨床検査技師）

3. ・研修の主な内容：感染症の最新の話題と知っておきたい感染症検査のポイント

・研修の期間：2020 年 11 月 27 日

・実施回数：1 回

・研修の参加人数：58 名（臨床検査技師）

4. ・研修の主な内容：ウイルス感染症における予防・制御のポイント

・研修の期間：2020 年 12 月 23 日

・実施回数：1 回

・研修の参加人数：47 名（臨床検査技師）

5. ・研修の主な内容：疾患と検査:疾患により甲状腺ホルモンをどの様に考えるか？

・研修の期間：2021 年 1 月 29 日

・実施回数：1 回



・研修の参加人数：49 名（臨床検査技師）

〇臨床工学部

・研修の主な内容 「人工呼吸器定期研修」実際に使用している人工呼吸器に対し繰り返し

学ぶことを目的とする。看護師より指定された機種に対しその特性、操作を講義。

・研修の期間・実施回数 2020年6月21日 1回

・研修の参加人数 50人

・研修の主な内容 「テルモ社製輸液ポンプ、シリンジポンプ」入院患者がポンプ類を

装着して検査に来た際のアラーム対応について。基本操作の習得。

・研修の期間・実施回数 2020年7月1日 7月9日 2回

・研修の参加人数 31 人

〇放射線部

1. ・研修の主な内容：CT室「ヨード・ガドリニウム造影剤の急性副作用とその対策」

・研修の期間：2020年9月17日・実施回数１回

・研修の参加人数：30名 （診療放射線技師28名、看護師2名）

2. ・研修の主な内容：CT室 「造影剤自動注入器ステラント説明会」

・研修の期間・実施回数：2020年7月27日、9月30日、12月2日

・研修の参加人数：延べ人数53名（診療放射線技師47名、看護師6名）・実施回数１回

3. ・研修の主な内容：血管室（脳血管内治療に関する多職種カンファレンス）

・研修の期間：2020年4月～2021年3月・実施回数：15回

・研修の参加人数：述べ150名

4. ・研修の主な内容：カテ室 （心臓カテーテルに関する多職種カンファレンス）

・研修の期間：2020年8月26日、2020年12月23日、2021年3月17日・実施回数：3回

・研修の参加人数：40名（医師、看護師、臨床工学技士、診療放射線技師）

5. ・研修の主な内容：血管室（コロナ禍における血管・心カテ室運用管理会議）



・研修の期間：2020年4月3日、2020年4月10日、2020年5月22日・実施回数：3回

・研修の参加人数：23名（医師、看護師、診療放射線技師）

6. ・研修の主な内容：カテ室（全身麻酔導入によるカテ室シミュレーション）

・研修の期間：2021年3月23日・実施回数：1回

・研修の参加人数：10名（医師、看護師、臨床工学技士、診療放射線技師）

7. ・研修の主な内容：カテ室 TAVI症例の多職種シミュレーション

・研修の期間：2020年6月29日、2020年7月4日、2020年8月18日・実施回数：3回

・研修の参加人数：60名（医師、看護師、臨床工学技士、診療放射線技師）

8. ・研修の主な内容：治療室 画像誘導放射線治療(IGRT)におけるAlign RTのメリットと運用に

ついて

・研修の期間・実施回数：2020年11月21日・実施回数１回

・研修の参加人数：11名（診療放射線技師9名、医学物理士2名）

② 業務の管理に関する研修の実施状況（任意）

〇看護部

1. 看護管理

1）ラダーレベル研修「看護管理Ⅰ～Ⅳ」

・研修の主な内容：組織とメンバーシップ、リーダーシップ、自部署の目標の明確化、

目標管理の運用、問題解決技法

・研修の期間：2020年5月20日、5月29日、9月11日（2回）、10月2日（2回）、10月29日（2

回）、2021年2月5日

・実施回数：9回 ・研修の参加人数:297名

2）ラダーレベル研修「安全Ⅰ～Ⅳ」

・研修の主な内容：KYT、連関図、事例を用いたSHELL分析、インシデント報告の意義と



再発防止策の立案、自施設の安全管理体制、問題解決に向けた実践

・研修の期間：2020年6月8日、6月12日、6月25日、8月21日、9月18日（2回）、9月25日（2

回）、10月9日、10月16日、2021年1月18日

・実施回数：11回 ・研修の参加人数:274名

〇中央検査部

1. ・研修の主な内容：中央検査部 新規要員基礎教育

外部からのサービス及び供給品、機材管理、継続的改善、環境、危機管理など

・研修の期間：2020 年 4 月 2 日、 2020 年 4 月 3 日、 2020 年 4 月 4 日、

2020 年 5 月 21 日、 2020 年 6 月 11 日、2020 年 7 月 16 日

2020 年 8 月 27 日、 2020 年 9 月 17 日、 2020 年 10 月 15 日

2020 年 10 月 19 日、 2020 年 10 月 20 日、2020 年 10 月 21 日

2020 年 11 月 19 日、 2020 年 11 月 30 日、 2020 年 12 月 3 日

2020 年 12 月 5 日、 2020 年 12 月 17 日

・実施回数：17回

・研修の参加人数：9名（臨床検査技師）

2. ・研修の主な内容：患者急変シミュレーション研修

（AED・消火栓・車いすなどの使用実施訓練、患者急変対応、

救急カートの運用・使用方法 など）

・研修の期間：2020年6月16日、 2020年7月20日、 2020年9月8日、

2020年11月30日、 2020年12月7日 2021年3月9日

・実施回数：6回

・研修の参加人数：41名（臨床検査技師）

3. ・研修の主な内容：標準操作手順書作成、記録管理、報告書、精度管理



・研修の期間：2020年4月22日、 2020年5月1日、 2020年5月7日、

2020年5月21日、 2020年5月22日、 2020年6月5日

2020年6月12日、 2020年6月15日、 2020年6月24日

2020年9月8日、 2020年9月14日、2020年9月25日

2020年10月2日、 2020年10月5日、 2020年10月8日

2020年10月9日、 2020年10月21日、2020年10月23日

2020年10月26日、 2020年11月26日、 2020年12月4日

・実施回数：21回

・研修の参加人数：56名（臨床検査技師）

4. ・研修の主な内容： マイクロピペット・ピペット検定

・研修の期間：2020 年 9 月 3 日、 2020 年 10 月 14 日

・実施回数：2回

・研修の参加人数：42名（臨床検査技師）

5. ・研修の主な内容：中央検査部 次年度目標 ISO 15189

・研修の期間：2021年3月1日

2021年3月2日～2021年3月26日 当日欠席者の補足研修期間

・実施回数：1回

・研修の参加人数：120名（臨床検査技師）

〇放射線部

・研修の主な内容：医療法施行規則の一部改正について

・研修の期間・実施回数：2020年5月16日

・実施回数：1回

・研修の参加人数：10名（診療放射線技師8名、医学物理士2名）



③ 他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況

〇看護部

COVID-19のため開催せず

〇薬剤部

・研修の主な内容：令和2年度HIV感染症薬物療法認定薬剤師養成研修

・研修の期間・実施回数：2020年3月22日～2020年3月23日

・実施回数：2回

・研修の参加人数：2人

(注) 1 高度の医療に関する研修について、前年度実績を記載すること。

(注) 2 「③他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況」については、医療法施

行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医

療を提供する特定機能病院についてのみ記載すること。また、日本全国の医療機関に勤務する医療

従事者を対象として実施した専門的な研修を記載すること。



(様式第 5)
診療並びに病院の管理及び運営に関する諸記録の管理方法に関する書類

計画・現状の別 １．計画 ②．現状
管理責任者氏名 山本 謙吾（病院長）
管理担当者氏名 糸井 隆夫（副院長、診療部長）

菅野 義彦（副院長、医療安全管理責任者、診療情報管理室長）、

池田 徳彦（副院長、中央手術部長）、

清田 朝子（副院長、看護部長）、

三島 史朗（医療安全管理室室長）、

竹内 裕紀（医薬品安全管理責任者、薬剤部長）、

内野 博之（医療機器安全管理責任者、臨床工学部長）、

渡邉 秀裕（感染制御部長）、

伊藤 良和（臨床研究支援センター長）、

阿部 信二（卒後臨床研修センター長）、

天野 景裕（生涯教育センター長）、

醍醐 象器（事務部長）、篠崎 功（医事課長）、

松下 和之（総務課長）、 杉田 渉（人事課長）、
鈴木 茂夫（内部監査室長）

保 管 場 所 管 理 方 法
診療に関
する諸記
録

規
則
第
二
十
二
条
の
三
第
二
項

に
掲
げ
る
事
項

病院日誌 総務課 診療に関する諸記録は
電子カルテにて保管管
理しており、時系列的な
情報の一元化で他科・多
職種の診療情報の共有
化を図り、紙に記録した
診療記録はスキャン取
り込みし、タイムスタン
プ・電子認証を行ってい
る。尚、原則診療記録の
病院外持ち出しは禁止
となっている。

各科診療日誌 総務課
処方せん 薬剤部
手術記録 診療情報管理室
看護記録 診療情報管理室
検査所見記録 診療情報管理室
エックス線写真 診療情報管理室
紹介状 診療情報管理室
退院した患者に係る入院期間中
の診療経過の要約及び入院診療
計画書

診療情報管理室

病院の管
理及び運
営に関す
る諸記録

規
則
第
二
十
二
条
の
三
第
三

項
に
掲
げ
る
事
項

従業者数を明らかにする帳簿 人事課 担当する各部門におい
て、コンピューター又は
ファイル等により保管
管理している。

高度の医療の提供の実績 各診療科、医事課

高度の医療技術の開発及び評価
の実績

各診療科、研究支援課、
臨床研究支援センター

高度の医療の研修の実績 各診療科
閲覧実績 総務課
紹介患者に対する医療提供の実
績

医事課

入院患者数、外来患者及び調剤
の数を明らかにする帳簿

医事課、薬剤部

規
則
第
一
条
の
十
一

第
一
項
に
掲
げ
る
事

医療に係る安全管理のための指
針の整備状況

医療安全管理室 担当する各部門におい
て、コンピューター又は
ファイル等により保管
管理している。

医療に係る安全管理のための委
員会の開催状況

医療安全管理室

医療に係る安全管理のための職
員研修の実施状況

医療安全管理室
生涯教育センター



医療機関内における事故報告等
の医療に係る安全の確保を目的
とした改善のための方策の状況

医療安全管理室



保 管 場 所 管 理 方 法

病院の管

理及び運

営に関す

る諸記録

規
則
第
一
条
の
十
一
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項

院内感染対策のための指針の策
定状況

感染制御部
担当する各部門におい

て、コンピューター又は

ファイル等により保管

管理している。

院内感染対策のための委員会の
開催状況

感染制御部

従業者に対する院内感染対策の
ための研修の実施状況

感染制御部

感染症の発生状況の報告その他
の院内感染対策の推進を目的と
した改善のための方策の実施状
況

感染制御部

医薬品安全管理責任者の配置状
況

薬剤部

従業者に対する医薬品の安全使
用のための研修の実施状況

薬剤部

医薬品の安全使用のための業務
に関する手順書の作成及び当該
手順書に基づく業務の実施状況

薬剤部

医薬品の安全使用のために必要
となる未承認等の医薬品の使用
の情報その他の情報の収集その
他の医薬品の安全使用を目的と
した改善のための方策の実施状
況

薬剤部

医療機器安全管理責任者の配置
状況

臨床工学部

従業者に対する医療機器の安全
使用のための研修の実施状況

臨床工学部

医療機器の保守点検に関する計
画の策定及び保守点検の実施状
況

臨床工学部
放射線部

医療機器の安全使用のために必
要となる情報の収集その他の医
療機器の安全使用を目的とした
改善のための方策の実施状況

臨床工学部
放射線部



保 管 場 所 管 理 方 法
病院の管理
及び運営に
関する諸記
録

規
則
第
九
条
の
二
十
の
二
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
十
三
号
ま
で
及
び
第
十
五
条
の
四
各
号
に
掲
げ
る
事
項

医療安全管理責任者の配置状
況

医療安全管理室

ファイルによる保管管
理

専任の院内感染対策を行う者
の配置状況

感染制御部

医薬品安全管理責任者の業務
実施状況

薬剤部

医療を受ける者に対する説明
に関する責任者の配置状況

診療情報管理室

診療録等の管理に関する責任
者の選任状況

診療情報管理室

医療安全管理部門の設置状況 医療安全管理室
高難度新規医療技術の提供の
適否等を決定する部門の状況

臨床研究支援センタ
ー

未承認新規医薬品等の使用条
件を定め、使用の適否等を決
定する部門の状況

臨床研究支援センタ
ー

監査委員会の設置状況 総務課
入院患者が死亡した場合等の
医療安全管理部門への報告状
況

医療安全管理室

他の特定機能病院の管理者と
連携した相互立入り及び技術
的助言の実施状況

医療安全管理室

当該病院内に患者からの安全
管理に係る相談に適切に応じ
る体制の確保状況

総合相談・支援セン
ター

医療安全管理の適正な実施に
疑義が生じた場合等の情報提
供を受け付けるための窓口の
状況

内部監査室

職員研修の実施状況 医療安全管理室
生涯教育センター

管理者、医療安全管理責任者
、医薬品安全管理責任者及び
医療機器安全管理責任者のた
めの研修の実施状況

医療安全管理室
薬剤部
臨床工学部
総務課

管理者が有する権限に関する
状況

法人人事課
法人会計課

管理者の業務が法令に適合す
ることを確保するための体制
の整備状況

内部監査室

開設者又は理事会等による病
院の業務の監督に係る体制の
整備状況

法人総務部総務課

(注)「診療に関する諸記録」欄には、個々の記録について記入する必要はなく、全体としての管理
方法の概略を記入すること。また、診療録を病院外に持ち出す際に係る取扱いについても記載する
こと。



(様式第 6)

病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法に関する書類

○病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法

計画・現状の別 １．計画 ②．現状

閲 覧 責 任 者 氏 名 山本 謙吾（病院長）

閲 覧 担 当 者 氏 名 糸井 隆夫（副院長、診療部長）

菅野 義彦（副院長、医療安全管理責任者、診療情報管理室長）、

池田 徳彦（副院長、中央手術部長）、

清田 朝子（副院長、看護部長）、

三島 史朗（医療安全管理室室長）、

竹内 裕紀（医薬品安全管理責任者、薬剤部長）、

内野 博之（医療機器安全管理責任者、臨床工学部長）、

渡邉 秀裕（感染制御部長）、

伊藤 良和（臨床研究支援センター長）、

阿部 信二（卒後臨床研修センター長）、

天野 景裕（生涯教育センター長）、

醍醐 象器（事務部長）、篠崎 功（医事課長）、

松下 和之（総務課長）、 杉田 渉（人事課長）、

鈴木 茂夫（内部監査室長）

閲覧の求めに応じる場所 会議室

閲覧の手続の概要

医療法の定めに基づき、 他施設から閲覧の依頼があった場合は、 閲覧担当者経由で閲覧責任

者の了解の下に、 閲覧に供する。

(注)既に医療法施行規則第 9 条の 20 第 5 号の規定に合致する方法により記録を閲覧させている病院

は現状について、その他の病院は計画について記載することとし、「計画・現状の別」欄の該当

する番号に〇印を付けること。

〇病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧の実績

前 年 度 の 総 閲 覧 件 数 延 0件

閲 覧 者 別 医 師 延 0件

歯 科 医 師 延 0件

国 延 0件

地 方 公 共 団 体 延 0件

(注)特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入する必要はないこと。



規則第１条の11第１項各号に掲げる医療に係る安全管理のための体制の確保に係る措置

① 医療に係る安全管理のための指針の整備状況 ○有・無

・ 指針の主な内容：

１．目的

この指針は、学校法人東京医科大学における医療安全に関する基本指針の趣旨に基づき、東京医

科大学病院における医療の安全を確保するために必要な体制並びに医療事故及びインシデント発

生時の対応方法を示し、もって良質で安全な医療提供に寄与することを目的とする。

２．基本的な考え方

１）質の高い医療を持続して提供するためには、安全管理体制のより一層の充実を目指す姿勢が重

要である。この姿勢の確保は、全ての医療従事者の責務であり、全職員が医療の質の向上と安全

の推進に取り組まなければならない。

２）病院長は、個人の努力に依拠する安全管理には限界があることを認識し、組織を挙げた安全管

理体制の構築に努める必要がある。

３．組織及び体制

１）病院長は、「学校法人東京医科大学における医療安全に関する基本指針」第２条第２項各号に

従い、次に掲げる者を任命し、又は部門を設置する。

（１）医療安全管理責任者

（２）医療安全管理委員会

（３）医療安全管理室

（４）医療安全管理者

（５）医薬品安全管理責任者

（６）医療機器安全管理責任者

（７）感染制御部

（８）総合相談・支援センター

（９）臨床研究支援センター

２）病院長は、前項各号に掲げる者又は部門の運営に係る事項を定める。

３）病院長は、医療安全管理責任者として、危機管理・教育担当の副院長をもって充てる。

４）医療安全管理責任者は、医療安全管理委員会、医療安全管理室、医薬品安全管理責任者並びに

医療機器安全管理責任者の者又は部門を統括するほか、以下に掲げる業務を行う。

（１）医療安全管理体制を構築すること

（２）医療安全に関する職員への教育及び研修を実施すること

（３）医療事故等を防止するための情報収集、分析、対策立案及びフィードバック評価を行う

こと

（４）医療事故等へ対応すること



（５）医療安全文化の醸成に資する活動をすること

４．職員研修

１）病院長は、医療安全への意識、多職種との連携業務の認識、業務の技能向上を目的として、医

療に係る安全管理のための基本的な事項及び具体的な方策について、職員に対する研修を実施す

る。

２）病院長は、医療法施行規則第９条の２３第１４号に規定する職員研修を実施する。

３）病院長は、定期的に医療安全管理に係る研修を受講する。

４）病院長は、医療安全管理責任者、医薬品安全管理責任者及び医療機器安全管理責任者に、定期

的に医療安全管理に係る研修を受講させる。

５．報告等に基づく安全管理体制

全職員は、患者に望ましくない事象が発生した場合、又はその可能性を発見した場合には、別に

定める規程に基づく報告をしなければならない。

６．医療事故等発生時の対応

１）全職員は、患者に医療事故等が発生した場合、患者の回復並びに患者及び家族等に対する情報

提供に努める。

２）病院長は、患者に医療事故等が発生した場合の対応に係る事項を定める。

７．医療従事者と患者との情報共有等

１）全職員は、患者等の個人情報を保護する義務を有する。

２）病院長は、個人情報保護に係る事項を定める。

３）全職員は、患者が疾病や診療内容等を十分理解し医療上の意思決定ができるように、情報提供

と説明を行う。

４）全職員は、患者との情報共有に努める。

５）病院長は、患者その他の病院利用者及び全職員がこの指針を閲覧可能とすること。

８．患者からの相談への対応

病院長は、患者からの相談に対応する部門を設置し、及び相談に関する手続きを定める。

９．高難度新規医療技術及び未承認新規医薬品等を用いた医療の提供に関する安全管理体制

１）病院長は、高難度新規医療技術を用いた医療及び未承認新規医薬品等を用いた医療の提供の適

否等を決定する部門を設置する。

２）病院長は、高難度新規医療技術を用いた医療及び未承認新規医薬品等を用いた医療を提供する

場合に、職員が遵守すべき事項及び前項の部門が確認すべき事項等を定めた規程を作成する。

３）高難度新規医療技術を用いた医療を提供する場合、関係学会の基本的考え方やガイドライン等



を参考に実施する。

１０．特定機能病院間の監査

１）病院長は、他の特定機能病院の管理者と連携し、年に１回以上他の特定機能病院に従業者を立

ち入らせ、必要に応じ、医療に係る安全管理の改善のための技術的助言を行わせなければならな

い。

２）病院長は、年に１回以上他の特定機能病院の管理者が行う前項に規定する従業者の立入りを受

け入れ、技術的助言を受けなければならない。

② 医療に係る安全管理のための委員会の設置及び業務の状況

・ 設置の有無（ ○有・無 ）

・ 開催状況：年 12 回

・ 活動の主な内容：

１．医療事故等を防止するための体制を確立すること

２．医療事故等についての対応、情報収集、調査及び分析を指揮監督すること

３．職員に対して医療事故等に関する情報を提供すること

４．職員に対して医療事故等防止及び医療安全管理に関する教育をすること

５．医療事故等が医療事故調査制度における医療事故調査・支援センターへの報告を要するものか否

かを判断すること

６．院内病因死因（Morbidity and Mortality）検討会（以下「M&M検討会」という。）に対して、前

号の判断のために必要な情報を取りまとめて、報告書の作成を指示すること

７．医療安全管理委員会の所掌する下部の委員会等から報告を受けること

８．医療事故等が発生した際、事象の事実及び発生前の状況について、職員に医療安全管理室へ報告

させること

９．前号の規定による報告の実施状況を確認すること

１０．前号の規定による確認結果を病院長へ報告すること

１１．第８号に規定する実施の状況が不十分な場合、適切な報告のための職員への研修及び指導を行

うこと

１２．重大な問題その他医療安全管理委員会において取り扱うべき問題が発生した場合、速やかな原

因究明のための調査及び分析を行うこと

１３．前号の分析結果を活用し、医療安全の確保のための方策の立案、実施、職員への周知を行うこ

と

１４．前号の医療安全の確保のための方策の実施状況の調査及び必要に応じた方策の見直しを行うこ

と

１５．その他医療安全一般に関すること



③ 医療に係る安全管理のための職員研修の実施状況 年 2 回

・ 研修の内容（すべて）：

１）医療法に定められた医療安全研修

第1回「何が人にミスをさせるのか？」、「ダブルチェックについてかんがえよう」、「末梢ライン

感染の対策」、「医療法施行規則の一部改正に伴う放射線検査の変更点について」、「医療ガスと設

備」、「電話での問い合わせでの個人情報流出に注意を」

第2回「医療法施行規則の研修」、「副作用報告と医薬品副作用被害救済制度」、「これからの新型

コロナウイルス感染症対策」、「医療機器を適正かつ安全に使用することを目指して」、「内部通報

制度について」

２）中途採用・異動・帰任・育児休業復職者研修

院内の医療安全・感染対策・個人情報保護・医薬品の取り扱い・医療機器の取り扱い・接遇・マナー

についてのルールなどを周知、共有する目的で中途採用者・帰任者に対し研修を実施している。研修

はe-learningを活用し、受講状況・理解度について、生涯教育センターと協力し、情報の共有・管理

を行っている。

３）初期臨床研修医研修

初期臨床研修医に対し、医療安全管理室での研修を1日設け、医療安全の基礎、院内の医療安全に

関する取組、薬剤の知識の講義及び院内巡視を実施している。

④ 医療機関内における事故報告等の医療に係る安全の確保を目的とした改善のための方策の実施

状況

・ 医療機関内における事故報告等の整備 （ ○有・無 ）

・ その他の改善のための方策の主な内容：

１）イントラネットでのインシデントの報告

２）日本医療機能評価機構への報告

３）医療事故防止および医療の質確保に関する活動

４）医療安全推進委員会（多職種混成チーム）による定期院内巡視と評価、および医療安全管理室の

院内巡視（毎月1回）

５）情報の一元化（職員が知っておくべき共有ファイルの指定と管理）

６）職場安全会議を活用した多職種による合同カンファレンスの推進

７）インフォームドコンセント時の複数立ち合いの推奨（看護師の立ち合いの推奨）

８）医療安全管理室ニュースレター、医療安全情報の配信による職員への周知

９）医療安全マニュアル、医療安全マニュアルポケット版の改定作業

10）３施設間医療安全相互ラウンドの実施

東京医科大学には３施設の病院がある。同系列病院として安全管理の質向上と相互理解、情報共

有などを図る目的で、３病院医療安全相互ラウンドを実施している。３病院共有のマニュアル、報告



制度などの検討を行っている。

(注）前年度の実績を記入すること。



規則第１条の 11 第２項第１号に掲げる院内感染対策のための体制の確保に係る措置

① 院内感染対策のための指針の策定状況 〇有・無

・ 指針の主な内容：

1. 院内感染対策の基本的な考え方を示して、感染症発生防止に留意し、発生時には速やかな制圧を

全職員で図る。

2. 病院長直属の中心的な組織、感染制御部を設ける。

3. 対策の病院全体への周知・実施を行っていくため、感染症対策委員会と感染対策小委員会の設置

感染リンクドクター・リンクナースを配備する。

4. 病院職員に対しては基本的な考え方や具体的な方策に関する研修会を開催する。

5. 感染症に関する注意情報を随時発するとともに、院内における耐性菌の検出状況を感染症対策委員

会・診療合同会議・医局長会議・看護師長会議・職場安全会議等にて報告する。

6. 感染症発生時には、職員はすみやかに感染制御部へ報告し、感染制御部は原因究明・改善策を検討

する。検討した内容は感染症対策委員会で協議の上、各種会議等を通じ全職員に周知徹底する。

7. 指針は患者その家族が閲覧できる。患者・家族にも感染防止の意義や手技を説明し協力を求める。

8. 職員はマニュアルを遵守するとともに、自らの健康管理に留意する。

② 院内感染対策のための委員会の開催状況 年 12 回

・ 活動の主な内容：

1. 微生物検査室からの耐性菌分離レポートの集計結果による発生動向の把握と分析。

2. 感染制御部病棟ラウンド状況の報告（対象：広域抗菌薬長期間投与例、病棟・外来環境ラウ

ンド、耐性菌分離例、アウトブレイク事例等）

3. 感染制御部立案の具体的対策案について、各種職種代表者による審議。

4. 対策案・注意喚起情報の職員への周知（診療合同会議・科長会議・看護師長会議・総医局会

・中央診療部門の各部署での会議や院長通達、サイボウズや書面等による委員会からの情報発

信など。

5. マニュアル・ガイドラインなど院内の感染対策に関わる規約等の最終決議。

③ 従業者に対する院内感染対策のための研修の実施状況 年 50 回

・ 研修の内容（すべて）:



1. 新採用者オリエンテーション：院内感染対策組織・マニュアル、標準予防策、感染経路別予防策血

液体液曝露事故（針刺し事故等）対応、手指衛生・個人防護具着脱演習、新型コロナウイルス感染

症対策

2. 医療安全研修会：１回目「末梢ライン感染の対策」

2回目「これからの新型コロナウイルス感染症対策」

3. 定例研修会：1回目「当院の外来抗菌薬の使用状況、薬剤耐性対策」

2回目「微生物検体の採取提出について、環境ラウンド報告」

4. 感染リンクナース研修：感染リンクナースの役割、年間目標・活動計画、標準予防策、感染経路別

予防策、手指衛生と遵守率、PPE着脱、耐性菌検出時の感染拡大防止対策、

環境ラウンド、グループディスカッション、新型コロナウイルス感染症につ

いて、PCカート整備、汚物室整備、廃棄物について、ベッドサイド環境整備

、手指衛生推進

5. 臨床研修医のためのレクチャー：感染症診療のフレームワーク、血液培養、微生物・抗菌薬培養検

査とその解釈、感染症治療の評価

6. 委託業者への勉強会：1回目「1.当院の新型コロナウイルス感染対策マニュアル」

「2.標準予防策：手指衛生とその実際」

「3.新型コロナウイルス感染症に関する疑問質問」

2回目「1.当院の新型コロナウイルス感染症対策マニュアルついて」

「2.インフルエンザについて 」「3.ノロウイルスについて」

「4.血液体液暴露事故について」

7. 中途採用・帰任者医療安全研修会：感染対策について

8. その他：ICTC（感染対策シミュレーションコース）研修（2系統：PPE編、手指衛生編）

SSI予防のための抗菌薬投与、

PPE選択・着脱トレーニング、

看護助手研修

新型コロナウイルス感染症について（順次開催：内容：病態・対策・PPE着脱・

院内マニュアル・ワクチン接種）

④ 感染症の発生状況の報告その他の院内感染対策の推進を目的とした改善のための方策の状況

・病院における発生状況の報告等の整備 （ 〇有・無 ）

・その他の改善のための方策の主な内容：

1. 耐性菌発生を減らすための広域抗菌薬一定期間使用者リストアップ・血液培養陽性者/耐性菌検出者

リストアップに対する現場のラウンドによる指導。



2. 院内感染対策ラウンドによる基本手技、医療行為、病院環境のチェックと指導。

3. マニュアルの見直し・検討・改訂。

4. 感染リンクナースの年間活動計画に基づくグループ活動の実施。

5. 感染リンクナースによる自己チェック表を用いた自己評価と改善活動報告。

6. 各部署における耐性菌アウトブレイク値の設定に基づく早期介入。

7. 人事課との協同によるワクチン接種プログラムの計画立案・実施・評価。

8. 感染防止対策地域連携加算に関する連携医療機関とのカンファレンス（実施回数：4回）。

(注）前年度の実績を記入すること。



規則第１条の11第２項第２号に掲げる医薬品に係る安全管理のための体制の確保に係る

措置

① 医薬品安全管理責任者の配置状況 〇有・無

② 従業者に対する医薬品の安全使用のための研修の実施状況 年 3 回

・ 研修の主な内容：

1.新入職員研修

医薬品管理について（麻薬、向精神薬、特定生物由来製品 等）

2.医薬品に関する研修

・ダブルチェックについてかんがえよう

医薬品等の品目や行為の確認の際のチェックに関する留意点等について紹介した。

・副作用報告と医薬品副作用被害救済制度

医薬品による副作用が発現した際の報告制度および副作用被害救済制度の概要について紹介した。

③ 医薬品の安全使用のための業務に関する手順書の作成及び当該手順書に基づく業務の実施状況

・ 手順書の作成 （ 〇有・無 ）

・ 手順書の内訳に基づく業務の主な内容：

手順書に基づくチェックシートを作成し、業務の確認を実施している。チェックシートによる業務の

確認は、病院全体及び薬剤部については年２回、病棟・外来については月１回行い、期限切迫医薬品

の回収も併せて行っている。採用医薬品については医療安全の観点からも検討している。

④ 医薬品の安全使用のために必要となる未承認等の医薬品の使用の情報その他の情報の収集その

他の医薬品の安全使用を目的とした改善のための方策の実施状況

・ 医薬品に係る情報の収集の整備 （ 〇有・無 ）

・ 未承認等の医薬品の具体的な使用事例（あれば）：適応外

・ その他の改善のための方策の主な内容：

1.医薬情報室には専従の薬剤師を3名配置

2.医薬品の安全使用に関する情報は厚生労働省ホームページ、インターネット、新聞、雑誌、製薬企



業等から入手し、必要に応じて加工し、イントラネット（薬剤部ニュース）、薬事ニュース、各種会

議で解説・周知している。また、特に周知が必要な情報については、院内医療安全情報の発行や職場

安全管理者会議における解説を実施し、院内各職場安全会議での周知を行い、その結果を議事録で確

認している。

3.院内で発生した医薬品の副作用についての情報は、電子カルテ上での報告システムより収集する。

収集された副作用の情報は、医薬情報室にて管理し、薬事ニュースに掲載し院内に公開するとともに

、PMDAに報告している。

4.未承認薬等の使用についての情報は、調剤業務・病棟薬剤師業務・医薬品安全使用のための業務手

順書のチェックシート等より収集する。収集された情報は、医薬情報室にて管理し、医薬品安全管理

責任者等に報告している。

5.院内全ての病棟に加えて、手術室やICU･CCUに薬剤師を配置し、医薬品の適正な使用、在庫管理を

実施している。

6.インシデントレポート等を分析して、各診療科や各部署に必要な情報を提供している。

(注）前年度の実績を記入すること。



規則第１条の11第２項第３号に掲げる医療機器に係る安全管理のための体制の確保に係

る措置

① 医療機器安全管理責任者の配置状況 〇有・無

② 従業者に対する医療機器の安全使用のための研修の実施状況 年 93 回

・ 研修の主な内容：

人工呼吸器をはじめ特定管理医療機器の7種類（粒子線照射装置は保有していない）等及び新規導入

時の医療機器い対しての説明会や研修を、対象となる医療従事者に対して、有効性、安全性、使用方

法、保守点検に関する事項、その他不具合が発生した場合の対応、使用に際し法令上、遵守すべき事

項などについて実施している。（人工呼吸器、人工心肺、補助循環装置、除細動器、血液浄化装置、

閉鎖式保育器、高エネルギー放射線装置、輸液ポンプ、シリンジポンプなど）また、臨床試用機器に

ついても同様としている。

③ 医療機器の保守点検に関する計画の策定及び保守点検の実施状況

・ 医療機器に係る計画の策定 （ 〇有・無 ）

・ 機器ごとの保守点検の主な内容：

人工呼吸器、人工心肺、補助循環装置、除細動器、血液浄化装置、閉鎖式保育器、高エネルギー放射

線装置、輸液ポンプ、シリンジポンプなどに対して、年度計画に基づきメーカによる年1～2回の定期

点検のほか、使用前・使用中・使用後点検等を臨床工学部内及び現場の医師、看護師、技師（技士）

により実施している。また臨床工学部では中央管理業務の業務委託の導入を継続し、医療機器管理の

質の向上を図っている。

④ 医療機器の安全使用のために必要となる未承認等の医療機器の使用の状況その他の情報の収集

その他の医療機器の安全使用を目的とした改善のための方策の実施状況

・ 医療機器に係る情報の収集の整備 （ 〇有・無 ）

・ 未承認等の医療機器の具体的な使用事例（あれば）：1件

未承認医療機器の申請があるという臨床研究支援センター先端医療管理部門より報告を受け、

「未承認医療機器等の使用にかかわる評価委員会」での審査が行われた。
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審議案件「Handheld型LaserSpeckleFlowGraphy」眼底血流画像化装置

LSFGｰNAVIという型が医療機器で承認されており使用されている。これをベッドサイドで使用できる

よう改良されたものがLSFG-Handheldである。評価委員会では、規定に準じ審議事項について説明が

行われ、委員からの指摘・質疑応答がされた。審議された意見書を、臨床研究支援センター先端医療

管理部門提出した。

・ その他の改善のための方策の主な内容：

メーカや日本医療機能評価機構、PMDA等から出される情報の収集は、関連部署はもとより医療安全管

理室、臨床工学部、事務部資材課にて行われており、部門対象の機器については当該部署の関係者へ

メーカより報告。加えて職場安全管理者会議においても、医療機器安全管理責任者（実務者）より回

収情報や安全情報、注意喚起などを行っている。また重要度に応じて、医療安全管理室より緊急情報

として院内全体に発信される。医療機器の安全使用を目的とした改善の実施については、インシデン

ト報告事例を分析し、院内研修などで周知している。また不具合報告等をもとに、関連部署への使用

方法の再周知や医療機器の更新、新規採用に活かせるようデータ管理している。

(注）前年度の実績を記入すること。



規則第９条の２０の２第１項第１号から第１３号の二に掲げる事項の実施状況

① 医療安全管理責任者の配置状況 ○有・無

・責任者の資格（医師・歯科医師）

・医療安全管理責任者による医療安全管理部門、医療安全管理委員会、医薬品安全管理責任者及び医

療機器安全管理責任者の統括状況

医療安全管理責任者が、医薬品安全管理責任者、医療安全機器安全管理責任者、医療安全管理部門

の出席する医療安全管理委員会に出席し、全体の業務を把握している。

医療安全管理部門に医薬品及び医療機器安全管理実務者を介し連携するよう指示を出し、医療安全

管理室において毎朝のミーティングで情報共有が行われている。

また、有事の際は直接連絡がくる体制をとっている。

② 専任の院内感染対策を行う者の配置状況 〇有（8名）・無

③ 医薬品安全管理責任者の業務実施状況

・医薬品に関する情報の整理・周知に関する業務の状況

医薬品の安全使用に関する情報は厚生労働省ホームページ、インターネット、新聞、雑誌、製

薬企業等から入手し必要に応じて加工し、イントラネット（薬剤部ニュース）、薬事ニュース、

各種会議で解説・周知している。また、特に周知が必要な情報については、院内医薬安全情報

の発行や職場安全管理者会議における解説を実施し、院内各職場安全会議での周知を行い、そ

の結果を議事録で確認している。

・未承認等の医薬品の使用に係る必要な業務の実施状況

未承認薬等の使用についての情報は、調剤業務、病棟薬剤師業務・医薬品安全使用のための業

務手順書のチェックシート等より収集する。収集された情報は、医薬情報室にて管理し、医薬

品安全管理責任者等に報告している。また、必要に応じて医師等に指導することとしている。

・担当者の指名の有無（〇有・無）

・担当者の所属・職種：

（所属：薬剤部 ，職種 薬剤師 ） （所属： ，職種 ）

（所属： ，職種 ） （所属： ，職種 ）

（所属： ，職種 ） （所属： ，職種 ）

（所属： ，職種 ） （所属： ，職種 ）



④ 医療を受ける者に対する説明に関する責任者の配置状況 〇有・無

・医療の担い手が説明を行う際の同席者、標準的な説明内容その他説明の実施に必要な方法に関する

規程の作成の有無 （ 〇有・無 ）

・説明等の実施に必要な方法に関する規程に定められた事項の遵守状況の確認、及び指導の主な内容

：[遵守状況の確認] 院内診療記録監査（1回/年、6 件/科、全科）、説明同意書（ｽｷｬﾝ時/全件）、

入院診療記録（2 ヵ月分/年）、説明同意書定型文の見直し（全件）

[指導内容] 院内診療記録監査（説明の内容、患者の反応、同席者等）では報告書に基づき各科医局

内で指摘事項を周知、診療情報管理委員会、診療合同会議、個別等にて指導をしている。

⑤ 診療録等の管理に関する責任者の選任状況 〇有・無

・診療録等の記載内容の確認、及び指導の主な内容：

[記載内容の確認] 院内診療記録監査（1 回/年、6件/科、全科）、入院診療記録（医師退院時要約、

手術記録、入院診療計画書、死亡診断書、剖検報告書/全件）、退院療養計画書（１ヵ月分/年）

[指導内容] 入院診療記録（記載不備等）では作成者・診療情報管理委員・病棟医長・科長へ督促、

院内診療記録監査（診療録等の十分な記載）では報告書に基づき各科医局内で指摘事項を周知、診療

情報委員会、診療合同会議、個別等にて指導をしている。

⑥ 医療安全管理部門の設置状況 ○有・無

・所属職員：専従（ 10 ）名、専任（ ）名、兼任（ 1 ）名

うち医師：専従（ 3 ）名、専任（ ）名、兼任（ 1 ）名

うち薬剤師：専従（ 1 ）名、専任（ ）名、兼任（ ）名

うち看護師：専従（ 3 ）名、専任（ ）名、兼任（ ）名

（注）報告書を提出する年度の 10月１日現在の員数を記入すること

・活動の主な内容：

１）医療安全に関わる会議の所掌業務

医療安全管理委員会、医療安全推進委員会、院内病院死因（Ｍ＆Ｍ）検討会、職場安全管理者会議、

ＣＶライン管理部会、ＶＴＥ管理部会、2222 統括（院内急変対応）委員会、看護師による静脈注射管

理部会、侵襲的処置・検査施行時の鎮静管理部会等

２）事故等の発生時の対応

・診療録の確認、情報の収集

・患者への説明等の適切な対応、調整

・原因の分析、改善策の立案、職員への周知、改善策の実施状況の確認等

３）死亡患者の確認

・死亡の事実確認、及び死亡に至るまでの状況の確認（定期的な病院長への報告）

４）他の特定機能病院との連携

・都内私大病院安全連絡会議

・私立医科大学病院 医療安全相互ラウンド



５）職員研修の実施

※ 平成二八年改正省令附則第四条第一項及び第二項の規定の適用を受ける場合には、専任の医療に

係る安全管理を行う者が基準を満たしていることについて説明すること。

※ 医療安全管理委員会において定める医療安全に資する診療内容及び従事者の医療安全の認識に

ついての平時からのモニタリングの具体例についても記載すること。

⑦ 高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門の状況

・前年度の高難度新規医療技術を用いた医療の申請件数（ 3 件）、及び許可件数（ 3件）

・高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門の設置の有無（ 〇有・無 ）

・高難度新規医療技術を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び高難度新規医療

技術の提供の適否等を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程の作成の有無（ 〇有・無 ）

・活動の主な内容：

高難度新規医療技術を用いた医療の提供について診療科長からの申請を受け付け、申請内容を確認

し、高難度新規医療技術評価委員会での審議の上、意見を部門にて受け取り、内容を確認する。その

意見に基づき部門の長が、診療科へ適否を通知し、院長へ報告する。診療科で医療提供の後に報告書

が提出されそれを受け取る。部門にて報告書の内容と診療録を確認し、指摘事項をまとめた上で、診

療科長と院長に報告する。

・規程に定められた事項の遵守状況の確認の有無（ 〇有・無 ）

・高難度新規医療技術評価委員会の設置の有無（ 〇有・無 ）

⑧ 未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門の状況

・前年度の未承認新規医薬品等を用いた医療の申請件数（ 1 件）、及び許可件数（ 1件）

・未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門の設置の有無（ 〇有・無 ）

・未承認新規医薬品等を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び未承認新規医薬

品等の使用条件を定め使用の適否等を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程の作成の有

無（ 〇有・無 ）

・活動の主な内容：

未承認新規医薬品等を用いた医療の提供について診療科長からの申請を受け付け、申請内容を確認

し、未承認新規医薬品等に係る評価委員会および未承認医療機器に係る評価委員会での審議の上、意

見を部門にて受け取り、内容を確認する。その意見に基づき部門の長が、診療科へ適否を通知し、院

長へ報告する。診療科で医療提供の後に報告書が提出されそれを受け取る。部門にて医薬品安全管理

責任者または医療機器安全管理責任者とともに報告書の内容と診療録を確認し、指摘事項をまとめた

上で、診療科長と院長に報告する。

・規程に定められた事項の遵守状況の確認の有無（ 〇有・無 ）

・未承認新規医薬品等評価委員会の設置の有無 （ 〇有・無 ）

⑨ 入院患者が死亡した場合などの医療安全管理部門への報告状況

・入院患者が死亡した場合の医療安全管理部門への報告状況：年 4 件（死亡件数については全件把

握しているが、医療安全管理室に報告があった件数のみ記載）



・上記に掲げる場合以外の場合であって、通常の経過では必要がない処置又は治療が必要になったも

のとして特定機能病院の管理者が定める水準以上の事象が発生したとき当該事象の発生の事実及

び発生前の状況に関する医療安全管理部門への報告状況：年 174 件

・上記に関する医療安全管理委員会の活動の主な内容

１）医療事故及び有害事象を防止するための体制の確立

２）医療事故等についての対応、情報収集、調査及び分析を指揮監督する

３）職員に対して医療事故に関する情報を提供する

４）職員に対して医療事故等防止及び医療安全管理に関する教育をする

５）医療事故が医療事故調査制度における医療事故調査・支援センターへ報告を要するものか否

かの判断

６）院内病院死因（Ｍ＆Ｍ）検討会に対して５）の判断のために必要な情報を取りまとめて、報

告書の作成を指示する

７）委員会が所掌する下部の委員会から報告を受ける

８）医療事故が発生した際、事象の事実及び発生前の状況について、職員に医療安全管理室へ報

告させる

９）８）の規定による実施状況を確認する

10）８）の規定による確認結果を管理者へ報告する

11）８）に規定する実施状況が不十分な場合、適切な報告のための職員への研修及び指導を行

う

12）重大な問題その他、医療安全管理委員会において取り扱うべき問題が発生した場合、速やか

な原因究明のための調査及び分析を行う

13）分析結果を活用し、医療安全確保のための方策の立案、実施、職員への周知を行う

14）改善のための方策の実施状況の調査と必要に応じた方策の見直しを行う

15）その他医療安全全般

⑩ 他の特定機能病院等の管理者と連携した相互立入り及び技術的助言の実施状況

・他の特定機能病院等への立入り（○有（病院名：帝京大学医学部附属病院）・無）

・他の特定機能病院等からの立入り受入れ（○有（病院名：帝京大学医学部附属病院）・無）

・技術的助言の実施状況

無し

⑪ 当該病院内に患者からの安全管理に係る相談に適切に応じる体制の確保状況

・体制の確保状況

・専門の担当者が対応している。（そのような窓口を設置している旨、院内に掲示している）

・毎日の朝のミーティングのうち、毎週火曜及び水曜については安全管理室所属の副センター

長が担当しており、安全管理に係る直近情報の共有を図っている。

⑫ 職員研修の実施状況

・研修の実施状況

〇医療安全管理室



１）医療法に定められた医療安全研修

6 月と 11月に実施。対象は全職員であり、常勤・非常勤問わず受講対象とし、常勤の受講は必

須としている。研修は新型コロナウイルス感染対策としてＤＶＤもしくは e-learning による受講

とした。

２）中途採用・異動・帰任・育児休業復職者研修（対象者がいた時のみ）

e-learning システムを活用し、中途採用・移動・帰任・育児休業復職者を対象に「医療安全」「感

染管理」「薬品の取り扱い」「医療機器の取り扱い」「個人情報保護」「接遇・マナー」に関する

研修（講義＋確認テスト）と理解度に関するアンケートを、就業前（実施不可の者は就業当日）に

実施している。なお当研修未受講者は、電子カルテシステムを使用できず診療等に従事することは

できない。

３）初期臨床研修医研修（年 12 回）

初期臨床研修医に対し、医療安全管理室での研修を 1 日設け、医療安全の基礎、院内の医療安全

に関する取り組み、薬剤の知識の講義及び院内巡視を実施している。

〇生涯教育 C

〔中途採用・帰任者研修〕

中途採用者（派遣含む）と、帰任者（勤務最終月の翌月から 6 か月を超えて離職している施設間異動、

復職、産休・育休明けの職員）を対象に、東京医科大学病院 e-learning システムで「医療安全」「感

染対策」「薬品の取り扱い」「医療機器の取り扱い」「個人情報保護」「接遇・マナー」に関する研

修を毎月就業前に実施させている（研修未受講者は電子カルテシステムの利用を停止）。研修内容に

ついては内容を見直すため、年 1 回作成部署と確認し更新している。

（注）前年度の実績を記載すること（⑥の医師等の所属職員の配置状況については提出年度の10月1

日の員数を記入すること）

⑬ 管理者、医療安全管理責任者、医薬品安全管理責任者及び医療機器安全管理責任者のための研修

の実施状況

・研修の実施状況

管理者：2020 年度特定機能病院管理者研修 2020 年 10 月 15 日受講

医療機器安全管理責任者：2020 年度特定機能病院管理者研修 2020 年 11 月 25 日受講

（注）前年度の実績を記載すること

⑭医療機関内における事故の発生の防止に係る第三者による評価の受審状況、当該評価に基づき改善

のために講ずべき措置の内容の公表状況、当該評価を踏まえ講じた措置の状況

・第三者による評価の受審状況

2017 年 7 月 13 日に日本医療機能評価機構：一般病院２を受審し 2017 年 11 月 10 日に認定。

2022 年 7 月に日本医療機能評価機構：一般病院３を受審更新予定。



・評価に基づき改善のために講ずべき措置の内容の公表状況

日本医療評価機構の審査により指摘のあった点については、病院機能評価検討委員会を経て担当部

署へ報告、2019 年 11 月に講ずべき措置の内容を「期中の確認」において日本医療評価機構へ提出

した。また、院内掲示、病院ホームページ、医療安全ポケットマニュアルを更新。

・評価を踏まえ講じた措置

薬剤併用禁忌チェックシステム、医師の有給休暇を含めた勤怠管理システム等、システムの改良・

導入。2019 年 7 月に新大学病院へ移転し、旧大学病院の施設設備の老朽化に伴う指摘事項の改善。

診療においては、前回変更時より院内でのケアプロセス審査を継続的に実施。

（注）記載時点の状況を記載すること



規則第７条の２の２第１項各号に掲げる管理者の資質及び能力に関する基準

管理者に必要な資質及び能力に関する基準

・ 基準の主な内容

東京医科大学病院長、茨城医療センター病院長及び八王子医療センター病院長選出規程第５条

で、病院長の要件を規定しており、選考委員会が具体的な選考基準(病院長に求められる資質・

能力)を策定し、公表するものとしている。今年度実施された病院長選出にあたっては、

1．日本国の医師免許を有していること

2．臨床研修修了医師であること（医療法第 10 条の規定による）

3．厚生労働省認定の指導医講習会を受講していること（医師法第 16条の規定による）

4．心身ともに健全であること

5．人格が高潔、温厚であり、病院の管理運営に識見を有すること（病院内外での組織

管理経験）

6．医療安全確保のための必要な資質・能力を有すること（医療安全管理業務の経験）

7．過去 3年以内に停職以上の懲戒を受けていないこと

8．東京医科大学病院の理念である「人間愛に基づいて、患者さんとともに歩む良質な

医療を実践します。」を尊重し、自ら実践する者であること

9．3病院を統括する特定機能病院として、高度先進医療、臨床研究、人材育成および医

療連携を推進する強い指導力を有する者であること

10.東京医科大学病院の将来を見据え、病院の経営基盤の安定化に努めるとともに、適切な経

営判断ができる者であることの 10項目を具体的基準として掲げ、病院長候補者調書では、

管理職の経験、医療安全管理者の経験、医療安全講習会の研修実績等を記載させている。

・ 基準に係る内部規程の公表の有無（ ○有・無 ）

・ 公表の方法

ホームページへの掲載

規則第７条の３第１項各号に掲げる管理者の選任を行う委員会の設置及び運営状況

前年度における管理者の選考の実施の有無 有・○無

・ 選考を実施した場合、委員会の設置の有無（ 有・無 ）

・ 選考を実施した場合、委員名簿、委員の経歴及び選定理由の公表の有無（ 有・無 ）

・ 選考を実施した場合、管理者の選考結果、選考過程及び選考理由の公表の有無（ 有・無 ）

・ 公表の方法



管理者の選任を行う委員会の委員名簿及び選定理由

氏名 所属 委員長

（○を付す）

選定理由 特別の関

係

有・無

有・無

有・無

有・無



規則第９条の２３第１項及び第２項に掲げる病院の管理及び運営を行うための合議体の

設置及び運営状況

合議体の設置の有無 〇有・無

・合議体の主要な審議内容

病院の最高協議体として、病院運営管理会議の中で病院の運営管理上必要となる諸事項を協議し

し、その執行に当たり病院長を補佐する。

・審議の概要の従業者への周知状況

議事を記録し、委員へ配布するとともに、従業員へ周知が必要な事項については、文書、掲示板

などを利用して周知する。

・合議体に係る内部規程の公表の有無（ 有・〇無 ）

・公表の方法

・外部有識者からの意見聴取の有無（ 有・〇無 ）

合議体の委員名簿

氏名 委員長

（○を付す）

職種 役職

山本 謙吾 〇 医師 病院長

菅野 義彦 医師 副院長

糸井 隆夫 医師 副院長

池田 徳彦 医師 副院長

清田 朝子 看護師 副院長・看護部長

石川 孝 医師 病院長特別補佐

（患者相談窓口）

渡邉 秀裕 医師 病院長特別補佐

（感染症対策）

相澤 卓 医師 医療保険室長

松村 一 医師 情報システム室長

河合 隆 医師 健診予防医学

センター長

椎名 一紀 医師 総医局会長

醍醐 象器 事務 事務部長

竹内 裕紀 薬剤師 薬剤部長

三島 史朗 医師 医療安全管理室長

梶 良恵 看護師 医療安全管理者

日向 伸哉 技師 放射線部技師長

上道 文昭 技師 中央検査部技師長

山田眞由美 技士 臨床工学部技士長

篠崎 功 事務 医事課長

市川 裕介 事務 経営企画室専門員

酒井 誓一 事務 法人企画部広報・社会



連携推進室専門員

内野々 正志 事務 総合相談・

支援センター専門員

金田 博美 看護師 看護部 副看護部長

（病床管理担当）



規則第１５条の４第１項第１号に掲げる管理者が有する権限に関する状況

管理者が有する病院の管理及び運営に必要な権限

・ 管理者が有する権限に係る内部規程の公表の有無（ ○有・無 ）

・ 公表の方法

ホームページ、規程集、学報

・ 規程の主な内容

（人事）

東京医科大学病院就業規則、学校法人東京医科大学職員任免規程等で、管理者が、病院の管理

運営に必要な指導力を発揮するために、管理者(病院長)が推薦・申請を行い、理事長(理事会)の

承認または理事長(理事会)への報告により昇任、異動等を実施している。また、理事長が任免権

を施設の長(病院長)に委任することで、管理者による必要な人事を実施している。

教育職員の採用、異動等は、各病院長が出席する人事審査会で、各病院の診療科の人員構成、

定員の充足状況を思慮しながら、円滑な業務が遂行できるよう審議のうえ決定している。

（財務・会計）

病院長が経理管理者として当該経理単位における会計経理事務を監督管理することとなって

いる。経理規程第10条に基づく職務権限委任に伴う代決権により、経理管理者である病院長は、

200万円以上1,000万円未満の決裁権限である。

また、予算の策定においては、予算編成方針、予算案の作成、予算の配分に関すること等、予

算の適正化を図ることを目的として法人本部に予算委員会を設置している。その組織には

各施設長(病院長)が委員として任命されている。

・管理者をサポートする体制（副院長、院長補佐、企画スタッフ等）及び当該職員の役割

・副院長4名以内 … 病院長を補佐し、病院長に事故あるときは、その職務を代行する。

令和2年度は、医療連携、経営企画、危機管理・教育、多職種連携の担

当をそれぞれ1名ずつ配置した。

・病院長特別補佐 … 病院長の特命事項に係る調査、企画し病院の管理運営に関し、病院長

に助言等を行うとともに病院長が指示する項目を処理する。

令和2年度は、院内ダイバーシティ推進（医師の働き方改革）、手術室

経営推進の担当をそれぞれ1名ずつ配置した。

・診 療 部 長 … 各診療部門を統括する。

・経営企画室長 … 病院経営に係る企画・調査・分析



・病院のマネジメントを担う人員についての人事・研修の状況

定期的に階層別研修（新人、主任、係長、管理職）、医療安全研修、接遇研修等を実施して

いる。



規則第１５条の４第１項第２号に掲げる医療の安全の確保に関する監査委員会に関する

状況

監査委員会の設置状況 〇有・無

・監査委員会の開催状況：年 2 回

・活動の主な内容：

（1） 医療安全管理者、医療安全管理室、医療安全管理委員会、医薬品安全管理責任者、医療機器

安全管理責任者等の業務の状況について病院長等から報告を求め、又は必要に応じて自ら確

認を実施すること。

（2） 必要に応じて、理事長又は病院長に対し医療に係る安全管理についての是正措置を講ずるよ

う意見を上申すること。

（3） (1)、(2)に掲げる業務について、その結果を公表すること。

・監査委員会の業務実施結果の公表の有無（ 〇有・無 ）

・委員名簿の公表の有無（ 〇有・無 ）

・委員の選定理由の公表の有無（ 〇有・無 ）

・監査委員会に係る内部規程の公表の有無（ 〇有・無 ）

・公表の方法：

大学・病院ホームページ

監査委員会の委員名簿及び選定理由（注）

氏名 所属 委員長

（○を付す）

選定理由 利害関係 委員の要件

該当状況

落合 和徳 医療法人社団

三成会 新百

合ヶ丘総合病

院 常勤顧問

○ 医師としての実

績と医療安全に

関する豊富な経

験を持ち合わせ

ているため

有・〇無 医療に係る安

全管理に関す

る識見を有す

る者

安原 幸彦 東京南部法律

事務所 弁護

士

弁護士として医

療の法律に関す

る豊富な実績と

経験を持ち合わ

せているため

有・〇無 法律に関する

識見を有する

者

桑原 公平 西新宿六丁目

町会 会長

医療を受ける者

として長年当院

を受診されてい

るため

有・〇無 医療を受ける

者

（注） 「委員の要件該当状況」の欄は、次の1～3のいずれかを記載すること。

1. 医療に係る安全管理又は法律に関する識見を有する者その他の学識経験を有する者



2. 医療を受ける者その他の医療従事者以外の者（1.に掲げる者を除く。）

3. その他



規則第１５条の４第１項第３号イに掲げる管理者の業務の執行が法令に適合することを

確保するための体制の整備に係る措置

管理者の業務が法令に適合することを確保するための体制の整備状況

・体制の整備状況及び活動内容

監事の業務監査として、期中監査においては、病院が主催する重要な会議に出席、或いは

会議の議事録の閲覧等を行い、法令等に適合しているかを確認している。また、期末監査に

おいては病院長の出席を求め、監事からの病院業務に関する質問、指摘、意見等に対して、

関係部署の責任者のみならず、病院長からも直接、回答、説明を求め、管理者である病院長

の業務が法令等に違反することなく適正、公正に行われていることを確認し、併せて病院業

務における課題、改善に向けた意見、提言等を提示している。

法人本部の監事室は、監事の業務を補佐し、内部監査室は、業務プロセスに係る内部監査

を実施し、病院長の業務が法令等に違反することなく適正、公正に行われていることを確認

し、改善に向けた意見を提示している。

また、監事、内部監査室、会計監査人による三様監査部門会議を定期的に開催し,各々の監

査状況の報告、問題点の確認、改善策の検討を行っている。

・ 専門部署の設置の有無（ 〇有・無 ）

・ 内部規程の整備の有無（ 〇有・無 ）

・ 内部規程の公表の有無（ 〇有・無 ）

・ 公表の方法

大学のホームページ（学内専用サイトに掲載）



規則第１５条の４第１項第３号ロに掲げる開設者による業務の監督に係る体制の整備に

係る措置

開設者又は理事会等による病院の業務の監督に係る体制の状況

・ 病院の管理運営状況を監督する会議体の体制及び運営状況

病院の管理運営状況を監督する会議体として理事会、業務連絡会がある。

理事会、業務連絡会ともに理事を構成員として組織し、理事の業務執行状況の監査のため、

監事も同席している。

理事会は原則月1回定例に開催するほか、必要に応じ臨時にも開催され、法人における最高

決定機関と位置付けられており、法人の一切の業務を決し、理事の職務執行を監督する。

定時理事会には、病院長は職責理事として、病院の管理運営状況等の報告がされる他、予算・

決算等に代表される法人の管理運営に係る重要事項全般を審議する。

業務連絡会は、理事長の職務執行に当たっての協議機関として、常任役員会から付託された

事項及び理事会、評議員会に提出する案件について協議している。また、非常勤理事に対し法

人の運営状況をより深く理解してもらうための役員研修も実施している。法人運営に関する事

項の議決権は有していない。

・ 会議体の実施状況

令和２年度：21回、令和３年度(9/30まで)：12回

・ 会議体への管理者の参画の有無および回数（ 〇有・無 ）

令和２年度：21回、令和３年度(9/30まで)：11回

・ 会議体に係る内部規程の公表の有無（ 〇有・無 ）

・ 公表の方法

大学ホームページに掲載

病院の管理運営状況を監督する会議体の名称：

会議体の委員名簿

氏名 所属 委員長

（○を付す）

利害関係

有・無

有・無

有・無

有・無



（注） 会議体の名称及び委員名簿は理事会等とは別に会議体を設置した場合に記載すること。



規則第１５条の４第１項第４号に掲げる医療安全管理の適正な実施に疑義が生じた場合

等の情報提供を受け付ける窓口の状況

窓口の状況

・情報提供を受け付けるための窓口の設置の有無（〇有・無 ）

・通報件数（年 0件）

・窓口に提供する情報の範囲、情報提供を行った個人を識別することができないようにするための方

策その他窓口の設置に関する必要な定めの有無（〇有・無 ）

・窓口及びその使用方法についての従業者への周知の有無（〇有・無 ）

・周知の方法

大学ホームページ、学報、医療安全マニュアルへの掲載、研修会での周知、携帯カードを

全職員に配布



(様式第 7)

専門性の高い対応を行う上での取組みに関する書類（任意）

1 果たしている役割に関する情報発信

① 果たしている役割に関する情報発信の有無 〇有・無

・情報発信の方法、内容等の概要

（1） ホームページ

【患者向け】

•先進医療一覧の掲載 

•がん診療拠点病院に関する当院の役割、院内登録データ、がん相談窓口の掲載・手術支援ロボット

「ダヴィンチ」手術の説明と対象疾患の掲載

【医療機関向け】

•研究会•セミナーの案内 

（2）市民公開講座

•毎月(1 月・8 月を除く)、病院の医師が講師となる市民公開講座で、最先端の医療情報から生活に

即した実用的な医学情報までを講演。

2 複数の診療科が連携して対応に当たる体制

① 複数の診療科が連携して対応に当たる体制の有無 〇有・無

・複数の診療科が連携して対応に当たる体制の概要

（1） 脳卒中センター

脳卒中に関連する診療科(脳神経外科、脳神経内科、高齢診療科、救命救急センター)が連携

し、あらゆるタイプの脳血管障害に迅速に対応する体制を整えている。ひとつのチームとし

て定期的に合同会議を行い、脳卒中患者の情報を共有して総合的に治療にあたる。

（2） 口唇口蓋裂センター

口唇口蓋裂に関連する診療科（歯科口腔外科・矯正歯科産科、形成外科、耳鼻咽喉科・頭頸

部外科、小児科・思春期科、産科・婦人科）が連携して対応している。ひとつのチームとし

て定期的にカンファレンスを行い、患者さんの情報を共有しながら治療にあたる。

（3） 認知症疾患医療センター

認知症疾患に関連する診療科(高齢診療科、メンタルヘルス科)の認知症専門医が問診、神経

心理検査、血液検査、画像診断、時に脳脊髄液検査などを施行し、認知症の早期診断と鑑別



を行う。

（4） 遺伝子診療センター

遺伝子疾患に関連する診療科(小児科•思春期科、産科•婦人科、臨床腫瘍科、循環器内科、

臨床検査医学科、皮膚科、耳鼻咽喉科•頭類部外科)が、遺伝学的診断と遺伝性疾患に関す

る遺 伝カウンセリングを行っております。本人や家族の遺伝性疾患に関する疑問、心配、

不安に関し てのご相談に、臨床遺伝専門医が関連各科と連携したチーム医療で対応する。

（5） 細胞再生医療センター

細胞再生医療に関連する診療科（心臓血管外科、歯科口腔外科・矯正歯科、皮膚科)が、再

生医療を法令遵守の下、安全で迅速に、効率的に臨床現場に提供することを目的としたセ

ンター。

（6） 聴神経腫瘍・頭蓋底腫瘍センター

聴神経腫瘍・頭蓋底腫瘍に関連する診療科(脳神経外科、耳鼻咽喉科・頭頸部外科)が、豊

富な手術経験、手術の技術、術中脳神経モニタリング、術前•術後の専門的な種々の検査、

術前の腫瘍塞栓を行う脳血管内治療チームをそろえたセンター。



(様式第 8-3)

東医大発 249 号

令和 3 年 10 月 5 日

厚生労働大臣 殿

開設者名 学校法人東京医科大学

理事長 矢﨑 義雄

東京医科大学病院の第三者による評価を受審する計画について

標記について、次のとおり提出します。

記

1 受審予定である第三者評価

① 公益財団法人日本医療機能評価機構が実施する病院機能評価のうち、一般病院３による評価

2 Joint Commission Internationalが実施する、ＪＣＩ認証による評価

3 ISO 規格に基づく、ISO 9001 認証による評価

（注）上記のいずれかを選択し、番号に○を付けること。

2 第三者評価を受けるための予定措置

受審の申し込みは済んでおり、2022年7月に受審予定。

現在は受審に向けて準備等を行っている。


